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　自由を求める少女は、赤い靴くつを履はいてはならない。

　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴を履いてはならない。

　少女は孤こ独どくを胸むねに、靴くつ箱ばこの蓋ふたを開けてはならない。




　──ドゥーガルド・ディセント手しゆ記き『靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと』より
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　靴くつは人の運命を変える。

　かつて、敬けい愛あいする師しはそう言った。

　エデルは馬車の揺ゆれに身を任まかせながら、自分の運命の歯車がたしかに回り始めるのを感じた。

　家族を失うしない、住み慣なれた土地を離れ、こうして見たこともない景色を次々と瞳ひとみにうつしている。

　それも、たった一足の靴のために。

　足あし元もとの荷物がひとりでに動きだす。エデルはトランクの留とめ具ぐを外はずし、長方形の箱を膝ひざに置くと、蓋ふたを開けて騒そう音おんの原因をじっと見つめた。

　真しん紅くに輝かがやく靴が顔を出す。

　ディオルセイと呼ばれる型のヒール靴だ。靴の側面は切れ込みを入れたような[image: Ⅴ]字型に開き、つま先に銀ぎん糸しで曲線のステッチが施ほどこされている。

　かかとが高く後ろ寄りにつけられたヒールには、ガーネットの宝石。革かわは動物性精せい油ゆを加えたオイルレザーで仕上げているのだろう、ぬめりがあってなまめかしい。

　陽よう気きにつま先を打ち鳴らす靴を、エデルはそっと撫なでる。

「あなたはずっと踊おどりっぱなしね」

　ステップの音だけだというのに何度も聞いておぼえてしまった。

　それはオルハラ国一の歌か劇げき団だんの演目『シンデレラ』で、不動の大女優ヴァイオレット・ファーが踊った一曲。灰はいかぶりの少女が王おう妃ひとなる日のエチュードである。

（さて、もうすぐ目的地に到着するけれど……なんとかこの靴を大人おとなしくさせないと）

　フィナーレを迎むかえ得意げに一回転する靴をつまんで、彼女は靴箱に蓋をかぶせる。

　抗こう議ぎのノックは聞こえないふりをして体重をかけた。

　エデルはひとりでに踊るこの靴を、持て余あましていた。
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　薔ば薇らと演劇、そして靴。

　オルハラ国の民たみ、特に貴族階級の者に好まれるものを上からあげるとしたならば、この三つに絞しぼられるだろう。

　なかでも最後の『靴』は、百五十年前に誕たん生じようした異例の王妃の存在により、まるごとひとつの都市を靴職人の居きよ住じゆう区くとするほどめざましい発展を遂とげた。

　王妃の名は、シャルロッテ・ディセント。国民に親したしまれている俗ぞく称しようは、灰かぶりシンデレラである。

　彼女の人生のエピソードはすべての子どもたち──特に女の子たちにとって、胸むねをときめかせる物語であった。

　亡なき父の後ご妻さいからうとまれ、嫡ちやく出しゆつ子しであったにもかかわらず召めし使つかい同然の生活をしていた少女シャルロッテ。

　ドレスや宝石のたぐいはすべて奪うばわれ、代わりに彼女に与えられたものは屋や根ね裏うらの粗そ末まつな部屋と掃そう除じ用具であった。

　それだけでは飽あき足たらず、継まま母ははと義あ姉ねたちは彼女の美しい名前すらも取り上げた。暖だん炉ろの掃除でかぶった灰まみれの姿を嘲ちよう笑しようし、シャルロッテを『シンデレラ』と呼んだ。

　不ふ遇ぐうの時代を送ったシンデレラだったが、ある日彼女の前に現れた魔術師から、不ふ思し議ぎな力を持つ『硝子ガラスの靴』を与えられる。

　靴に導みちびかれるようにして王子と恋に落ちたシンデレラは、見事に幸せをつかみとったのだ。

　彼女が王族の一員になったときからこのオルハラ国ではシンデレラを『出しゆつ世せの代名詞』としてあがめ、国民たちは彼女にあやかり靴に特別な想いを抱いだくようになった。シンデレラは王妃となったのち、自身が火付け役となった靴産業の発展に力を入れ、経済を潤うるおわせ国力の強化に大きな役割を果たした。それは彗すい星せいのごとく現れた、才さい媛えんの王妃の誕生であった。




　そのシンデレラが靴産業の中心地とした街が、産業都市カンディナール。

　王都に次つぎ二番目に大きな都市であり、王おう侯こう貴族から花売りの少女まで、さまざまな階級の人間が入り乱みだれる街でもある。

　エデルは馬車から降りると、カンディナールの風の匂においを嗅かいだ。

　彼女の出身地のものから比べれば、ほんの少し空気が重たい。

（シンデレラ伯はく爵しやく家けの方にお会いするためとはいえ、ずいぶん遠くまで来てしまった）

　現在では王妃シンデレラの子し孫そんたちは伯爵位をもらい、次じ期き当とう主しゆがカンディナールで靴店を営いとなんでいる。

　ディセント家はシンデレラ伯爵家と呼ばれ、この街では親しまれるようになった。その一方で、この家に関するとある噂うわさが人々の興きよう味みをかきたてていた。

　シンデレラ伯爵家はいわくつきの靴を蒐しゆう集しゆうしている。

　特に次期当主のアラン・ディセントはその『趣味』にいたく熱心であると。

　彼にまつわる噂は数えきれないほどある。

　目玉の生はえた靴を、屋や敷しきひとつ分に値あたいする金で買い取った。

　亜あ熱ねつ帯たいのジャングルにまで巨人のサンダルを取りに行った。

　ひっくり返すと蛙かえるの卵が出てくるブーツを入手するために、湖みずうみの水をすべてさらった。

　おかしな靴を手に入れるためなら手段を選えらばないハンター。

　きっとその人ひと柄がらは……。

「なんとなくだけど、怖こわそう……」

　エデルは途と方ほうもない気持ちでシンデレラ伯爵のお屋敷を見上げた。

　彼女は皺しわになってしまったスカートを手のひらで伸のばした。質しつ素そなドレスに使い古したトランクケース。霧きりをかぶったような灰桃色ローズミストの髪の隙すき間まで、薄うす茶ちやの瞳が不安そうに揺れている。

　ひとりでに動きだすこの不思議な赤い靴を鑑かん定ていしてもらうため、エデルは慣れ親しんだ生活にしばしの別れを告つげ、産業都市カンディナールにあるシンデレラ伯爵家のもとへやってきたのだ。

　赤い靴は、母の形かた見みである。

　女優であった母は舞台の事じ故こで帰らぬ人となり、遺い品ひんとして届けられたのがこの靴だった。

　母とは離れて暮くらしていたため、思い出の品はエデルの手元にほとんどない。だからこそ、この靴を生しよう涯がい大切にしていこうと思っていたのだが──。

「お、お願い、トランクごと逃にげないでっ……！」

　エデルはすさまじい力で手のひらから離れようとするトランク（の中に入った赤い靴）を押さえ込んだ。

　目を離せば母の靴は踊っているか、うるさくしているか、行方ゆくえ不ふ明めいになろうとするのだ。

　エデルは何度も自分の正気を疑うたがった。

　けれどもこの異常な出来事に慣れ始めると、ひとつの可能性に思いいたった。

（もしかしたらお母さんの事故は、この靴に関係があるのかもしれない）

　普通に考えれば、靴が生きているなんてあるわけないもの──。

　シンデレラ伯爵の噂を聞きつけた彼女は、トランクに赤い靴と荷物を詰つめ込んだ。

　だが、そこからエデルは大変な苦く労ろうを強しいられることとなる。

　生せい来らいの人見知りと内ない向こう的てきな性格のおかげで、宿を取りそこねたり不ふ審しん者しやと間ま違ちがえられたり、荷物を持つという怖い人にさんざん話しかけられたり、都会は恐おそろしいところだと一日に七回は嚙かみしめたのだった。

　エデルの住む田舎いなか町まちフロンデからこの産業都市カンディナールまで、馬車で三日走り続けなければならない。

（死んじゃいそうな三日間を乗り越えて、ようやく街についたのはお昼だったのに、いつの間にか夜になってしまった……）

　ようやくシンデレラ伯爵家の靴店にたどり着いてからも、上流階級のお客さまに小こ間ま使づかいと間違えられ、忙いそがしそうな職人には存在を無む視しされ、ようやくオーナーの居い所どころを知っていそうな人物を捕つかまえたと思えば、「オーナー？　今日はお店に来ませんよ」と返答された。

　親切な店員になんとか彼のお屋敷の場所を聞いて、エデルはこうしてはるばるやってきたというわけだ。

　しかし、エデルは今泣なき出しそうな気持ちになっている。

「……お手紙でご都合を聞くの、忘れた……」

　門の近くでしゃがみ込み、エデルはがたがたと震ふるえだした。

（どうしよう。もう遅おそいし、飛び込みでたずねたら失しつ礼れいなやつだと思われて、靴を見てもらえないかも……そしたら赤い靴はどうしたら……やっぱり日を改あらためるべき？　でもせっかくここまで来たのに……）

　エデルは振り返り、来た道を戻るか思し案あんする。あたりには薄うす闇やみが広がり、どこからか犬の遠とお吠ぼえが聞こえてくる。寂さびしげな街かい道どうに、うぉぉんと響ひびき渡る獣けものの声。

「うっ」

　──見知らぬ夜道を歩くのは勇気がいる……。

　しかもこのお屋敷は市街地から少し離れた場所にあり、迷わずに歩けるかどうかは定さだかでない。

　エデルはしばらく悶もん々もんと悩なやんでいたが、体がすっかり冷ひえてきたのでのろのろと立ち上がった。

　春を迎えたばかりのこの季節は、陽が沈しずめば冬の名残なごりの冷たい風が吹く。

　こうして悪い方にばかり考えてしまうのは、自分のよくない癖くせである。それにこれ以上悩んだらたぶん心臓が止まる……。

「だめだと思うけど、行こう」

　屋敷の門番にそろそろと近づき、エデルはそっと名めい刺しを差し出した。

　昼間靴店をたずねた際、紹しよう介かい状じよう代わりにと店員が持たせてくれたものだ。

　門番の男は片かた眉まゆを上げて名刺を見ると、エデルにカンテラを持たせてくれた。

「あなたが行くのはあちらです。途中の道は右じゃなくて左。帰りはここでカンテラを返してください」

　男は彼女を招まねき入いれぞんざいな道案内をすると、さっさと入り口へ戻ってしまった。

（ぜ、全然案内が分からなかった。でも、もう一回聞けない……）

　エデルは不安げに視線を動かしたが、門番がじろりと見たので、「ひっ」と小さく声を漏もらした。

　知らない人と話すときは、必要以上に緊きん張ちようする。

　とりあえず、進んでみよう……。

　広大な庭を抜け、分かれ道で言われた通り左の道を選び、途中いくつかの建物を迂う回かいして、エデルは高くそびえる建物にたどり着いた。

　敷地内なのに、遠かった……。

　すっかりあがった息を整ととのえている間に、またぐずぐずする気持ちが育ち始めたので、エデルは頭かぶりをふった。

　それは不思議な形のお屋敷だった。

　背は高く屋根はドーム型で、縦長の大きな窓まどが四方の壁かべにひとつずつ付けられている。

　オルハラ国の屋敷で一般的なものは、高さよりも横よこ幅はばの広さをとる、大きく開いたバルコニーが特とく徴ちよう的てきな建築だ。来客の目を楽しませるために露ろ台だいを支える柱に彫ちよう刻こくをほどこしたり、草を刈かり込んで庭園の手入れをするものだが、エデルの周りには花か壇だんひとつ見当たらなかった。

　エデルは改めてあたりをカンテラで照てらした。うっそうとした木々に囲まれ、さわさわとした葉は擦ずれの音が聞こえる。

　人を迎えるというよりも、ひっそりと隠かくされている場所のように見える。

（もしかしたらここは、別館のようなものなのかもしれない……）

　せり出した窓まど枠わくには、鉄製のエンブレムが飾かざられていた。蔓つるを巻いた葉に囲まれた、潰つぶれた鳥かごのような形のものだ。入り口の門にも同じものが見えたので、おそらくこれがディセント家の紋もん章しようなのだろう。

　ここが本ほん邸ていでないにせよ、あてもなくうろうろするよりは早く人を呼んだ方がいい。

「ご、ごめんください……誰だれか、いらっしゃいませんか」

　エデルは遠えん慮りよがちに真しん鍮ちゆう製せいのドアノックを使った。返事はない。

　迷まよったのちに扉とびらに手をかけると、あっけなく開いた。

　ぎぃぃ……と、扉は誘さそうように音を立て、中の様よう子すがちらりと見える。

「あのー……あの」

　エデルはそっと、足を踏ふみ入れた。鍵かぎが開いているということは、きっと誰かがこの奥にいるに違いない。自分の声が小さくて届いていないのなら、もう少し近くから呼びかけなければ。そう思ったにもかかわらず、エデルは動けなくなった。

「すごい……」

　壁一面、箱はこだらけである。

　天てん井じようまで伸びる背の高い棚たなにきっちりと木製の箱が敷しき詰つめられていた。棚はエデルの立つ玄げん関かん口ぐちを囲うように広がっている。

　歩いても、箱。背伸びをしても、箱。振り返っても、箱。

　エデルはごくりと唾つばを飲む。

　この屋敷は、間違いなく異常だ。いったい世界中のどこを探したら、ここまで徹てつ底てい的てきに箱を収めている場所を見つけることができるのだろうか。この場所以外に、どこにも見当たらないに違いない。

　果てのない長方形の海に、ひとりぼっちで飛び込んでしまった。

　エデルはそろそろと歩きだし、棚を観かん察さつする。

　木製の箱にはそれぞれ番号が彫ほられていた。そして、いくつかの彩さい色しよくガラスがその番号を取り囲むように埋うめ込まれている。

　ガラスのカットや数は統とう一いつされていないが、列ごとに色は揃そろえられている。

　目の前の縦たて列れつには、泡あわを含ふくんだ水色のガラスが並んでいた。

　隣となりの列には透とう明めい感かんのあるマリンブルーのガラスが、後ろを振り返ればほむら色のガラスが輝いている。

　右側にはダークグリーン、左側には淡あわい黄色。館やかたの中はずいぶんと鮮あざやかだ。

　エデルは箱の側面をそっとなぞった。

　彼女が触ふれると水色のガラスは光を閉じ込めたようにきらめきを帯びて、思わず箱を引き出してみたくなる。

　再び頭をふって、エデルは誘ゆう惑わくを追いやった。

「なんだろう、ここ……不思議な感じ……」

　幻げん想そう的てきだが、ガラス細ざい工くの壁に囲まれたような閉へい塞そく感かんをおぼえる。

　シンデレラ伯爵家は靴だけでなく、箱も集めているのだろうか？

「動くな」

　エデルははっと我われに返った。

　ひとりの青年がとがめるようにこちらを見ている。

　髪色と同じ、深い暗くら闇やみのような黒の上下を身に着けた彼は、つかつかと歩いてきた。

「あ、あの私」

「それはただのガラスだ。盗ぬすんでもたいした額がくにはならないぞ」

　エデルは箱に触れていた指をあわててひっこめた。

　どうやら、彼に盗ぬすつ人とと誤ご解かいされているらしい。

　青年はエデルの手首を素早くつかんだ。恐きよう怖ふのあまり、彼女は体をすくめる。

「ひっ……」

　ごりっ、とした感かん触しよくが背中にあたる。おそらくガラス細工だろう。後ろはすでに棚だ。逃げるすべがない。

「名前と、どうしてここに来たかを言ってみろ」

「ち、違うんです私は……」

　カンテラを持つ手が震える。

　手元の明かりが揺らぎ、青年の青味がかった紫色の瞳に橙だいだいの光がちらつく。
















「あ……」

　その色は、さながら陽の沈みゆく空のようだ。

　怖いけれど、とても美しい。ここにある無数のガラス玉よりもずっと。

　こんなときだというのに、エデルは弁べん解かいも忘れて立たち尽つくしていた。

「なんとか言ったらどうだ」

　青年の言葉に、彼女はびくりと肩かたをこわばらせる。

（そうだ、ぼうっとしている場合じゃない）

　エデルは心の中で自分を叱しつ咤たした。

「エ……エデル・アンダーソンと申します。申し訳ありません。ぬ、盗みを働くつもりはありません。道に迷って、こ、ここへ」

　彼女に抵てい抗こうの意志がないことをとってみると、青年はぱっと手を離した。

「勝手に上がり込んで、箱に触さわらないでもらえるか」

　彼はそう言うと、神しん経けい質しつそうにエデルの手元を見やる。

「ごめんなさい、勝かつ手てに入ってしまって……シンデ……じゃなくて、ア、アランさまにお会いしたくて、これ、お店で名刺をいただいて」

　エデルが言い終わらないうちに、青年は彼女から水色の名刺をひったくった。

「この色か……よりにもよって……」

　彼はみるみる険けん悪あくな目つきになり、さながら天てん敵てきを見つけた狼おおかみのよう。

（こ、怖い……！）

　青年は名刺をにらみつけたまま、

「それは御ご足そく労ろうどうも。俺がアラン・ディセントだ」

（この人が……噂の、次期シンデレラ伯爵）

　思っていたよりも、彼はずっと若かった。エデルよりはさすがに年上だろうが、五つも離れていないように見える。

　整った顔はつり目がちな瞳もあいまって、ともすると冷たい印象を受ける。てっきり噂から変わった人なのかと思っていたのだが、糊のりのきいたシャツと皺ひとつない上着を身に着け、意外なほどにまじめそうだ。

　──だがその眼がん光こうのするどさから、ハンターという通り名は間違いないように見える……。

　正しよう直じきに言うと、エデルの中で怖そうな人──ことに男性は、最も苦にが手てな分類に属ぞくする。

　エデルは緊張のあまり高鳴りっぱなしの心臓を押さえた。

「それで、靴は？」

　エデルがしばらく胸を押さえてじっとしていたので、彼はけげんそうに口にした。

「この名刺はいわくつきの靴を持ってきた客きやく人じんに渡されるものだ。持っているんだろう」

　どうやらアランは、あまり気が長い方ではないらしい。

　エデルはもたもたしながら、トランクから箱を取り出した。箱の中身は待ちきれなかったようで、びょんびょんと勢いきおいよく跳はね、上蓋をふっとばしてしまった。

「これは……」

　アランはさすがに驚いたようで、足元に転ころがった蓋を取り上げてから、しげしげと靴をながめる。

　赤い靴は、エデルの手を介かいしていないにもかかわらず貴き婦ふ人じんのごとくつんと立ち上がり、甲こうの刺し繡しゆうを見せつけていた。

　──この靴の、こういう仕し草ぐさは亡き母に似ていると思う。

　母は妖よう艶えんな赤い靴のように、近寄りがたい美び貌ぼうがあって──でも、娘むすめにはとびきり優しかった。

　気き位ぐらいは高いが、憎にくみきれない愛あい嬌きようがあったのだ。

「箱に仕し掛かけがあるわけでは……なさそうだな」

　アランは手袋をはめ直し、ひとしきり靴箱を調べ終えると、そっと赤い靴を持ち上げた。

　その所しよ作さのひとつひとつが丁てい寧ねいで、エデルは思わず目で追ってしまう。彼の指先は、秘密を暴あばこうとするかのように赤い靴の上をすべってゆく。

　エデルははっとして、もごもごと口を動かした。

「そ、その靴、勝手に動き回って困こまっているんです」

「すまない、もう一度言ってくれないか」

　エデルはすうっと息を吸いこむ。

「その、靴……！　勝手に動いてしまうんです！」

「俺と話すときはそのくらい声を出してくれないか。耳はいい方なんだが」

「ごめんなさい……」

　アランは靴のかかと部分をなぞった。目を細め、思案するようなそぶりを見せる。

　彼は何かを決めかねているような顔をしていた。

「あの……？」

　アランの反応をじっと見守っていると、しばらくして彼は求めていた答えにいきついたらしい。

　彼は顎あごをそらしてエデルを館の奥へとうながした。

「よくこの靴を持ってきてくれた」

「え？」

「あなたを正式に靴箱館の客人として招待する」

　そう告つげるやいなや、アランは呼よび鈴りんを三度、乱暴に鳴らした。




　エデルは、テーブルの天てん板ばんを囲うフリル型の枠わく装そう飾しよくをじっと見つめていた。

　本当は、いかにも調度品に興味があるふりをして、アランから目を逸そらしていた。

　彼の青紫の瞳にじっとにらまれると、エデルは落ち着かなくなってしまうのだ。

　アランはここがディセント家の屋敷ではなく、いわくつきの靴を集めた『靴箱館』であると教えてくれた。本邸に向かったつもりで歩いていたのだが、やはりここは違ったようである。

　おびただしい数の箱は、靴をしまっておくためのものだったのだ。

　靴箱館の奥には小部屋がひとつあって、そこには最低限、書き物と食事くらいはできるだろうというような家具と、分ぶ厚あつい冊さつ子しがいくつか収められた硝子枠のキャビネットが置いてあった。

　エデルは現在、その小部屋でアランと向き合い、気まずい沈ちん黙もくを体験している。

　ほどなくして使用人がひとり、ベルの音を聞きつけてやってきた。

　使用人はテーブルにサンドイッチやフルーツ、カスタードのタルトを載のせた皿を次々と置き、温めたポットから紅茶をそそぐと、まるで最初から存在しなかったかのように足音もなく去っていってしまった。どうやら『正式に靴箱館の客人として招待される』と、ベルひとつで使用人がやってきてあれやこれやと世話を焼いてくれるらしいが、必要以上の干かん渉しようもしないようだ。

　第三者が現れたというのに場の雰ふん囲い気きが変わらず、エデルはがっかりした。

「あ、あの」

「食べろ」

　エデルが遠慮してなかなか皿に手を伸のばさないので、アランは短くそう言った。

　そうは言っても、エデルはテーブルマナーなど知らないのである。テーブルの上にあるのは比ひ較かく的てきマナーを気にしなくてもよさそうな食べ物ではあるが……。それにしてもこの場合、タルトに手をつけたくてもサンドイッチを先に食べなくてはいけなかったりするのだろうか。はたまたそんな順番は関係ない？

「あっ」

　食べ物の匂いに反応し、きゅうとおなかが鳴る。エデルは羞しゆう恥ちのあまり顔を火ほ照てらせた。

（朝から何も食べてなかったから……でもこんなときに鳴らなくてもいいのに！）

　アランはエデルの方をちらと見てから、サンドイッチをつかんで口に放り込んだ。

「好きなように食べて構かまわない。俺もそうさせてもらう」

　エデルは迷ったが、おずおずとアランと同じものに手をつける。きゅうりのぱりっという音がした。

　キャビネットから赤い背表紙の本を取り出したアランは、おもむろにページをめくり始める。

「さて。エデル・アンダーソンだったか」

「もぐっ……そう、です」

「その靴は我々ディセント家のリストに記き録ろくされている、十四番目の魔術師の靴、『赤い靴』と判断した。外見的特徴も一いつ致ちするし、持ち主ぬしに訴うつたえるときの反応──『落ち着かず跳ね回る』というのも観察する限り間違いないだろう。何よりこれほど魔力がねじ曲まがっているのも珍めずらしい」

「あの……質問してもよろしいでしょうか」

「どうぞ。ただし靴に関係のあることで」

「魔術師の靴って、なんなのでしょうか」

　エデルの問いに、アランはゆっくりと本から顔を上げた。

「まあ、呪のろいの靴とかまじないの靴と言った方が分かりやすいか」

「呪い、まじない……」

　ふたつの言葉からは、あまりいい印象は受けない。

　シンデレラ伯爵家はいわくつきの靴を蒐集しているとは聞いたが、これはたしかにその通りである。

「百五十年前に、我々の祖そ先せんにあたる女性、シャルロッテ・ディセントがこの国に第三の産業をもたらしたことは？」

「は、はい。靴産業のことは学校や、祖そ父ふに習いました」

　王妃シンデレラが新たに足元を装よそおう娯ご楽らくをもたらしたこと。そしてその流りゆう行こうは宮きゆう廷ていだけでなく、国民にまで広く浸しん透とうしていった。

「シャルロッテ存命時の『靴の黄おう金ごん期き』に作られたまじない仕掛けの靴を、ディセント家では魔術師の靴と呼んでいる。百五十年ほど前、このたぐいの靴がシンデレラブームに紛まぎれてオルハラ国内に流出した。魔術師の靴は美しい外見で見る者を魅み了りようし、不安が取り除かれた未来・願いの叶かなう将来に連れて行くと約やく束そくするが、それと同時に持ち主に代だい償しようを払はらわせる。たとえば財産と引き換えに寿じゆ命みようを失った者、結婚と引き換えに親を失った者、子どもと引き換えに半身を失った者──」

「あ、あの少し待っていただいてもよろしいでしょうか」

「十五秒だ」

　エデルはきっかり十五秒、こめかみを押さえじっとしてから、

「そ、それって靴が人間にお誘いをかけるのでしょうか。たとえば靴がしゃべりだして……『私と一緒に幸せになりましょう』とか、そういうことでしょうか。あの、いろいろと、すみません理解が追いついてなくって」

「理解は特に求めていない。要は危険な靴なので、こちらで保管させていただくという話だ。ディセント家は過去に流出した魔術師の靴を集め、封ふう印いんする責せき務むを負っている」

　アランは言いながら深みのあるオーク材の、頑がん丈じようそうな箱をテーブルに置いた。側面には赤い色硝子の飾りがついており、『[image: Ⅹ]１[image: Ⅳ]４』の文字が刻こく印いんされている。

　先ほど使用人が、デザートの仕上げとばかりにこの箱をアランに手渡していったのだ。

　この箱は、先にエデルが目を奪われたあの埋め尽くすような靴箱のうちのひとつのようだ。側面だけでなく、蓋部分にも黒い曲線の刻印が押されていた。

（この建物の窓枠にあったものと同じだ。鳥かごみたいだけど……これ、よく見たらカボチャの形？）

　紋章がカボチャとは、なんとも愛くるしい形である。

「この箱、入り口近くの棚からとってきたのですか？」

「靴箱がしまってあるのは入り口だけではない。この部屋以外のすべての壁、棚、柱、それぞれに箱を収しゆう納のうできるように建てられている」

　彼は無む駄だなく、エデルの問いに対する答えを述のべる。

　ということは、ざっと見る限りこの建物のほとんどがこの靴箱を収めるために使われていて、名の通りここは『靴箱館』なのである。

　エデルは我に返った。感心している場合ではない。

「封印してしまうんですか、赤い靴を」

「この靴箱は赤い靴のためだけに作られた特別性だ。魔術をかけてあるので頑丈で封印の硝子も壊こわれない。もう靴が外に出ることもない、安心するといい」

「そうではなく」

「ディセント家はずっとこの靴を探し求めていた。感謝する」

「あ、あのですね。その靴をさしあげたという、わけでは……」

　エデルの声が聞こえていないのか、アランは箱の蓋を開けると、赤い靴を丁寧に寝かせた。靴は飛び跳ねようとしたが、その瞬しゆん間かんに紫色の光をまとった鎖くさりが現れる。

「これは……？」

「魔術で抑おさえ込んでいる。魔術には魔術でしか対応できないからな」

（い、意味が分からない）

　彼の顔はしごくまじめで、エデルをからかっている様子は微み塵じんもなかった。

　てっきり彼は、ただ珍ちん妙みような靴を集めているコレクターで……だからこそ、靴にまつわる不思議な現象にも少しばかり知識があるのかと思っていた。

　だがこれは少しばかりというわけではなさそうだ。靴箱はバチバチと火花を放ち、懸けん命めいに赤い靴の逃とう亡ぼうを防ふせごうとしている。

「この靴に魔術が宿やどっているというのですか？」

「俺は先ほどそう言ったし、そうでもなければ勝手に動かないだろう。話を聞いていなかったのか？」

「それは……」

　これはお母さんの大切な遺品で……。

　きれいで魅み力りよく的てきだった母の遺のこした、彼女らしい品で。

　でも今は、鎖にがんじがらめにされて、ひどく苦くるしそうに見える。

　エデルの脳のう裏りに、母と離ればなれになった日の出来事がよみがえる。

　母は涙なみだをこぼさなかった。けれどまぶたは化け粧しようで隠しきれないほど腫はれぼったく、かすれた声で自分の名を呼んだ。

　エデル。かわいい私の娘、と。

　まだ幼おさなかった自分を抱だきしめ、母は震えていた。

　赤い靴はあのときの母がそうであったように、苦しみの火花を散ちらす。

　たまらない気持ちになり、エデルはとっさに靴箱に手を触れた。

「危ない！」

　アランが叫さけぶと同時に、ばちぃんと音がして、エデルは床ゆかに背中を叩たたきつけられた。

　箱に触れた指先に熱が走る。

　打ちつけた背をかばうように体を起こすと、エデルは目を白黒させたまま靴箱を見つめていた。

「勝手に手を伸ばすとは……怪け我がは？」

　エデルは首を横にふった。

　いくらこの人が怖くたって、ときには戦わなくてはならないことがある。い、いくら怖くたって……。

「く、靴を返してください」

「この靴はこのまま封印する。危険な代しろ物ものだ」

「危険？　き……危険だったのは靴箱の方じゃないですか」

「それは、むやみに触ったからだろう。この靴は持ち主に災さい厄やくをもたらす不幸の靴だ。手放すのがそちらのためだぞ」

（災厄をもたらす……？　じゃあやっぱりお母さんは……？）

　エデルは靴箱の蓋を閉めようとするアランにしがみついた。

「おいっ、何をする！」

「だっ、だめです。一度、話し合いましょう。私は靴をさしあげるつもりなんてないんです！　これはお母さんの遺品で、私にとって大切なものなんです！」

「何があろうとだめだ。こんなものを外に出すわけにいかない！」

　もみくちゃになっている間に、エデルのつま先はテーブルの足を蹴け飛とばした。

　その衝しよう撃げきで箱は床に落ち、赤い硝子玉が砕くだけ散る。

「あれ……？」

　靴がころんと、床に投げ出された。封印の鎖も出現しない。

　エデルよりも、うろたえていたのはアランの方であった。彼は息を吞のむと、エデルのことを驚きよう愕がくの目で見つめる。

「噓うそだろう、こんなことで封印具が割れるはずがない」

　だが事実は彼の言葉に反している。

　アランは床に手をつき体をかがめ、箱の破は損そん状況をたしかめる。

　エデルはこの状況があまり思わしくないものであり、そして靴は守れたものの、アランにとっての非常事態をまねいたことを悟さとった。

　解放された赤い靴は、エデルの周りでうさぎのように飛び跳ね、喜びを表している。

　彼は硝子玉の欠片かけらをつまみ、腹の底から憎しみのこもった声を出した。

「壊したな……」

「ひっ」

「なんてことをしてくれたんだ。これで靴を封じられなくなった！」

　エデルは思わず後ずさった。歯の隙間から怒いかりのうなり声を出す彼に、本能的な恐怖を感じたのだ。

「ご、ごごごごめんなさい弁べん償しようします。い、今はお金はあんまりないですけどその」

「弁償だと……？」

　冷えきった目で見下ろされて、エデルは「ひいい」と声をあげた。

「金で買えないものだからこんなに腹だたしいんだろう。ガラス玉は直せない。魔術を使える人間なんてこのご時じ世せい、ほぼ存在してないんだよ」

「アランさまはお使いになっていたでは……ない……のですか。紫の鎖とか、火花とか」

「あれは俺が使っていたんじゃなくて、箱に魔術がかかっていたんだ！」

　こんなときに限ってエデルの声がきちんと拾ひろえるらしく、アランは大声をあげて切り返した。

「もういい。解決策が見つかるまでこの靴は俺が、四し六ろく時じ中ちゆう肌身離さず見み張はっている。お前は今すぐここを出て行け」

「えええ、そういうわけにはいきません……！」

「なんだ。どうしても弁償しないと気が済まないか。では九十五万オングだ」

（新人職人の初任給では到とう底てい払えない金額……！）

「靴なら私が見張っています。だから返してください。お、お金は必かならずお渡しいたしますから。で……できれば分ぶん割かつ払ばらいで」

「女はすぐに靴を履はきたがるからだめだ」

「そ、そんなことはありません！　私は一度もこの靴を履いてませ……ひい」

　アランは眉み間けんに皺を寄せ、エデルの顔をじいっと覗のぞき込んだ。

　間近に彼の吐と息いきを感じ、はからずも心臓が跳ねてしまう。

　後ろに退ひこうとすれば、彼はさらに距きよ離りをつめてくる。

「そうだな。一度でも履けばもう脱ぬぐことはできないだろう」

　アランの低い声が耳のすぐそばで聞こえる。エデルはなぜだかとても恥はずかしい気持ちになり、手のひらをきつく握にぎりしめた。

　目を泳がせていると、アランは「こちらを見ろ」ときつく言って、エデルの顎あごをつかんだ。

「ひっ」

「瞳も正常か。そういえばそうだな……魔術に誘惑されていない」

　魔術がどんなものかは分からないが、エデルは靴を履くよりも作ったり直したりする方が好きだ。それに機能性のよくない見た目重視の靴は特に、自分が履いてみたいとは思わないのである。

「ふうん。珍しいこともあるものだな」

「あの……その……で、ですからっ。わ、私めにそのお靴をご返上いただけないきゃと」

「言葉が変だぞ。だがまあいい」

　エデルはぱあっと顔を明るくした。ようやく彼もエデルの気持ちを理解してくれたのだ。

「本当ですか!?」

「ああ。お前の熱意はよく伝わったよ……。靴箱は弁償しなくていい。むしろ謝しや礼れい金きんとして十万オングをやろう。──この靴は絶対返さない」

　エデルが笑えみを消すと同時に、アランは踊る赤い靴を素早くつまみあげ、彼女に背を向けたのだった。
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　エデルは履いていたレースアップブーツを脱ぐと、木べらで靴底の泥どろを落とした。

　それから指先に柔やわらかい布を巻きつけ、革の汚れをぬぐってゆく。

　トランクからろうと油で作った手製のクリームを取り出し、丹たん念ねんに塗ぬり込こんだ。

　円を描えがくように丁寧に、祖父の作ってくれたブーツをいたわるように指を動かす。

　眠る前に靴の手入れをすることはもはや習しゆう慣かん化かしていた。こうしていると気持ちが静かに凪ないでゆき、明日どうすればいいのかをじっくり考えることができる。昼間はどんなに取り乱していても、そう、一日の終わりを迎える儀ぎ式しきさえしっかりしていれば、たちまちいい考えが……。

「だめだ、どうしたらいいんだろう……」

　エデルは手を止めて、途方に暮れたようにつぶやいた。

　カンディナールの安宿の一角。エデルの本日の寝ね床どこは、薄い壁越しに隣客のいびきが聞こえてくる。

　赤い靴をアランに奪われ、エデルは彼の使用人にあれよあれよという間に屋敷の外に出されてしまったのだ。

　十万オングが入った封ふう筒とうは受け取らなかった。それを手にしてしまえば、母の遺品を売ったことになる。

　壁の厚い高級宿に半年は滞たい在ざいできる大金であったが、母の靴とは比べものにならない。

　アランは、あの靴を『魔術師の靴』だと言った。願いと引き換えに人を不幸に陥おとしいれる靴なのだと。

　母は赤い靴に何か願いをこめていたのだろうか。それで命を代償に捧ささげた？

　それとも、あの靴はまったく別の何かを母にもたらし、彼女を死にいたらしめたのだろうか。

　母の死に関する手がかりを得るためにはるばる旅をしてきたというのに、まさか手がかりそのものが奪われてしまうとは──。

（このままフロンデには帰れない）

　それに、どのみち帰っても彼女の居場所は失われようとしている。

　亡なき祖父と共ともに暮らしていた店てん舗ぽ兼けん住宅はすでに家や主ぬしから立たち退のきを命じられていた。祖父の営んでいた靴の修しゆう繕ぜん屋やを継ついでどうにか食べて行こうとしていたエデルは、路ろ頭とうに迷うことになった。

　──あの町のことはあまり好きになれなかったから、これでよかったのかもしれないけれど──。

　エデルに残されたものは、祖父から受け継いだ靴作りの技術と、わずかばかりの現金、使い古した生活必ひつ需じゆ品ひんのみである。

（なんとかもう一度アランさまに会わないと。事情を説明して、靴を返してもらって……）

　しかし、エデルは彼の大切な靴箱を壊してしまっている。

　あのかたくなな様子から察さつするに、そう簡かん単たんに赤い靴を返へん却きやくしてもらえるとは思えない。

　いっそのこと警察に相談するのはどうだろう。

　一瞬そのような考えがよぎったが、エデルはすぐに思い直した。

　靴職人にとって、この業界の代表格と言ってもいいシンデレラ伯爵家を敵てきに回すということは、食い扶ぶ持ちを得る場所を失うことにあたいする。少なくともこのカンディナールでは彼ともめた職人として名を知られることになるだろう。祖父の店はひと月後に更さら地ちになってしまうのだから、就職先の選せん択たくを狭せばめるのは賢けん明めいとは言えない。

　靴の街カンディナールは国中から顧こ客きやくがやってくる。母の靴を取り戻したのちにどこかの工こう房ぼうに置いてもらえれば、生活の心配はしなくて済むのだ。

　──警察は、少なくとも最後の手段にしよう……。

　それに、アランと真っ向から対たい峙じすることになれば、自分の気弱な心臓はもたないに違いない。

　エデルはぶるりと背を震わせ、アランの顔を思い浮うかべた。

　もう一度たずねたとしても、きっと冷たくあしらわれてしまうだろう。

（それでも、やらないよりはまし……きっと）

　明日もう一度、彼のもとへ行ってみよう。

　エデルは靴にブラシをかけ終えると、そっと蠟ろう燭そくを吹き消した。




　靴店ガラスドームは、カンディナールでも屈くつ指しの歴史を持つ老舗しにせだ。

　シンデレラ伯爵家の経営するその店には、老若男女さまざまな人物が足しげく通っている。

　客人たちは『最高の一足』を手にするため、ああでもないこうでもないと職人と共に思案しているのである。

　顧客は上流階級から労働者階級にいたるまで身分を選ぶことはないが、舞ぶ踏とう会かいシーズン前は富ふ裕ゆう層そうの利用客が多くなるようだ。

　エデルは物もの陰かげからじっと店の様子を窺うかがっていた。

　一度屋敷をたずねたのだが、ディセント家の使用人たちは隙がなく、エデルはとりつく島もなく門前払いされてしまったのだ。

（とりあえずアランさまがお店にいればと思って来てみたけれど……改めて見ると、すごいお店だなぁ）

　エデルが目を奪われたのは、店舗の外装である。

　正面玄関のアーチには薔薇とつぐみを象かたどった彫刻。ショーウィンドウには小ぶりのドロップガラスシャンデリアが男性用の革靴や女性用の舞ぶ踏とう靴ぐつを照らしていた。敷き詰められた装飾品は、色彩をアーモンドグリーンで統一している。薔薇の造花も敷物のレースも鈍にぶみのある緑色に染そめ、落ち着いた印象を持たせることで商品の魅力を引き立てている。

　中央に飾られたターコイズグリーンの舞踏靴は、先せん端たんのとがったニードルポイントのつま先が特徴的であった。装飾として、側面に茨いばらをあしらった漆しつ黒こくのレースパネルがついている。かかとのリボンはミルクがかったグリーンで、少女らしさと大人の色いろ香かが器用に共存するデザインだ。

（靴に感心している場合じゃないって分かってるけど……、う、動けない）

　エデルはそうっと扉の前に立つ屈くつ強きような男性に目をやる。

　靴店ガラスドームにはドアマンがいた。それも、昨日きのう訪れたときよりも頑がん固こそうな面おも立だちの男が。

　尻しり込ごみをしてこうして物陰から靴店を見つめている間に、すでに三組の客を見送ってしまった……。

（よ、よし。今度こそ行く！）

　エデルが勇いさんで通りへ踏み出したと同時に、乱暴に靴店の扉が開いた。

「もうこんなところじゃ働はたらけない！　素人しろうとのくせに指さし図ずするな！」

　怒ど鳴なり声と共に、ひとりの男が店から飛び出してきた。

　エデルは驚き、あぜんとする。

　完全に出で鼻ばなをくじかれてしまった。

「俺は客の言う通りに靴を作っただけだぞ！　なんで文もん句くをつけられなきゃならないんだ」

　男はシャツと下履きの上に、チョコレート色のエプロンをつけた簡かん素そないでたちであった。まだ年若く、顔は興こう奮ふんのあまり紅こう潮ちようしている。

「客の言う通り？　きちんと足型も見ずに納品しやがって、職務怠たい慢まんだ」

　聞きおぼえのある声に、エデルはあっ、と思わず口にしていた。

　扉の向こうから、アランが姿を現したのだ。

（アランさまここにいたんだ……よかった……けど）

　ものすごくタイミングが悪かったようだ。

「俺は辞やめるからな」

「うちの方針に従えないなら、そうしろ」

　アランの言葉に、職人はくやしげに「ちくしょう！」と叫ぶと、走り去ってしまった。

　エデルはぼうぜんとアランを見つめる。

（……ど、どうしよう）

　まさか解かい雇この現場に居合わせるとは思わなかった。それも、察するに職人とオーナーにとって、かなりよくない別れ方だ。

　アランは職人の去った方をしばらくにらみつけていたが、街道にたたずむエデルに気がついた。

「お前は昨日の……」

「あ、あのアランさま、昨日は、その」

　思わぬ出来事に気持ちをそがれ、あれだけ積み重ねたはずの心の準備はどこかへ吹き飛んでいってしまっている。

　すぐにでも逃げ出したい気持ちをこらえ、エデルはおずおずと口に出した。

「あの、赤い靴を返していただけませんか」

「しつこいなお前も。金は受け取ったんだろう」

「受け取ってないです！　お願いです、あれは母の大切な……」

「アランさん、何やってるんです！　説得してってお願いしたのに辞めさせてどうするんですか！」

　ふたりの会話を遮さえぎるように、ひとりの青年がアランのもとへとやってきた。

　ふわふわとした金きん髪ぱつの、温おん和わそうな顔立ちの男だ。

　淡い金色のまつ毛に囲まれた緑の瞳は優しい色合いをしていて、怜れい悧りな印象のアランと並ぶと対照的であった。

「どうするんですか、これ以上職人が辞めたら注ちゆう文もんに追いつかないですよ」

「店の品質を落とすよりましだ」

「そんなこと言ったって、これ以上お客さまをお待たせするわけには……あれ？」

　青年はエデルの方を見て、目をしばたたいた。

「あら、昨日のお客さま」

「あ、あの、昨日はお世話になりました」

　彼はエデルにディセント家の屋敷の場所を教え、名刺を渡してくれた職人だった。たしか名前は……。

「セスさん、でしたよね」

「そうです。あれ？　アランさんの屋敷に靴を見せに行ったんじゃ？」

「え、えっといろいろありまして……」

　エデルがもじもじと体を揺すると、セスは背をかがめてエデルの足元を注意深く見つめた。

「……あの？」

「いい靴を履いてるね。どこの靴？　まさか出来合いのものじゃないでしょう？」

「これは……祖父に作ってもらったもので……」

「おじいさんが職人なの。そう！　ちょっと失礼」

「ひいい……！」

　なんとセスは地面に頰ほおをつけ、エデルの靴を間近からながめだしたのだ。
















　祖父特製のレースアップブーツは、エデルの誕生日にこしらえてもらったものだ。

　外側はブルハイドと呼ばれる丈夫で厚手な牛革を、裏布は銀面のなめらかな馬革を使用している。

　革を使い分けることで、長時間の歩行で足にあたる部分が痛いたみださないようにと配はい慮りよされていた。

　筒つつの部分はしならずにしゃんと立ち、長めにとった靴ひもをリボンの形で結ぶスタンダードなスタイルだ。

　たしかにお気に入りの品だったのだが……できればもっと離れたところから見てほしい。

（た、助け……）

　ちらりとアランを見ると、彼はため息をつき首をふっている。ドアマンにいたってはすでに他人のふりである。

　どうやらセスのこの行動は、彼らにとって珍しいことではないらしい。

「縫ぬい目に乱れがないなぁ……しっかり均きん等とうだ。しかもこんな細糸で。おじいさんもしかして、有名な人？　カンディナールの職人かな？」

「いえ……フロンデで小さな修繕屋を営んでいただけで」

「え、今フロンデって言った!?」

　がばりと立ち上がった青年は、アランの方を向いた。アランが驚きに目を見開く。これと同じ表情を、エデルは昨晩も見た。彼が赤い靴をはじめて見たときのことである。

「そうか……アンダーソン……よくある苗みよう字じだと気にしていなかったが……」

「あの、祖父がどうかしたのでしょうか」

「君、デルタ・アンダーソンのお孫さんでしょう？　いいものを拝おがませてもらったなぁ。これも運命のめぐり合わせかもしれないですね、オーナー？」

　アランは顎に手をあてて、苦い顔をしている。

「ところで、君のおじいさんはまだフロンデに？　そろそろ田舎いなか暮ぐらしに飽きたとか、都市でもう一度靴を作りたいとか、サンプルだけでも卸おろしてみたいとか、若いやつをビシビシしごいてやりたいとか、そんなことを言っていたおぼえは？」

「い、いえ」

　エデルは息を吸って、それから言いづらそうに答えた。

「祖父は……亡くなる前もそのようなことは一度も言ってませんでした……」

　少しの間、一同の中に沈黙が流れた。静せい寂じやくをやぶったのはアランとセス、同時である。

「「亡くなる!?」」

「少し前に、病気で」

「あああぁ、希望の光がぁぁ」

　セスがうなだれると、ドアマンが大げさに咳せきをした。

「アランさま。もうすぐ次のご予約のお客さまの馬車が到着します」

　アランは舌した打うちをして、エデルに「こっちへ来い」とぶっきらぼうに言った。

　どうやら店内に入れてもらえるらしい。

　エデルは急ぎ足でアランのあとへ続いた。
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　客室に移動した三人はローテーブルを挟はさんで、それぞれに席についた。

　曲げ木を使った椅い子すにはセスとアランが、向かいの椅子にはエデルが腰かけている。

「それで」

　最初に言葉を発したのはアランだった。

「赤い靴を取り戻しにやってきたというわけだ」

「……そうです。靴箱を壊してしまったことは、本当に申し訳ありませんでした。ですが、あ、あの赤い靴は、アランさまに目め利ききをしていただくために持ってきたのであり、お譲ゆずりするわけには、い、いかないからで」

「うんうん、そうだよね。あれはアランさんに目移りしてもらうためにモップできたからでお湯ゆを擦するわけにはいかないものね」

「セス。よく聞こえないのに強ごう引いんに理解したふりをするな」

　アランは表情を変えずに続けた。

「説明したと思うが、あれは危険な代物なんだ。魔術師の靴の封印は我わがディセント家の使命であり、こればかりは返却できない」

「その……説明は、たしかに聞いたのですけれど……いまひとつなんというか」

「いきなり魔術がどうとか言われても、分からないよね。では不思議な靴にあまり詳くわしくない僕ぼくから、お話ししてみようか」

　セスはいきいきとした顔でそばにあるチェストの蓋を開けた。中にはぎっしりと、やはり靴箱が詰まっている。

「これはただのうちの商品。サンプルだけどね」

　蓋を開けると、モスグリーンの男性用の革靴が顔を出した。

「うちは今期、緑を流は行やらせたくてね。触ってみて」

　エデルはそろそろと靴に触れた。感触からしておそらくこれは、

「キップ……」

　キップとは生後半年から二年の牛の革である。

　生後すぐの牛とは違い、強度があるものだ。ただしきめの細かさやしなやかさは、子牛のそれと変わらない。

　子牛に比べて革に厚みが出るので、質感を出したいときには重ちよう宝ほうされる。

　エデルの顔つきが変わったのを見て、セスは「さすがアンダーソンさんの孫だなあ」と感かん嘆たんした。

「この革を触ってどう思った？」

「えっと……丈夫そうだと思いました。革の銀面はなめらかで触っていて気持ちがいいです。でも、手縫いにはずいぶん固そうだから一足縫うのに苦労するかもしれません」

「そう。じゃあ、君の赤い靴を見てどう思った？」

「どうって……生きているみたいだと」

「人は靴を見て、欲しい、かわいい、美しい、履きたい、もしくは汚い、いらない、痛そう、いろんな感情を抱くと思うけど、生きているようだと思うことってそうそうないんじゃないかなぁ。もともと動物の死し骸がいを使って作っているものだしね」

　そうなのだ。加工されたあとの革になっていると感じにくいことなのだが、原材料は牛や羊などの生き物の皮をいただいている。

　履く側の人間はあまりそれを意識しないが、作り手は尊とうとい命を忘れてはならない──革はけして無む駄だにしてはいけない、と祖父から何度も教え込まれてきた。

「普通の靴ではないって、君も感じていたんだよね？　アランさんに持ってきたということは、何かしらおかしいと思ったからだろうし」

「はい……」

　靴に直接危害を加えられたわけではないが、ひとりでに動きだす靴が異常だというのはエデルでも分かる。

「以前、何かあったんですか。その靴がらみで」

　エデルの質問に、アランが淡たん々たんと答えた。

「百五十年前、魔術師の靴を履いてのし上がったひとりの少女がいた。家族の命を贄にえとして、自分は国一番の権力と財力を手に入れた」

　エデルはうつむいていた顔を上げた。

　百五十年前にその名をとどろかせ、この国で一番、有名になった女性といえば──。

「シャルロッテ・ディセント。通称シンデレラだ。俺の祖先にあたる人物だが、とんでもない悪あく女じよだ。家族の命をなんとも思わなかった」

「でも、そんな話は聞いたことが……」

　エデルが知っているのは不幸な日々を送っていたシンデレラが、魔術師に『硝子の靴』を贈おくられて幸せを手にした……というお話だ。

　まさかその硝子の靴が、不幸を呼ぶ靴だったというのだろうか？　あれほど国民が憧あこがれてやまなかった、特別な未来へ導く靴が。

「シャルロッテが願ったのは、灰かぶりには考えつかぬほどの贅ぜい沢たくな生活を送ること。そして代償を求められ、血がつながらないとはいえ家族の命を差し出した。硝子の靴は王子と結ばれるためでなく、復ふく讐しゆうのために使われたんだ」

　シンデレラの継母と義姉たちは天の裁さばきによって突然死したと噂されているが、その実は彼女が履いた『硝子の靴』の生いけ贄にえとして捧ささげられたのだという。

　王宮での暮らしを、他人の命であがなったのだ。

「で、でもシンデレラはこの国を豊かにしてくれて、民に夢を与えた王妃さまでしょう」

「その方が都合がよかった、と言うべきか。あの時代、先の戦いくさに負けて敵国に領地を奪われ、さらに疫えき病びようが流行りオルハラ国は経済も活かつ気きも落ち込んでいた。そこに現れたのがシンデレラだ。貴族階級以外の成り上がり物語と、彼女のもたらした新たな産業は、たしかに国に活力を取り戻した。実際のシンデレラがどうであったのかは、あきらかにするべきではなかった」

　国民はシンデレラストーリーに心打たれ、暗い時代にふきぬけるような光の旋せん風ぷうが舞い込んだ。

　アランいわく、そうしたシンデレラのイメージだけが独り歩きし、実際のシャルロッテの人生とはかけ離れたものになっていったというのだ。

「王宮に魔術師を引き入れ、勢力を増したシンデレラは、王から恐れられ寵愛を逃した。最さい期ごは、古城に幽ゆう閉へいされて息をひきとった。世間的には『シンデレラは幸せに暮らしたが、病やまいを患わずらい、惜おしまれて息をひきとった王妃』となっている」

　結けつ局きよく、シンデレラは魔術師の靴を履いて幸せな最期は迎えられなかったのだ。

「魔術師がいたのは、ずいぶんと前のお話ですよね…‥‥？　それでもまだ、シンデレラのような女の子が出てくるかもしれないということですか？」

　現在のオルハラ国では魔術師を見ることがない。シンデレラの死後、彼らは王宮の風ふう俗ぞくを乱す存在となったのだ。

　裁判にかけられ、そのほとんどが命を散らした。魔術などが通用したのは昔の話で、今ではすっかりすたれてしまっている。

「百五十年前の魔力は未いまだに残っている。そこでシンデレラの子孫たちは、シンデレラと魔術師が市し井せいにばらまいたとされる靴を集めて封印することにした。祖先が犯おかした罪つみの責せき任にんをとり、これ以上不幸な人間を増やさないために。シンデレラが王宮を追放されたにもかかわらず、ディセント家に伯爵の称号が認められている理由もこれだ」

　魔術師を集め王宮に一勢力を築いたシンデレラは、謀む反ほんの疑いをかけられた。

　普通ならば、そのような疑いを持たれた一族には厳きびしい処しよ罰ばつがくだされる。

　しかし王はディセント家を『生かして』おかなくてはならなかった。魔術師の靴が散らばってしまった以上、それを回収する者が必要になる。シンデレラの息子は生まれつき魔力が高く、そしてまがりなりにも『王家の血を継ぐ』者であった。シンデレラと王の間に生まれた子どもたちは、けして王座につけない代わりに伯爵位を約束され、魔術師の靴の番人となったのだ。

「……あの靴が危険なもので、アランさまにとって封印が必要なものであることも分かりました。でも、あの赤い靴は母が遺してくれた唯ゆい一いつの品なのです」

「何度も言っているが、俺はあの靴を見張っていなければならない。これはディセント家に与えられた義務であり、宿命だ」

　結局、ここで話し合いはまた平行線となる。

　母の靴が危険な品だということは、なんとなくだが理解できた。誰かが命を落とすことになるくらいなら、このまま彼に預あずけた方がいいのだろう。

　けれど、エデルの中でまだ気持ちが整理できていなかった。

　あの靴は、母に似ているのだ。

　ダンスが好きで、ほがらかで、でもすぐどこかへ行ってしまう──。

「……靴が、以前の持ち主の行動をまねるというのは、あるものなのでしょうか」

「靴の性質にもよるが、その持ち主がことさら靴に執しゆう着ちやくしていたのならありえるかもしれない。魔術は人の欲望に強く反応する」

「では逆に、人間が靴のふりを……」

　エデルはためらい、たずねるのをやめた。

「何か言ったか？」

「い、いえ……」

　いくらなんでもそれはきっとありえはしない。今考えなければならないのは別のことだ。

（もしお母さんが、あの靴を履いて死んだのなら？　お母さんの望みはなんだったんだろう。このまま靴を置いていったら分からずじまい──）

　エデルが唇くちびるを嚙んで葛かつ藤とうしていると、

「なんだ、簡単じゃないか」

　セスがあっけらかんとして言った。

「つまりは君もアランさんも赤い靴のそばにいればいいということなんだから。君、エデルさん？　手をよく見せてくれる？」

　言うやいなや、セスはエデルの手のひらをつかんでじっと観察し始めた。

「うん、やっぱり。君、職人だよね。手を見れば分かるよ。もう小指に傷も作らないほど靴を作っているというわけだ」

　靴作りに慣れないうちは、縫い糸で小指の皮ひ膚ふを傷つける。松ヤニで強度を増した糸は硬く、力をこめて引くとその部分が擦れて皮膚がずる剝むけ、赤くただれるのだ。

　そういえば昔は軟なん膏こうが手放せなかった、とエデルはすっかり硬くなった指の皮膚を見つめながら思い出した。

「さっき触っただけでも、革の種類について分かったみたいだからね。かなり長いこと、修しゆ業ぎようをしてきただろう。師はおじいさん？」

「そう、です……」

「まさかそいつをうちに入れるっていうんじゃないだろうな」

「もちろん実技試験はするよ。でもアランさんだってこの子、欲しいんじゃないの？　デルタ・アンダーソンにはさんざんフラレたじゃないか！」

「おい、黙だまれ」

　フラレた……？

　エデルが首を傾かしげると、アランはいまいましそうに舌打ちをした。

（まさかおじいちゃん、こんなに大きなお店のお仕事、断ことわったの……？）

　セスは「まだ根に持っている」とからからと笑った。

「先代から代替わりしたばかりのとき、アランさんは君のおじいさんを何度も口く説どいていたんだよ。試し作さく師しにならないかって。カンディナール一の靴店の花形職を断るなんて、驚きだよね」

　試作師とは、サンプル専門の職人のことである。

　試作品作りは相当な技術を持ち、訓くん練れんを積んだ職人しか許ゆるされないもので、事実上その店一の職人に与えられる呼び名だ。靴職人の中で、試作師は憧れの的まとなのである。

　ほとんどの注文客はサンプルを見て仕上がりを想像するため、試作品ほど高い技術力が求められるのだ。

　実際に試作品と同じ靴を、という注文が入ったときはその靴店の職人たちが試作靴をお手本にして製作にあたる。完かん璧ぺきさが求められるのは、それゆえである。

「アンダーソンさんは、若いときにカンディナールで試作専門の独立職人をしていたんだよ。二十年前にこのあたり一いつ帯たいのウィンドウに飾られていた靴はみな、靴底に逆三角の目潰しがしてあってね」

　あ、とエデルは声を漏らした。

　エデルのブーツの裏にも、逆三角の刻印が押してある。

「合あい番ばん、祖父は必ず逆三角のものを使っていました」

　靴作りの制作過か程ていでは、必ず靴底の中央を釘くぎで固定する必要がある。この釘を引き抜いた跡あとが美しくないという理由で、職人たちはそれぞれ自分の目印がわりに靴裏に刻印を押していた。ほとんどの店ではどの職人が作った品かを判別するため、合番の型についてはおおむね寛かん容ようであった。

「それがあるとき突然引退すると言って消えてしまってね。そもそも、サンプルだけの独立フリー職人なんて滅めつ多たにできるもんじゃないんだよ。試作品一足作るのに、どれくらいの苦労を要するか……にもかかわらず街中の靴屋の注文を掛け持ちして、納期はしっかり守るときているんだから。弟で子しもとらずにひとりでもくもくと作っていたみたいだけど」

（それは、想像できる……おじいちゃん、気難しいし）

　お客さんともめたり、ご近所付き合いが悪かったり──何より実の娘、エデルの母親とは険けん悪あくな関係だった。まともに会話していたのは孫娘のエデルくらいである。

　どうやら二十年前も、祖父は相あい変かわらずの性格であったらしい。

「で、ようやくアランさんが君のおじいさんの居場所を突き止めたんだけど、手紙を送っても無視、使者を送っても無視、最終的には自みずからフロンデまで乗り込んでいってサンプルを作ってくれと頼たのんだんだけれど──」

「孫娘と静かな余よ生せいを過ごしたいからという理由で断られた」

「えっ」

「そうか。孫娘とはお前のことだったのか。靴箱のことといい、じいさんのことといい、今ふつふつと怒りがこみあげている」

（封印の箱を壊したのはたしかに私だけれど、おじいちゃんのことは私のせいではないんじゃ──！）

　そう言いたいのをぐっとこらえた。なぜならば、アランの目が血走っており、口答えは危険だと判断したからである。

「まぁまぁ、アランさん落ち着いてよ。アンダーソンさん……いや、エデルさんはおじいさんから技術を受け継いでいるんだからさ！」

「えっ、で、でも」

「エデルさんだって、赤い靴のそばにいたいんだよね？　でも君はあの靴が危険だということをきちんと理解している。だからこそ困っている。そうだよね？」

「そ、そうです……」

「アランさん、彼女今肯こう定ていした？」

「俺じゃなくて本人にもう一度聞いてくれ！　聞こえなかったなら！」

　セスは咳せき払ばらいをした。

「肯定した？」

「しました」

「スマシタ。うん、しましたね、うん。よし」

　エデルは困こん惑わくした表情で、ひとりうなずいているセスを見る。

「エデルさんとアランさん、両方が納なつ得とくする道は、ふたりが赤い靴を見張るということだけなんだよね。それにうちの店は慢まん性せい的てきな人手不足で、君が見た通り、さらにひとり抜けてしまったというわけだ。魔術師の靴は僕の専門外だから、前半の話はぶっちゃけ結けつ構こうどうでもよかったんだけど」

「おい」

「デルタさんが亡くなったということは、修繕屋さんは閉めてきているんだろう？　お、今うなずいたよね。うん、じゃあ君は、堂々と言えたことじゃないけど、職なしってことだよね！」

　痛いところをつかれて、エデルはぐさりと傷ついた。

　実際祖父の修繕屋はもうないも同然であり、エデルには身を立てるすべがなかった。

　食べていくためには職を手に入れなければならない。幸い祖父は自分に、靴作りを教えてくれた。

　だが、ガラスドームのような大きな店で働きたいとは微塵も思っていなかった。

　実際に店の様子を見て思ったことだが、ここはかなり客数が多く、じっくりと話し合って靴を作るやり方をとっているようだ。人見知りでしゃべるのが下へ手たでいつもうつむきがちな自分には荷が重い。ましてや上流階級のお客さまを相手にできるとは思えない。

　こういった店では技術と同じくらい、もしかするとそれ以上に、細やかなもてなしが求められるのである。

　特にオーダーメイドとなると、その傾けい向こうが顕けん著ちよに表れる。

　カンディナールには出来合いの靴を売る小さな靴店も多くある。エデルはできればそういったお店のすみっこに置いてもらえないかと思っていたのだ……。

「ここで働くっていうのは、いい考えだと思うよ。さしあたって、カンディナールで赤い靴を見張るといっても宿と食費が必要でしょう。君が大金持ちなら気にしなくていいとは思うけれど」

「き、気にします」

「そうだよね。僕も同じ立場なら気にするよ。朝のパンは我が慢まんした方がいいか、風呂は三日に一度にしようか、とかね。でもなんと、うちで働けば──？」

　続きをお願いしますとばかりに視線を向けられて、アランは嫌いや々いやながらに答えた。

「寮りよう完かん備びでまかないつきだ」

「ほ、本当ですか……」

　エデルは思わず両手を組んで目をうるませてしまった。

　食事と宿が保証されるだなんて、夢のような展てん開かいである。

「で、でも、私はその、見てお分かりとは思うんですが」

「あ、ローズミストの髪？　たしかに珍しいけど、別に髪色の規定はないよ。背が低くたってさすがにカウンターから顔くらいは出るでしょう」

「そ、そうではなく……私はなんというか、人と……」

「そもそも、彼女に接客業は無理だろう」

　他人に言われると、改めて落ち込む……。

　エデルはアランたちと目を合わせていられずに、テーブルの木目に視線を落とした。

「そんなにもたもたしゃべられたら、たいていの客はしびれを切らす」

「あはは、アランさんこそしびれ切らしてるよ」

「殴なぐるぞ」

　セスは急にまじめな顔つきになって、背を正した。

「もしエデルさんが即戦力になる技術を持っていたとしたら、僕は採用するべきだと思っている。接客は結局経験がものをいうことだし、これからいくらでも成長できるでしょう。その成長を導く好機を、アランさんに逃してもらいたくないんですよね……」

　アランはいかにも気まずそうな顔をした。たたみかけるように、セスは続ける。

「僕は──この人手不足の原因を作った先ほどの事件に関してだけれど、この店の職人を代表して言わせてもらうと、ひとりの犠ぎ牲せいを無駄にしてほしくないんですよね。もちろんどんな職人を揃えるかはオーナーの一存で構わないと思うけれど、その結果として起こったことは今後のために忘れないでいてもらいたいんです。僕たちはアランさんを信じてついてきているから、アランさんにも僕たちと一緒に学んでもらいたい。上に立つ者がどうあるべきか、僕たちをどう導くべきかを」

「む……」

　アランは黙って、もうエデルに採用試験を課すことを反対しなかった。

　が、エデルはかたかたと震えていた。

（そうだ、今さっきアランさまは職人を解雇していたんだ……。しかもかなりぶつかりあってたし……。ああ、これから試験とか言っているけど不安しかない……！）

「あ、あの私やっぱり」

　セスはがっしりとエデルの両手を握りしめる。

「大丈夫エデルさん。アランさんは一見気が短いように見えるけど、まぁ実際短いけど、面倒見のいいオーナーなんだ。さあ試験を始めよう、今すぐに！」

「ひいぃぃ……」

　押しきられると断れない性格のエデルは、工房に強制連行されていた。
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　エデル・アンダーソン。十六歳。女性。技術面……底そこ付づけ・甲こう革かわ作成共ともに問題なし。男性靴ぐつ女性靴関係なく器用に縫つくろうことが可能。ただし平均より時間を要する。

　セスの試験評価表に優ゆうの文字をいただいたエデルは、見事大型靴店ガラスドームの新米職人としての身分を手に入れた。

（お、思ってもみないことになってしまった……どうしよう、お店の中で派は閥ばつ争あらそいに巻き込まれたりとか……新人の洗せん礼れいという名のいじめとか……松ヤニをぶっかけられたり、縫ぬった靴糸を端はしから切られたり、道具を壊こわされたりするんじゃ……！　お、お母さんも初舞台の前には衣い装しようを切られたり化け粧しよう道具隠かくされたりしたことあるって言ってたし……）

　普通の職人ならば晴れがましい気分でたどる初出勤の道のりも、エデルはまるで処しよ刑けい台だいに向かう死し刑けい囚しゆうのような足取りで、悪い想像ばかりをかきたてては頭痛を起こしていた。

　何かあるたびに最悪の展てん開かいを考えてしまうエデルの悪あく癖へきは、本日も健在である。

　松ヤニをかけられたら、着替えを急いで買いに行かなくてはならないが、近くに洋服店がなかった場合についてあれこれ考えているうちに、エデルはいつの間にか職場に到着していた。

「えっと、裏口から、裏口から……」

　ここまでくれば腹をくくるしかない。

　何より、ここには母の遺い品ひんがある。置いて逃にげるわけにはいかない。

　覚かく悟ごを決めて従業員用の扉とびらを開けると、すでにセスをはじめとする数人の男性たちが制服姿で並び立っていた。セスがエデルに気がついて、ぶんぶんと手をふる。

「あ、エデル。ごめんね、朝礼があるの伝え忘れてた！　もう始まる！」

「えっえっえ」

　もたもたしているエデルの手を引いて、セスは工こう房ぼうの中央に進み出た。

「ちゅうもーく！」

（しないでお願い──！　まだ心の準備が）

　好こう奇きの目線にさらされて、エデルの心臓はドッドッと音を立てている。

「こちらは、今日から一いつ緒しよに働はたらくことになったエデル・アンダーソンさんです。はい、みんな自じ己こ紹しよう介かいの時間はひとり一分ね！　では新人さんからどうぞ」

　エデルは目を泳がせながら、どうにか自分の置かれている状じよう況きようを理解しようとつとめた。

（じ、自己紹介って、何を言えば）

　昔、町の学校でそんな経験もしたような気がするが……改あらためて職場の自己紹介で何を言えばいいのかを考えると、まるで自分というものがすべて抜け落ちてしまったかのように、何も言葉が見つからないのである。

（ちゃんと昨日きのうの夜に、考えておけばよかった。自己紹介、あるに決まっているのに……）

　セスがみかねて、助け船を出した。

「エデル。年ねん齢れいと得意なものと、そうだな、職人としての目もく標ひようを言ってみようか。これ全員ね！　先せん輩ぱいたちも年齢と役割と目標！」

　店側の扉が開いて、手袋をはめながらアランが入ってきた。

　どうやらオーナーも朝礼には参加するらしい。彼の温度のない青あお紫むらさきの瞳ひとみで見られると、ますます言葉が出づらくなってしまう。

　早くも手のひらにじっとりと汗をかいており、エデルはぎゅっと目をつむってから、口をぱくぱくし始めた。

「エ、エデル……アンダーソン、です。十六歳です。得意なものというか、できることは、靴を作ることしかありません……」

　この時点でエデルはさらに取り乱みだしていた。

（そもそも……ここにいるのは靴を作れる人ばかりじゃない……それを得意とかできるとか言って実際私の腕うでが全然たいしたことなかったらみなさんの反感を買うのでは……）

「あ、やっぱり得意なものは……えっと、床ゆか板いたの隙すき間まに入った釘くぎを取り除くこと、です」

　しどろもどろになりながらそう答えると、どこからか温かい笑い声が漏もれた。

　場の雰ふん囲い気きがなごみ、エデルはほっと胸むねを撫なでおろす。

「職人としての目標は？」

　アランは手帳に目を落としながら、エデルに続きをうながした。

「……もく、ひょう」

「うちは職人の独立を歓かん迎げいしている。ここで長らく働はたらいてくれるにこしたことはないが、現状で満足するようでは腕が鈍にぶる。なので定期的に職人たちに目指す場所を確認している。自分の店を持つでもいいし、試し作さく師しを目指す、王族に召めし上げられる、デザインのみを鍛きたえる……人それぞれだ。できるだけその目標に近づけられるように、役割を振り分けている。配属の参考にするから好きに言ってみろ」

　かつて、いっとう大切な、譲ゆずれない目標がエデルにもあった。

　彼女が職人を目指した理由である。

　その夢のためなら、同じ作業の繰り返しも、どんどん硬かたく不ぶ格かつ好こうに荒れてゆく手の痛いたみも、苦にならないほどにひたむきになれた。

　絶対的な光が胸を刺さし貫つらぬき、エデルを導みちびいてきた。

　けれど光は細くかすみ、今は暗くら闇やみの中をあてもなく歩いている気がする。

「……すみません。今は、何も……」

　アランは片かた眉まゆをつりあげた。

（きっと、あきれられたな……でも……）

　エデルがスカートのポケットをくしゃりと握にぎり潰つぶすと、セスはまぁまぁと声をあげた。

「いきなりこんなところで目標とか言っても緊きん張ちようするでしょ。またおいおい聞かせてよ。さぁ、じゃあ次は先輩たちの自己紹介ね！　今日は全員いないんだけど、まぁそろっている方かな」

　エデルは改めて顔ぶれを確認する。

　目の前には、白いシャツにエプロンをつけている男性たちがいる。セスも同じ身なりをしていることから、彼らが靴を縫う職人であることは間違いないだろう。

　セスがエプロンの色分けを説明する。正規職人はチョコレート色、見習いは濃こい青だ。

　エデルが見るに青いエプロンの数が上回って見えた。職人不足と言っていたが、彼らの成長を待つ間の一時的なもののようだ。

「はい、では年長者から」

　セスの言葉に、正規職人のエプロンをつけた年かさの男性が前へ進み出た。ゆるく垂たらした髪をひとつに結んで、無ぶ精しようひげが生はえている。一見だらしのない格好に見えるのだが、思し慮りよ深ぶかいグレーの瞳と、シャツの上からでも分かる引きしまった体をしていて、セスとは別の意味でご婦人に好かれそうないでたちの男だった。

「ジジ・カウディです。歳としはさて、いくつに見えるでしょう」

　エデルはじっとジジを観かん察さつする。アランやセスよりも年上であるのは分かるが、かといって彼らの親世代には見えない。

「役割はサンプル作りと甲革師だけれど、必要があれば底も縫ってる。目標は……もうさんざん工房は渡り歩いたので、引退するまでここで試作師を続けたい」

　今はエデルの祖そ父ふに代わり、この人が店の試作品を作っているのだ。

　ということは、ショーウィンドウに飾かざられていた靴もすべて彼が手がけたものであり、エデルは彼のお手本に従い靴を作ることとなる。

「そして世の女性たちを幸せにするのが、私の最大の目標だ。もちろん、かわいらしいライバルにも負けるつもりはないので、そこのところはどうぞよろしく」

　彼が片目をつむってそう言うと、エデルはたじたじになってしまった。

　まさか店一番の職人と、張り合おうだなんて思っていない。

　ジジが一歩退ひくと同時に、彼のかたわらにいた少年が進み出た。

「ディック・カウディです。エデルと同じ十六歳。さっきのジジはおれの叔お父じです」

　よくよく見れば、こげ茶の髪もグレーの瞳もふたりして同じような色合いをしている。けだるげなジジとは違い、ディックはいかにも活動的な少年という印象だったので、気がつかなかった。

「似てないけど似ているって、よく言われる」

　ジジが笑って付け加えた。ディックはふん、と鼻を鳴らして、

「おれは底付け師やってます。とりあえず目標は甲革も作れるようになって、ひとりで全行程できるようになることかな」

　彼もしっかり腰に茶のエプロンを巻いている。
















（底付けと甲革作りが分かれている……）

　エデルの疑ぎ問もんを察さつしたように、セスが言った。

「そう。うちは分業なんだよね。この方が効こう率りつがいいから」

　底付けとはその名の通り靴底を作る工程のことをいい、甲革作りは靴の表部分……靴底の上にかぶせる部分を作る工程のことをいう。デザインはほぼ甲革に反映されるので、靴の顔とも呼ばれている。

「新人には修しゆ業ぎようもかねてたいてい底を作らせているけど、エデルはどちらもできるから、好きな方を選えらんでいいよ」

「ええー！　じゃあおれ、また底縫いやんの？　新しい子が入ったから上も縫わせてもらえると思ったのに！」

　ディックが不満そうな声をあげたが、アランがぴしゃりといさめた。

「そういう台詞せりふは俺を納なつ得とくさせる甲革を五十点持ってきてから言え」

　ちぇっ、と声を漏もらすと、ディックはすごすご下がった。

　見習いたちが次々と自己紹介を終えると、セスの番がやってきた。

「はい、最後は僕ぼくだね。セスです。基本的にはデザインと、甲革を縫います。あとアランさんと一緒にこのお店のとりまとめもしています。目標は僕より年上のご婦人の靴専門店をオープンさせることです」

（なぜ……年上の女性限定なのだろう……）

　全員がセスから目を逸そらし、誰も彼の目標に触ふれなかった。

　自己紹介が終わりに近づいたころから、エデルもそれぞれの役割を頭に入れることができていた。店内清せい掃そうや受付業務などの雑事は見習いたちが順に行い、正規職人は靴作りに集中しているようだ。

（お、思ったよりもみんな優しそうだし……大丈夫そうな職場なのかな）

　自己紹介を終え、ほっと息をつくのもつかの間、セスが出し抜けに大声をあげた。

「はい、従業員心こころ得え斉せい───唱しよう────!!」

「はいっ」

　職人たちが背を正す。

　エデルが目を白黒させているうちに、みなが腹の底から声をあげた。

「ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を！」

「ふたつ、道を外はずせば大声で叫さけべ！」

「みっつ、道の向こうから迎むかえを待て！」

（……!?　山登りの掟おきて……？）

　セスは笑顔で告つげる。

「あ、うち意外と体育会系なんでよろしく。声小さい子は先輩たちの道具磨みがきね」

　エデルは怯おびえた瞳にセスをうつしながら、ゆっくりとうなずいた。
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　真しん紅くの靴は妖あやしく輝かがやき、その魔ま力りよくに誘さそわれる女性を待っているようだ。

　アランはしっかりと鍵かぎをかけた金庫からまがまがしい気け配はいを感じ取り、軽くため息をついた。

　ガラスドームの執しつ務む室しつで彼は書類仕事に勤いそしんでいたが、赤い靴のおかげでこうして集中力が途切れることがある。

　つくづく、靴くつ箱ばこが壊れてしまったことが悔くやまれる。

　靴箱館に置いている特別性の靴箱は、番号通りの靴を入れることではじめて効力を示す。靴の性質に合った魔術をかけることでより拘こう束そく力りよくを強めた封ふう印いん術じゆつだったが、箱が壊れてしまっては意味がない。あれだけ箱があっても、別の箱で封印することは不ふ可か能のうである。

　そもそも、箱が壊れること自体ありえないことだったのだが……。

　ディセント家の記き録ろくでは今まで一度も箱の封印具が破は損そんした記述などないし、床に落としたくらいの衝しよう撃げきではびくともしないということは経験上分かっている。あのガラス細ざい工くはただの装そう飾しよく品ひんではなく、魔術をほどこして作り上げた強固な防護力そのものなのだ。

　ならばあの夜、『ありえないことが起こる』条じよう件けんがあったということになる。

　何かおかしなことがあったとすれば、あの少女がその場にいたということくらい。

　先ほど、エデル・アンダーソンがアランの執務室をたずね、控ひかえめにではあったが赤い靴を見せてほしいと要求してきた。

　今のところ、彼女は謝しや礼れい金きんを受け取っていない。未いまだに赤い靴の持ち主はエデルだということになる。アランは気が進まなかったが、金庫を開けて靴を見せてやった。

　まだ彼女が働き始めてほんの数日だが、不ふ思し議ぎなことがいくつもある。

　ひとつは、彼女が赤い靴をあれほど求めていながらも、魔力の誘ゆう惑わくをはねのけている点である。

　赤い靴は動き回り、おそらくエデルに自分を履はくようにと訴うつたえてきたに違いない。けれど彼女は靴をアランのもとへ持ってきた……。

（それに、赤い靴に対するあの様よう子す……）

　うつむき、つらい思い出に自みずから爪つめをたてるような、悲痛な表情をしていた。

　あの赤い靴は母の遺品と言っていた。母親はあの靴を履いて、帰らぬ人となったのかもしれない。

　アランは目を閉じ、とん、と机を爪で叩たたく。

　もうひとつ気になっていたのは、才能と比例しない、彼女の卑ひ屈くつなまでの気弱さである。

　技術試験でアランを驚おどろかせたのは、十六歳の少女にしては異例なほどの腕の良さだ。

　いくら伝説の職人が師しであったとはいえ、技術を会え得とくするにはそれなりの時間が必要だ。相当な苦く労ろうをしてきたに違いない。通常ならば底付けを一人前にできるようになるまでに、大の男でも三年の修業期間を要する。甲革師となるにはさらに四年、合計七年の修業でようやく店に出して恥はずかしくない職人となるのだ。底付けすら満足にできないまま、厳きびしい修業を途中で投げ出す見習いは数えきれないほどいる。

　作業は遅おそいが丁てい寧ねいだ。祖父の修しゆう繕ぜん屋やを手伝っていただけあって、革に合わせて縫い方を変える器用さも持ち合わせている。まだジジほどではないだろうが、うまく育てれば試作師向きの有望な職人になりそうだ。

（あの歳であそこまでできるのなら、もう少しうぬぼれてもよさそうなものだが）

　祖父のデルタについてそれとなくたずねてみれば、回答は「尊そん敬けいしている」だった。薄茶の瞳は暖かな光を宿やどしていて、厳しい師し匠しようとの関係はおおむね良好だったのではないかと推すい測そくする。

（そういえば、父親はどうしたんだ。母は亡なくなったと言っていたが）

　アランはエデルの横顔を思い浮うかべる。

　本当に彼女のことは、よく分からない。

　まぁ、女といえばみんなそういうものだが──すぐ泣なくし、感情的になるし、弱いかと思えばしたたかだったりして、女性は読めない生き物である。

　しかしそれと経営とは別のことだ。靴店の利用客のほとんどが女性であるし、能力のある職人を性別で差別するべきではない。

　そういうわけで、エデルの採用を認めたのだが──。

　セスから耳に痛い言葉をもらったが、オーナーは職人を守り導いていかねばならない。それが経営者の仕事であり、責せき任にんでもある。赤い靴のことでもめはしたが、エデルがこの店の職人である以上、自分は彼女の保護者なのだ……。

　アランは頭を抱かかえた。

　これ以上職人が辞やめるようなことがあれば、店の雰囲気は悪くなるだろう。

　それぞれの仕事量が増え、職人たちに余裕がなくなればぎすぎすした空気が生まれる。それはおのずと利用客に伝わり、客足が遠のいてゆく。

（それは絶対に避さけるべきだ。新人にふさわしい環境を整ととのえなければ、俺の経営能力が低いとみなされる）

　やってきたばかりのエデルに手を差し伸のべ、自信の満みち溢あふれる職人になるまで育てなくてはならない。

　職人という種類の人間は、扱あつかいが非常に難むずかしい。

　うまく手た綱づなを握るのがオーナーの仕事だというのに、結けつ局きよくアランはエデルの前任者と仲たがいをしてしまった。

（見習いたちはまだ仕事をさせるには未熟。仕し方かたなく彼女を雇やとうことにしたが）

　同じ靴作りをする仕事とはいえ、場所が違えば感覚も違う。まっさらな新人よりもよそで修業した職人の方が馴な染じみにくく、ほかの職人たちとの間で溝みぞを作ってしまう可能性があった。

　しかし、メリットもある。

　よそで経験を積んだ職人が入ることで、新しい技術を吸収できるのだ。

　靴職人が生しよう涯がい同じ師のもとで働くということは、ほとんどない。さまざまな工房を渡り歩いて修業を積みやがて独ひとり立だちしていくものだ。この業界では師の技わざを『盗ぬすんで』一人前であり、教える側も出し惜おしみはしない。自らもそうやって他人の技を盗んできたからである。

　雇う側はその経験に大きな期待をする。リスクはあるが、大きく得るものもある。これが経験者採用というものだ。

　アランは頰ほお杖づえをついて考えた。

（エデルは、デルタ・アンダーソンから受け継いだ技術をガラスドームにもたらしてくれるかもしれない）

　それに、エデル自身もここで学べることが数多くある。導き方さえ間違えなければ、双方に大きな利を生むことになるはずだ。

　エデルは靴を作るとき、どこか表情に影かげがさしている。最初は新しい環境に緊張しているのかと思ったが、しばらく彼女の様子を見ていても、その影が消える気配がない。

（これはあまり、よくない傾けい向こうだな）

　まずはガラスドームの仕事を順に経験させ、彼女と相あい性しようがいいものを選別した方がいいかもしれない。

　通常、作業は分業制だが、仕事の全体像が分かった方がエデルも仕事がしやすいだろう。

「とりあえず、研修計画表でも作るか」

　アランはペンをとり、さらさらと文字を連ね始めた。
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　靴を買った翌日に雨が降ると恋が叶かなう。

　エデルはそのジンクスを聞いたとき、思わず微笑ほほえんだ。

「あの……かわいらしい言いい伝つたえですね」

　ガラスドームの一員となって、十四日目のことである。

　作業が落ち着いてくると、工房ではぽつぽつと世間話が始まる。たいていは、お客さまのことである。

　ジンクスの話を始めたのはセスで、彼は靴裏をやすりで整えている最中だった。

　この日、セスは珍めずらしく底付け作業を行っていた。

　靴の甲部分と中底の間には、つなげるときに段差ができる。この段差を詰つめ物で埋うめ、全体を整える作業をしているのだ。

　慣なれていない職人だと段差を埋めるのに一苦労だが、セスはいともたやすくそれをやってのけ、上じよう機き嫌げんで木やすりを動かしている。

　セスは普段甲の部分を作る担当だが、エデルの監かん督とくもかねてこうして作業を手伝っていた。

「雨のジンクスって、カンディナールでは有名なんですか？」

「そうだね。実は今も言い伝えを信じて月に何足も靴を作りに来る女の子がいるんだけど、たいてい注ちゆう文もんのときも受け渡しのときも、翌日は絶対快かい晴せいで。ここ半年はずっと外してるんじゃないかな。途中に雨期もあったのに見事に空から振ぶり」

「そ、それは……えっと……」

　なんというか、運がない。

「うちとしては助かるけどね、たくさん注文してもらえるから」

　セスはよくこうしてエデルにとりとめのない話題をふってくれる。

　作業初日にもくもくと靴を縫い続け、終業時刻まで誰だれとも口をきかなかった……ということがあってから、彼は気を遣つかってくれているのだった。

　祖父はエデルに負けず口べただったし、靴を作っているときは黙だまって作業するのがお互い暗あん黙もくのルールとなっていた。

　だが、ガラスドームではそうもいかない。分業になっているため、お互いの意い志し疎そ通つうができていないと結果的に作業を失敗することになる。

　実際、作業は驚くほどに細分化されていた。セスかジジが甲革を作ることになっているが、模も様ようや装飾によっては、その作業が得意な方が役割を交代することもある。ディックがすべての靴底を作成しているかと思いきや、見習いにつなぎ目だけを縫わせることもある。縫チいヤ糸ンを松ヤニで煮に詰つめるのと、よく使用するひもやリボンの在庫を確認すること、これはもっぱら見習いの仕事である。

　エデルは靴店での自分の役割をまだ決めかねていて、結果底付けと甲革作成を半々の工程でお手伝いすることとなった。

　職人によって指示の仕方が違うので、エデルは最初のうち、かなり惑まどわされてしまった。

　相手の言うことをうまく飲み込めずに、同じ型を倍作ってしまったり、ヒールの太さを間ま違ちがえたり……。

　てっきりひどく怒おこられるかと思い気を失うしないかけたが、セスに「これくらいみんなやる」と笑われてしまった。

（気をつけなくちゃ。道具や素材は無む駄だにしちゃいけない）

　ひとりで作っていたならば、こんな間違いは起こらない。けれど……。

（なんだか……いいな。一緒に、ひとつのものを作るのって……）

　エデルはかかとの部分にやすりをかけ終えて、木製のヒールを目の高さまで持ち上げてみる。このままだと寂さびしい印象だが、あとでジジがレモンイエローに彩色し南国の花模様を描くのだ。

　注文主ぬしの公こう爵しやく夫ふ人じんは海うみ沿ぞいの別荘で過ごす靴をご所しよ望もうだ。散歩をしたときに砂すなが入りづらいよう、かかとは高めのものを選ぶ。ヒールのとりつけには、まず靴本体のかかと部分の底面を完全に平たいらにしてしまわなくてはならない。

　ヒールセットというハンドル式の道具を使い、圧力をかける作業だ。力がいるので苦労する。エデルはこの作業が比ひ較かく的てき苦にが手てだった。

「やろうか？」

　ジジが静かに申し出てきた。

「でも、これもちゃんとできるようにならないと……」

　エデルはハンドル部分を思い切り握り込んだ。

　まだ中止めの釘は打たれたままなので、靴が型かた崩くずれすることはない。

　無事に圧力をかけ終えると、エデルは用心深く道具を外し成果をながめる。

　ジジはもう片方の靴を手にとり、素早くヒールセットを使った。無駄がない。あたりをとった位置を何度も確認し、最初の加圧までに時間をかけたエデルとは大違いだ。

「すごい……」

「ヒールセットに迷いは不要。素早く無駄なく、そして遠えん慮りよもいらない。手とり足とり教えてあげよう」

「あ、あの……」

　下を向いていたエデルの下した顎あごをつかんでジジがささやく。

「ほら、もう一足ある。力の入れ方を教えてあげるからこっちに来てごらん」

（何これ……近いよ怖こわいよ……おじいちゃんは教えるときも、もっと普通の距きよ離りで……あれ、ふ、普通ってなんだっけ）

　ちらりとセスを見て助けを求めるが、彼はにこにこしているだけだ。

「ここから十分、み、見れますので」

「なんなら私の膝ひざの上もあいてるけど？」

　ジジがあきらかにからかいをこめているのが分かり、エデルはどう反応するべきか分からなくなった。

「その、膝の上はなんというか、いささか」

「近い」

　アランが吐はき捨すてるように言いながら、工房へ入ってきた。

「ジジ。底付けはお前の甥おいにやらせろ。べたべた女に触さわって質を落としたらどうなるか分かってるな」

「こんなのべたべたのうちにも入らないだろ」

　ジジはそう言っておどけてみせた。

「セス。お前も見てたなら止めろ。それにディックはどうしたんだ」

「いや、エデルがどう反応するのか見てみようかなと思って。ちなみにディックはサーカスの巡じゆん業ぎようがきているから休みとって見に行きますと馬ば鹿か正しよう直じきに連絡してきました」

　お祭りごとが大好きなディックは昨晩このサーカスをどれだけ楽しみにしていたかをエデルに熱く語っていたのだった。

「ちっ、どいつもこいつも。エデル、お前はこっちだ」

　アランはエデルを連れて、店と工房をつなぐ廊ろう下かまでやってきた。

　ここは従業員が使う通路で、来客の目に触れるところではない。そのためか道具や私し物ぶつが散さん乱らんしている。アランは「掃そう除じをしろと何度も言っているんだがな」とひとりごちた。

　見習い職人たちが定期的に清掃をしているのだが、少し時間を置くとあっという間に乱雑な空間となってしまうようだ。

　使わなくなった靴型や竹べら、こくり棒などのこまごました道具類が物置代わりに置いてある。空あき箱ばこに無む造ぞう作さに入れられているので、使い古され処しよ分ぶんを待っているのかもしれない。普通、職人は道具をおろそかにしない。

　洗せん濯たくに出さずに放置しているエプロンの持ち主は、ディックなのではないかと思う。なんとなく……。

　ひと気のない場所へ落ち着くと、アランはエデルの姿をまじまじと見る。

「……そんな制服だったか？」

　襟えり元もとにレースを飾ったクリーム色のブラウスに、腰に巻いたチョコレート色のストライプエプロンには波型にピンキングされたフリルがついている。スカートはふくらみのあるシンプルなモスグリーン。足元は室内用靴で、サテン地の編み上げ靴を履いていた。

「あ、あの最初にいただいたのは、無地のブラウスとスカートと、普通のエプロンだったんですが」

　エデルはしどろもどろになりながら答える。

　着替える前に先輩職人たちに制服を一式奪うばわれたのだ。

　ジジが「これじゃせっかく女の子が入ったのにかわいくない」と言うと、調子に乗ったほかふたりが余あまったフリルやレースを使いだし、最終的に靴にまでレースアップ用のリボンをつけてしまった。

　セスがせっかくだから襟元にダークグリーンの硝子ブローチを飾ろうと提案したときは、エデルは怯えてカーテンの陰かげに隠れてしまったのだ。

（お店の制服を改造するなんて、ふ、不良だよ……！）

　でも先輩たちが親切心でやってくれたことを、ここで告げ口するのも気がとがめる。

　エデルが思い悩なやんで口をもごもごさせていると、アランはまあいい、と言ってため息をついた。

「ちょうどよかった。それならこのまま店に出してもよさそうだ」

「店に……？」

「喜べ。お前に接客をさせてやる」

　──しばしの沈ちん黙もく。

「おいっ、どこに隠れた!?」

（接客なんて……ああ、とうとうこのときがきてしまった……！）

　隠れたのではなく、動機が激しくなってしゃがみ込んだだけだったのだが、アランにはエデルが突然消えたように見えたらしい。

「む、む、無理です……ほかのお仕事ならなんでもやりますが接客だけは……」

　修繕屋を手伝っていたときも利用客とのやりとりはあった。けれど靴の受け取りや引き渡し等のごく簡単なもので、ほとんどの客は店に長居することもなかったのだ。

　アランはエデルのブラウスの襟をつかんでにらみつける。

「無理も何もない。いつまで経たっても目標を決められない新人には店中の仕事をくまなくやらせて適正をたしかめるという、すばらしい研修計画を俺が作った。お前には今回、異例だが注文の全工程を任まかせてやる」

「け、研修計画……いつの間に……」

「セスの言う通り、俺も経営者としてはまだまだだからな。いろいろと調べたんだ。世の優良な事業には、軍隊なみに働く人材が揃そろっているらしい。どんな腑ふ抜ぬけでもそこで働き始めれば立りつ派ぱな労働戦士のできあがりだ……鍛えてやるから覚悟しろ」

　アランの目がぎらりと光る。

（そんなあぁ）

　馬車馬のごとき働きを期待しているぞと続けられて、エデルはそれこそ馬のように、口から泡あわを噴ふきそうになった。




「お待たせいたしました。新しい職人をお連れしました」

　アランがそう言って扉を叩くとき、エデルはあらゆる緊張を通り越していた。

（どうしよう……ドアの前でおじぎをするのか……部屋に入ってからおじぎをするのか……もうだめ分からない……）

　いつまでもそんなことに思考をめぐらせていると、アランに背中を押される。エデルはよろめきながらも客室へ足を踏ふみ入れた。

　扉の向こうには、赤毛の少女がいた。

　ゆるくカールさせた髪を背中に垂らし、大人おとなびて見せているが年の頃はエデルと変わらないだろう。デイドレスは落ち着いた若草色で、黒玉のボタンと同色のボビン・レースで装飾している。
















　エデルは職業柄がら、ごく自然に少女の足元を見た。ガラスドームが発信する流りゆう行こう色しよく、緑のひも靴バルモラルであった。パンプス型で、ダークグリーンのレースでひもを結ぶ。靴ひもは丸ひもや平ひもなどを使用することが一般的だが、ドレスの装飾に用いるようなレースの使用は珍しい。靴ひもの装飾レースは強度が弱く、あまりこの店では使いたがらないのだが。

　何より驚いたのは、甲の先端部分に使われた飾り革である。

（ワニ……じゃなくて、たぶんこれトカゲ……はじめて見た）

　貴重な素材なので、それなりに値をはったはずである。ヒールは太めのコーンヒールで、漆しつ黒こくに塗ぬられていた。一足の靴に、ずいぶんといろいろな特とく徴ちようを入れ込んだものだ。

　前に担当した職人──アランと喧けん嘩か別れしたあの職人だ──は独特のデザインを好み提案したというが、これもその一いつ端たんかもしれない。

「うちのお得意さまだ。それに材料を卸おろしてくれる取引先のご令れい嬢じようでもある。失礼のないようにな」

　アランがぼそりと耳元でささやく。

　靴に気をとられている場合ではない。

　緊張に重圧を上乗せされて、エデルは立っているのもやっとだ。

「あ、あ、あの、私はエデ……」

「ごきげんよう。カーレン・ディナセルクです。あなたがわたしの新しい職人さん？」

「そ、それは」

「まだ決定というわけではないですが、今日は顔合わせということで」

　カーレンはアランの方を見てうっとりと目を細めてから、エデルを品定めするように上から下までながめた。

　今日、彼女は以前注文した靴の受け取りにやってきていた。せっかくご来店いただいたので新しい職人を紹介し、エデルとカーレン、両者の感触をたしかめようという試こころみだ。

「そう。ガラスドームでは、女性も雇うのね」

「必要に応じて」

「すばらしいわ。わたし、女性の職人にははじめてお会いしました」

　すばらしいと言いながら、カーレンはエデルの名前を聞こうとはしない。

「それにしてもアランさま、お久しぶりですね。わたし、今日の日を楽しみにしていました」

「そうですか。履き心地ごこちはいかがでしたか？　一度セスに手直しさせたのですが」

「ええ、まったく問題ありません！　ディナー・ドレスに合わせて靴を新調したんです。それで、パパがぜひアランさまと食事でもと……今度我わが家やの晩ばん餐さんに、いらっしゃいません？　靴とドレスも見ていただきたいわ。わたし、これを履いてお友達と劇場やお茶会へ行くつもりなんです。いい宣せん伝でんになりますから、その前に一度……」

「素敵なお誘いですが、生あい憎にくたてこんでおりまして」

　胸をそらすようにしてカーレンはアランに近づくが、彼はさりげなく一歩引いた。

　アランの声が心なしか上ずっているような気がする。

　エデルはふたりのやりとりを、目を泳がせながら見ていた……。

（私ここにいていいのかな……。どうしよう、お話に入った方がいいのかな……。でも邪じや魔ましたら悪いかもしれないし）

　エデルの心中を察したのか、アランがきっぱりと言った。

「肝かん心じんの名前を紹介しそこねましたが、彼女はエデル・アンダーソンです」

　カーレンは今しがたエデルの存在を思い出したかのように、まばたきをしてみせた。

「アランさま、パパがお仕事の話をしたいって言っていたわ。待合室に案内してもらっているのだけれど、そちらに行ってくださらないかしら。わたし、エデルさんとここでお話ししながら待っているわ」

　アランは迷ったようにエデルをちらりと見る。

　眉み間けんに寄せられた皺しわから、エデルを残していくのは気がかりだ、という感情がありありと分かる。

　しかし客を待たせるわけにもいかないのだろう。彼はごく小さな息をつくと、「セスを来させるから」とささやいて出て行ってしまった。

　エデルはこくりと唾つばを吞む。

（と、とにかく場をつながなくては）

「あ、あああ、あのっ」

「いつまでぼけっと突っ立っているのよ。おじぎもしないで礼れい儀ぎを知らない子ね」

　エデルはぽかんと口を開けてしまった。

　そういえば、扉の内でも外でも、おじぎをするのを忘れていた。

「いい？　わたしには時間がないの。春の舞ぶ踏とう会かいまでにもうひと月しかない。せいぜいその間に靴は作れて三足が限げん界かいでしょう？　もちろん、お金の問題じゃなくて時間の問題よ。ここは予約をとるのが難しいから」

「は、はあ……」

　それだけ作れば十分なのではないかと思う。靴はたくさんあっても、一度に履けるのは一足だけだ。

「わたしは一世一代の賭かけにでているのよ。舞踏会までに、自分で結婚相手を決めなくちゃ、海の向こうの顔も知らない男と結婚するはめになるんだから。パパが決めた人だけど……。カンディナールが気に入ってるのに、外国に行くなんて嫌いやよ」

「え、ええ」

「でも外国暮ぐらしが嫌だからって、適当な男で妥だ協きようじゃだめなの。顔がよくて、お金持ちで、ちょっと秘密めいた雰囲気があって、そうね。できれば背は高い方がいいわ。わたしヒールの高い靴が好きだから。結婚してもずっと夢中でいられる人でなくちゃ」

　お客さまの情報で気になることがあったら、会話をしながら記録をとってもいいことになっている。それが注文に生かせることなら……。

（カーレンさまとお話しするのははじめてだから、どんなことでも記録しておこう）

　エデルはさらさらとペンを走らせた。

『顔がよくてお金持ちで秘密めいた男性が理想。※できればヒール靴のつりあいのため長身の方』

「ちょっと！　何書いてるの！　あなた、わたしのことをバカにしてるの!?」

「め、滅めつ相そうもありません」

　カーレンはエデルのメモ用紙をやぶりとると、びりびりにしてゴミ箱に突っ込んだ。

　エデルは涙目になる。

「ふん。あなたみたいな子がアランさまのそばに四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいるなんて、虫ずが走るわ。なのにわたしは、何度来ても雨が降らないし」

　靴を買った次の日に雨が降ると恋が叶う。

　あ、とエデルは思った。そしてつい口に出してしまった。

「カーレンさまだったのですね。ずっと雨を待っている女の子って……」

　そのジンクス、素敵ですね。

　そう続ける前にカーレンの顔がみるみる赤くなった。

「何度失礼を働けば気が済むのかしら！　わたし、あなたなんかに靴を作ってもらいたくない！　出て行ってよ！」

　朱しゆ色いろのクッションをエデルに思い切りぶつけ、カーレンはかんしゃくを起こし始めた。

　どうやらこのジンクスの話は、カーレンにとって禁きん句くだったらしい。

「ご、ごめんなさいカーレンさま。い、痛いっ」

　ふたつめのクッションが顔にあたり、エデルは必ひつ死しで頭をかばった。

　がしゃん、と派は手でな音がして、エデルは思わず振り返る。

　扉の前には、驚きに緑の瞳を丸めたセスが立っている。

　運悪く、彼が替えの飲み物を持ってエデルの応おう援えんにかけつけてしまったのだ。

　トレーの上に乗せた紅茶とクッキーがなぎ倒され、セスのエプロンにしみを作っていた。

「熱ぅ!!」

　カーレンの投げた三つめのクッションが、扉の下にぽとりと落ちる。

「セスさん！　大丈夫ですか!?」

　エデルは蒼そう白はくになった。火傷やけどをしていたら大変だ。

「わたしは悪くないわ。全部その子のせいよ!!」

　カーレンはしぼり出すようにそう言うと、客室を出て行った。

「私、冷ひやすものを……あ、カーレンさまもあのままじゃ」

「いいよ、僕はたいしたことないし。彼女も階下にいる父親のところに行くだろうから、アランさんがどうにかするさ。まったく若い女の子は落ち着きがなくて困こまるね……これが妙みよう齢れいの美女ならお詫わびにいろいろ期待できたのに……」

　ぶつぶつ言いながら彼は紅茶びたしになったエプロンを外した。

　エデルは自分のエプロンのポケットから手巾ハンカチを取り出して、セスに差し出す。

「あの……私、やっぱり接客だめだったみたいで……」

「うーん、そうみたいだねえ」

　セスは言いながら手巾で腕をぬぐった。

　エデルはしゃがんで下を向く。

　割れたカップの破は片へんを見て、胸がせつなくなる。

「お得意さまなのに、怒らせてしまって……本当にすみませんでした……」

「何があったのか聞かせてくれる？　カーレンさまが怒った原因はなんだったのかな」

「全部私が悪いんです。私が、ちゃんとできなかったから」

「エデル」

　セスは厳しい口調になった。

「僕はどういうやりとりがあったのか聞いてるんだけど」

　エデルはびくりと肩を震わせる。

「えっと……」

（セスさん、怒ってる）

　当たり前だ。大事なお客さまを怒らせてしまったのだから。

「カ、カーレンさまとの会話で記録をとりましたが、それが原因で少し雰囲気が悪くなって……それから雨のジンクスのお話をしてしまいました……」

「そうか、なるほどね。じゃあエデル、これは僕にも非があるな。ごめんね」

　セスはエデルの頭をぽんと触った。

「そんな、セスさんは悪くないです」

　ジンクスのことを教えてくれたのはたしかにセスだが、まさか彼もエデルがすぐに本人と対面することになるとは思わなかったのだろう。

「大事なのは、話すことで問題点をあきらかにすることだよ。エデルはたしかに今回うまくいかなかったかもしれない。でも、それをこちらに話してくれれば僕も勉強になるし、エデルも『カーレンさまと話すときに注意するべきこと』が分かっただろう。後退したように見えて、大きく前進しているんだよ」

　それに、とセスは付け加えた。

「自分が悪いって決めつけてるだけじゃ結局何も進まない。自分をおとしめて、相手を知る機き会かいも逃す。僕はそういうの、あまり好きじゃない」

「ご、ごめんなさい……」

「失敗は誰でもする。そこから学べる。悪いことじゃないんだから話してみなよ。解決策はみんなで考えられる」

　いいのかな……失敗しても。

　カーレンさまは出て行ってしまったのに？

　エデルは不安そうな顔でセスを見た。

「うちの従業員の心得をおぼえてるよね」

「あ、あの山登りみたいな……」

　ひとつ、道に迷えば先達の背中を。

　ふたつ、道を外せば大声で叫べ。

　みっつ、道の向こうから迎えを待て。

「あれは、こういうときのためにあるんだよ。エデルはふたつめの掟を特に守ってほしいかな」

「大声で……叫ぶんですか？　お店の中で？」

「この掟の本当の意味は、間違いがあったら、恥ずかしがらずに知らせなさいってことなんだ」

　道とは、働くものが目指すべき場所へたどり着くための、過か程ていのことを指さす。

　最終目標は人それぞれだが、たいていの場合、誰にとってもその道は険けわしいものとなる。ひょんなことから道に迷い、間違った方向へ進んでしまうこともあるだろう。

　そんなときは、私はここにいる、誰か見つけてほしいと知らせること。そうすれば誰かが気づいてくれる。

　この掟にはそういう意味がこめられていたのだ。

「でも、もう遅いかもしれません。カーレンさまは怒ってしまったし」

「大丈夫だよ。こういうときのためにオーナーがいるんじゃないか」

　セスはエデルの心配を笑い飛ばした。

「『道の向こうから迎えを待て』。君はうちの職人なんだ。だから何かあれば店の仲間に言えばいいし、最後にはオーナーがいる。ひとりで怯える必要はないよ」
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　いつもの時間になった。

　エデルは箒ほうきを動かす手を止めて、集めた革くずを処分する。

　閉店後はアランの執務室で『赤い靴』を見ることになっている。

　間違いなく金庫の中に入っているかどうかを確認するためだ。

　この取り決めを提案してくれたのはセスで、彼のおかげでエデルは毎日赤い靴との対面を許ゆるされていた。

　当然ながらエデルは寮りように赤い靴を持って帰れない。

　しかし、店にいる間中アランが赤い靴を独どく占せんしてしまうため、『ふたりで靴を見み張はる』という決まりに不公平が生じてしまう。

　それではエデルがガラスドームで働く意味がないのではないか──ということを、セスは気弱なエデルに代わり進言してくれたのだ。

　アランはあまり気が進まないようだったが、最後には了りよう承しようしてくれた。

　それにエデルは本日報告せねばならないことがある。

　執務室の前に立つと、深く深呼吸した。

（落ち着いて、大丈夫。まず、あったことをそのままアランさまに話すこと。それが正しい報告のやり方……）

　セスにもらったアドバイスを頭の中で復唱し、覚悟を決めるとエデルは扉をノックした。

「入れ」

　エデルは扉の隙間からそっと顔を出した。

　アランはいつもぶっきらぼうなので、怒っているのかそうでないのか、分からない。

　が、大事な要件だ。彼の機嫌は関係ない。

「し、失礼します」

　エデルはそろそろと部屋に入った。

「赤い靴ならいつも通り金庫の中だ。念のため部屋の扉には内鍵をかけろよ。靴に逃げられたら困る」

　アランは何かの資料に目線を落としていて、顔も上げずにそう言った。

「え、えっと、ご報告があります」

「報告？」

　彼はエデルの方を見る。

　青紫色の瞳に困こん惑わくの色が浮かんでいる。

「昼間のカーレンさまの件で……お客さまを怒らせてしまって、申し訳ありませんでした」

（ここで、原因を報告する）

　エデルは落ち着きなく手を動かしながら、あったことを説明しようとした。

「まずは、カーレンさまとふたりきりになったとき、おじぎがちゃんとできなかったことを、ちゅ、注意されました。そして会話を記録しようとして、それから雨のジンクスが」

「汗がすごいぞ……。とりあえず座れ」

　アランはエデルを客人用のソファに座らせ、自らも向かいの席に腰こしを下ろした。

　彼の執務室は、埃ほこりひとつなくきれいに磨かれ整せい頓とんされている。収しゆう納のう棚だなには靴にまつわる資料本や、経営関係の小こ難むずかしい書しよ籍せきが並んでいるが、にぎやかな場所といえばそこくらいで余よ計けいなものは徹てつ底てい的てきに省はぶかれていた。

　道具や靴型に囲まれる工房とは違い、この静せい謐ひつさが緊張をかきたてる。

「セスからも、ディナセルクの令嬢からも話は聞いている。今日の騒さわぎに関してだが」

「は、はい……」

「接客に不慣れなお前を少しの間でも放っておいてしまった俺にも責任がある。まぁたしかに、記録のあたりはお前も少し気を遣ってほしいが。個人的な情報をむやみやたらと書き残すものではない」

「はい……気をつけます」

「令嬢には俺から話して、後日また来店していただくことになった。相手にもやりすぎたところがあるし、それは本人も反省していた」

　なんとかまるく収まってくれたらしい。

　エデルはほっと胸を撫でおろした。

「それから意外と俺はお前を見直している」

　エデルは目をまばたかせた。

　今は失敗の報告をしているのであって、褒ほめられるようなことはひとつもしていない。

「こんなことがあって、実は……店のどこかでお前がめそめそ泣いているんじゃないかと思っていた」

「えっ」

　心配してくれていた……のだろうか。

「まぁ、泣いていたら泣きやむまでえんえんとデザインパターンを作らせるつもりでいたんだが」

「ひいい」

「でも、意外と図太かったから驚いている」

「ず、ずぶとい……」

　なんだかいろいろと落ち込む。

　エデルが複雑そうな顔をしていると、アランは後ろ頭をかいた。

「一応は褒めているつもりだ。セスから聞いたとは思うが、うちは基本的にひとつの仕事をそれぞれが分担する。効率化のためだけでなく、困ることがあればみなで取りかかることができるからだ。ただ、声をあげなければ誰も気がつかない」

「はい」

「人を頼ることをおぼえろ。失敗を隠すような人間にはなるな。俺は靴を作れないし、最前線にはいられない。だから俺に届くように必かならず言え。いいな」

「あ、あの……私のこと、クビにしないんですか」

　エデルはおどおどとたずねた。

　この先同じようなことがないとは限らない。エデルがこの店に長く居着く前に、解かい雇こすることもできる。

　いくら職人不足とはいえ、顧こ客きやくの信用を失うことに比べたら、ひとりを切る方がよほどいい。

　もともとアランは、赤い靴の負おい目めがあってエデルが採用試験を受けるのを許しただけなのだ。

「なんだ、クビにしてほしいのか」

「い、いえ」

　エデルは自分でも驚くほど早く、そう答えていた。

　もちろん赤い靴のこともある。

　けれど彼女は思い出しかけていた。

　包ほう丁ちようを握りしめ、手すきで革を整えるときの緊張感。

　中底の仮止め釘を抜くときの、わくわくとした高こう揚よう感かん。

　仕上げのやすりをかけるときの達成感……。

　彼はきっぱりと言った。

「お前はなんであれ、うちの職人だ。一度そう決めたのだから、簡かん単たんには手放さない」

　エデルは胸の奥がじんと温くなるのを感じた。

　久しぶりの感覚だった。いつだったか、ずっと昔にエデルは同じような安心感を味わったことがある。

　自分をきつく抱だきしめてくれた、温かい腕の感触。透すけるように通る声、ブラックカラントの香水の匂におい。

　エデルが思い出しかけたとき、金庫ががたがたと音を立てた。

　ふたりははっとして、金庫の中身──赤い靴の存在を意識する。

「なんだ、こんなに騒ぎたてるとは」

　アランが金庫に近づいて、たしなめるように扉を叩く。

　エデルはそのとき、冷ひや水みずを浴あびせかけられた気分になった。

（そうだ──。一番作りたかった靴はもう……）

「どうした？」

　アランがエデルの異い変へんに気がついて、眉をひそめる。エデルは目を閉じて、不安を追いやった。

「……靴、見せてもらってもいいですか」

　すっかり金庫の中身が大人しくなったので、エデルはアランに頼たのみ赤い靴を出してもらった。

　あれだけ激しい音を立てていたというのに、ヒールは欠かけておらず、甲の部分に傷ひとつついていない。

「お母さん……」

　エデルはそうつぶやいて、靴の表面を撫でる。

　さざなみのように孤独がやってくる。

　母との思い出ひとつひとつに悲しみがかぶさって、どうしても前に進めない。

「──その靴を履きたいとは、今も思わないのか？」

「……？　はい。これは母のものですから」

　アランは納得しきれないような顔をして、腕を組んでいる。

「ヴァイオレット・ファーだな。お前の母親は」

「調べたんですか……？」

　オルハラ国一の歌か劇げき団だんで、十年間看板女優の座を誰にも譲らなかった不動の女王がいる。

　葡ぶ萄どう色いろの髪かみに透けるような色白の肌をして、穢けがれを知らない少女から妖よう艶えんな未み亡ぼう人じんにいたるまですべての役柄を演じきった。

　歌い、踊おどり、叫ぶ彼女の姿を見るため、多くの人々が劇場へとつめかけた。

　舞台の女王の名はヴァイオレット・ファー。本名、ヴァイオレット・アンダーソン。

　エデルの母親である。

「赤い靴のことについて、調べる必要があった。元の持ち主からほかの靴も見つかるかもしれないと」

　エデルは改めて彼の書き物机を見る。新聞紙や劇場のちらし、古いチケットの切れ端、そしてヴァイオレットを悼いたみ、最後の舞台を特集した記事。

　ヴァイオレットが赤い靴を所有していたのだから、彼女がほかにも魔術師の靴を持っていた可能性がある。そうでなくとも、赤い靴が彼女のもとにやってきたルートがあるはずだ。

　ヴァイオレットに赤い靴を渡した人物がいるなら、その人間がほかの女性たちにも靴を手渡しているかもしれない。

　人命がかかっているのだから、アランとしてはぜひとも洗い出したいところだろう。

　アランは言いづらそうに口にした。

「勝かつ手てに調べるようなまねをしたが……」

「……構かまいません。フロンデでは、みなが知っていることですから」

　きっと彼はすべてを知っているのだろう。

　ヴァイオレットが夫おつとのいない身で子を産んだことも。

　その子を自分の父親に預けて、王都へ戻ってしまったことも──。

　エデルは実の父親が誰かを知らないし、母親が過去に流した浮き名のことも詳くわしくは分からない。

　祖父は父親に関することはおろか、母に関することもエデルが興きよう味みを持つのを嫌がった。

　フロンデは小さな町だった。みなエデルを、世界で一番不幸な子どものように見る。

　たしかに両親はいないも同然であり、デルタとは祖父と孫というよりは師弟の関係であった。

　それでも、エデルは母親を愛していたし、靴作りを教えてくれた祖父を尊敬していた。

（お母さんは世間で言われているような人ではない……それは私がよく知っている）

　母は何か事情があって、子どもをフロンデに置いていったに違いない。

　そうでなければ、娘を置き去りにするのにあんなにためらう必要はなかったのだ。

　その事実を知っているのは、今ではもうエデルだけなのだが──。

　アランはしばらく赤い靴をながめてから、そっとつぶやいた。

「その靴をそんなに大切にしているのなら、いい母親だったんだろうな」

「え……？」

　エデルは目を見開く。

　想像していたものと違う言葉が彼の口からこぼれていた。

「いくら親とはいえ、長らく離れて暮らしていたんだろう。それだけ必死に靴を手放そうとしないのだから、一緒に暮らしていたときにさぞかし懐なついていたんだな」

「そ、そうです。お母さんの舞台が終わるのが、ずっと待ち遠しかったくらいで」

　アランはふっと、ごく小さく口角を上げ、すぐさま元に戻した。

「……ただあまり、魔術のかかった靴に傾けい倒とうしすぎるのは感心しない。思い出を取り上げはしないが、自分にも危険が降りかかるかもしれないことを忘れるな。俺がいるときにしか金庫は開けるなよ、いいな」

「えっと、その……」

　エデルは赤い靴を抱えて、もじもじと体を揺ゆすった。

　はじめての反応に、なんと返していいのか分からない。

　ヴァイオレット・アンダーソンはたしかに世間の母親と比べれば、足たりないところがたくさんあった。娘を遊びに連れて行ってやったことも、衣服を繕ってやったこともない。

　ただエデルが熱を出した夜、ぎこちない手つきでスープを作ってくれたことは覚えている。母は火傷をこしらえ、野菜のかすや香こう辛しん料りようの粉が散ちらばり台所はひどい有様となった。

　一口エデルがスープをすすると、ヴァイオレットはまるで自信のない試験の結果を待つ子どものように「どうだった？」とたずねるのだ。

「なんだ」

　なかなか言葉を出せないエデルに対し、アランはいらついた声をあげる。

「お母さんは本当に、ずっと会えなかったけど……わ、私にとっては、優しい母親だったんです。そう言ってもらえて、うれしくて」

　エデルはたどたどしく続けた。

「それに靴も、アランさまと一緒なら見てもいいんですよね。あ、ありがとうございます」

「お前も赤い靴を見張る約やく束そくだろう」

　そっけなく言われたが、エデルは思う。

　本当に嫌ならアランは赤い靴を強引に取り上げてしまうこともできる。そうすれば、わざわざエデルがたずねてくるたびに金庫を開けるようなことをしなくて済む。

　けれど彼は、赤い靴をエデルと共有することを選んだ。

　そしてヴァイオレットをいい母親だと言ってくれた。愉ゆ快かいな噂うわさを聞いたはずもないのに。

　世間の評価よりもただ、エデルの靴に対する想いをくんでくれた。

　エデルの口元はゆるみ、心にほんのりと温かい気持ちが宿る。

「その……アランさま……優しいですね」

「……な」

　何を言っているんだ、とアランは口にしたのだが、普段のエデルと同じくらい声が小さかったので、彼女の耳には届かなかった。

　赤い靴を触って感じていた孤こ独どくが、今は少しやわらいでいる。

「わ、私まだ目標……見つかってないんです。でも、ちゃんとがんばります。みなさんにご迷めい惑わくをおかけしないように、みなさんが、アランさまがいてくれるから、その……」

　エデルは赤くなって、しだいに言葉も出なくなって、どうしようもなくなってしまった。

「きょ、今日は失礼します！」

　彼女はぺこりと頭を下げて、素早く赤い靴を金庫にしまうと、鍵をしっかりとかけてそそくさと出て行った。

　アランはしばらくあっけにとられていたが、数回まばたきをしてなんとか自分を正気に戻す。

　きちんと金庫が施せ錠じようできているかどうかをたしかめ、ほっと息をつく。

「……俺としたことが……あれだ、女は時折わけの分からないことを言うから……そうだ、特にあいつはそうだ……」

　アランは言いながら、何度もがちゃがちゃと金庫の扉を動かし、開かないかを確認していた。
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「お帰りなさいませ、アランさま」

　アランは使用人に上着を預あずけると、物もの憂うげなため息をついた。

　カンディナールにあるアランの屋や敷しきである。

　もともとこの屋敷は靴箱館を守るために建てられたものだが、アランが父から事業の靴店を継つぐと、もっぱらここが彼の拠きよ点てんとなった。

　王都にある本ほん邸ていには、年に一度しか帰っていない。

「ルディアさまがお越しでございます」

「ルディアが？」

　手紙にはこちらに来るなんて、書いていなかったが……。

　彼女の部屋をノックすると、すぐに「どうぞ」と返答があった。

「入るぞ。どうした、久しぶりだな」

　すみれ色のドレスを着た少女が、詩集を手にくつろいでいた。アランと同じ青紫の瞳を細め、彼女は静かな笑みをこぼす。ドレスの装飾はサッシュベルトのリボンだけだが、髪には硝子細工であしらった薔ば薇らのバレッタをつけている。

　飾りすぎない装よそおいは、すべて靴を魅み力りよく的てきに見せるための計算づくだ。

　足元はピーコックグリーンのローハイド革のブローグ。つま先にピンキングカットでレースのような細かい穴模様を、かかと部分にあたるヒールカーブには小こ粒つぶのエメラルドを等とう間かん隔かくにつけ、ドレスの裾すそから控えめに輝くようになっている。

　ドレスが花なら、靴はみずみずしい葉だ。

「本当ですわ。お父さまも心配しておられましたのよ」

　少女は少し不満そうな声をあげた。

　ルディア・ディセント。アランの妹いもうとである。

「お手紙ばかりでは味気なく、お兄さまにお会いしたくなったのです。カンディナールの閑かん散さん期きにしか帰ってきてくださらないのだもの」

「それで、最近そちらはどんな様子だ？」

「いわくつきの靴については収しゆう穫かくなしです。魔術師の靴ではないですが、ライオット夫人がレイスフールから輸ゆ入にゆうした真しん珠じゆ貝がいのアクセサリーが注ちゆう目もくを集めていました。若いお嬢じようさまたちがしきりに入手法を聞きたがっておりましたので、そのうち流は行やりだすかもしれません」

　ルディアは有能である。

　我が妹ながら、観察眼が冴さえわたっている。

　ルディアはアランに代わり、王都で情報を集めていた。『噂』というものは、女性の専せん売ばい特とつ許きよのようなものである。彼女は貴き婦ふ人じんたちの身に着けているドレスの素材、最近訪れた場所、流行りのレストラン、浮気や借金などの隠したい秘密にいたるまで、女性たちのさえずりを一言も聞き漏らさずにアランに報告していた。

　そのくせ、自分のことは今け朝さ口にしたものすら明かさないで、秘密めいた雰囲気作りを演出している。

「ところでお兄さま」

　ルディアは詩集をテーブルに置くと、立ち上がった。

「そろそろ、わたくしにお義ね姉えさま候こう補ほを紹介してくださってもいいのではなくて」

「げほっ」

「まあ大変」

　アランがむせると、ルディアは控えていた使用人に水を持ってこさせた。

「お兄さま。社交界では残ざん念ねんながら、お兄さまについて大変不ふ名めい誉よな噂が流れています」

「聞かせないでくれ」

「いいえ、言わせてくださいませ。シンデレラ伯はく爵しやくの長男はカンディナールで見み目め麗うるわしい男たちに囲まれ、悪趣味な靴を蒐しゆう集しゆうしている──つまり、相当な男だん色しよくのスキモノコレクターであり」

「女が男色とか言うな！」

「お兄さまは女性に夢を見すぎなのです」

　ルディアは有能だが、容よう赦しやがない。

「扇おうぎの後ろからくすくすと『ルディアさまのお兄さま、おかわいそうに。お仕事をされているだけなのに、きっと誰かがねたんでいるのね』と言われるわたくしの立場にもなっていただきたいですわ。そう思っているならわざわざわたくしに噂を聞かせる必要などないのです。女というものは、ときとして汚けがらわしい生き物なのです」

　アランは頭を抱えたくなる。

　ルディアはカンディナールに訪れるたびにこうして社交界の様子を毒どくづいてゆく。ことに女性同士のやりとりに関しては男の想像を絶ぜつするほどで、選ぶ言葉ひとつとっても気の抜けない難しさがあるらしい。

　嫌いや味みに嫌味で応おう酬しゆうしたり、過か剰じように褒めて結果的に相手をおとしめたり、はたまた堂々と悪口を言い合ったりと、彼女たちの戦争が終わることはない。

　ふわふわとしたドレスに身を包む、いかにも清せい楚そな少女までもが勇いさんで『戦場』に参加しているというのだから、アランは信じがたい気持ちになる。

　──自分の女性に対する苦手意識は、ルディアによって植うえつけられたようなものなのである……。

「でも心配なさらないで、お兄さま。わたくしはお兄さまを尊敬申し上げておりますし、噂などに惑わされたりしませんわ」

「そうしてもらえるか」

「お兄さまは晩生おくてでいらっしゃいますもの。きっと今も、意中の女性との接し方が分からずに困っていらっしゃるのね」

「あ、ああ。まぁそんなところだな」

　本当は仕事と靴の蒐集にかまけて、ご令嬢からの手紙の返事も家か令れいに適当に代だい筆ひつさせているとは言えない。

　女性と一時間食事をするだけで、まる一日書類仕事をしたのと同様の疲ひ労ろう感かんをおぼえるアランは、カンディナールで店と靴箱館を往復するだけの──妹の期待には応こたえられないような生活をしていた。

「どなた？　お店のお客さま？　それとも取引先の方？　お相手は女性ですよね、もちろん」

「お前、噂に惑わされているだろう」

　アランははたと気がついた。ルディアはエデルと同い年である。

（ルディアから、何かヒントを得られるかもしれない）

　アランはエデルについていろいろと気がかりなことがあった。

　彼女は、赤い靴を心の支えにしているふしがあるのだ。

　母親が亡くなったばかりなのだから、今はまだいい。

　だが赤い靴は普通の靴ではない。今はたいした影えい響きようがなくても、エデルの心が折れかけたとき、彼女に魔術が振りかからないとも限らない。

　靴箱が壊れて封印はできなくなってしまった。

　だからといって靴を返すわけにはいかないが、エデルに時折靴を見せてやる機会はこのまま与えてもいいと思っている。

　彼女が心のよりどころをほかに見つけるまでは。

　それにはエデルの今の環境をしっかりと整えてやる必要がある。自分は彼女の保護者なのだから支し援えんをして当然だ。

　ところがアランは、男の社会というものは分かっていても、（エデルは女というより臆おく病びようなモルモットのようにしか見えないが）女心の機き微びというものにどうしてもうとい。

　今日もなぜか、エデルはわけの分からないことを言って帰ってしまったし……。

　彼女自身のために、ガラスドームのためにエデルを支えると決めたばかりだ。どうにか手を打ちたい。

　さりげなく妹に聞いてみるのはありかもしれない。

「その……まぁ、相談なんだがな」

「まぁ、本当に相談が……！」

　普段はほとんど表情を変えない妹が、驚きの顔でアランを見ている。

　ルディアがこんな顔をしたのは、遠い国にはカンガルーという生き物が存在し、しかもその革を使った靴がオルハラ国に渡ってきていると知ったとき以来のことである。

　アランはそれが面おも白しろくなく、つい見み栄えを張った。

「最近、とある女性と出会って……彼女は大人しくあまり社交的な方じゃない。しかも最近母親と祖父を亡くして気落ちしている。どうにか彼女を勇気づけてやりたいんだが……」

　アランは咳せき払ばらいをした。

　噓うそは言っていない。恋人だとも言ってないしな。

「まぁ……それはお気の毒に」

　ルディアは、はっと気づいたかのような顔をした。

「お兄さま。親族がふたりも亡くなるなんて、まさかその方は『魔術師の靴』の関係者ではなくて？」

　相変わらずするどい。

　アランはうなずいてみせた。

　持ち主を不幸にする魔術師の靴は、持ち主本人でなく、身近な人物で代だい償しようを払わせることもある。

　アランやルディアも、人死にが続く家の噂には耳を澄すませるようにしている。

「靴を履いていらしたの？」

「いや、うちに持ってきたんだ。彼女はまだ履いていない」

「よほど精神の強い方ですのね。靴の誘惑を寄せつけないなんて……そういえば、まさかお兄さま、その方をいつもの方たちのように脅おどかしてはいないでしょうね」

　こういうところもするどい……。

　彼が押し黙ると、ルディアはあきれたようなため息をついた。

　アランはここ最近「不思議な靴がある」と押しかけてくるしつこい女性客（ルディアに言わせると、恋に恋する純じゆん粋すいなご令嬢）に困っていた。ひとりではなく、かなりの人数である。

　あまりにも次々とやってくるので、女性が靴箱館にたずねてくるだけでげんなりするようになってしまった。

　冷ひやかし目的なのかなんなのか知らないが、靴に目玉模様を書いてきたり、中底を切って蛙かえるを仕込んできたりするので、靴店の応対者には『不思議な靴』を持ってくる女性に、三種類の名めい刺しのどれかを渡すようにと言っていた。

　朱色の名刺は、かなりの本ほん命めい筋すじ。

　クリーム色の名刺は、本命筋ではないが、無む下げにはできない身分の女性。

　水色の名刺は、一応アランのもとへ案内するが、相手にするだけ時間の無駄。

『噓つき女』を表す水色の名刺をエデルが手にしていたのを見たときから、「またか」という怒りがこみあげてきたのである。

　思えばエデルとは、出会いもよくなかった。今ごろになって歯が浮くような慰なぐさめは（ジジの方がこういうものは得意だろうが）できやしない。

「お兄さま。水色の名刺を持っていた方でしたのね。でも靴は本物だった。今更どうしていいか分からないと、そういうことでよろしいのかしら」

「だいたいは」

「重ねて確認いたしますけれど、相手は本当に女性ですのね。ドレスを着た薄はつ幸こうの美青年というわけでは」

「社交界で悪いことばかりをおぼえてくるようなら、今すぐ父さんに田舎いなかの別荘に放り込むように進言するぞ」

「それでお困りになるのはお兄さまでしょう。舞踏会シーズンのご令嬢の足元は緑で間違いないとお教えしたのはわたくしです」

　ルディアは自信ありげにうなずいてみせた。

「大丈夫。女性のことならわたくしにお任せを」

　ハンドバッグから本を一冊取り出して、アランに手渡す。

　厚手の革に、四方を金の刻こく印いんでふちどったブックカバーがかかっていた。

　アランは革表紙をめくって、中身をたしかめてみる。

『これで間違いなし！　初恋攻こう略りやく大ガイドブック[image: ①]　─あなたの恋はこれで愛へと進化する─』

「……いらない」

「何をおっしゃいますの。いいですか、お兄さま。女性が元気になる道はひとつしかありません。恋愛です。恋がすべてなのです！」

「でも、別に俺は彼女のことをそういった目で見ているわけでは……」

　言いつつぱらぱらとページをめくると、いくつか気になる章が──いや、これ以上ルディアに口を出されたくない。

　だいたいルディアは、こんなものどうやって手に入れたんだ。まさかご令嬢の間で流行っている本でもあるまいに。

「お兄さま。その方を元気づけてさしあげたいのでしょう。女性は恋をすると、気持ちもお肌も前向きに輝くものなのです」

「本当か……？」

　アランは後ろ向きすぎるエデルの顔を思い浮かべた。

　いつも自信なげで落ち着かず、人と目を合わせようともしない彼女の姿がありありと思い浮かぶ。そんな彼女が前向きに……。

　もしかしたらこれは、エデルが劇的に変わる好機になるのでは？　彼女が新たな一歩を踏み出せる、大きなきっかけに。

「待て、今恋と言ったか」

「申し上げました」

　アランは冷や汗をかいた。妹の手前多少含みを持たせてエデルのことを話してしまったのだが、アランにそういった気持ちはない。

「今……彼女にとってそういう時期ではない」

「気持ちが弱っているときだからこそですわ」

　できの悪い生徒に言い聞かせるように淡たん々たんと、ルディアは言った。

　自分の形勢が不利になってきたことを悟さとり、アランは早口で答える。

「俺は弱みにつけこんで軽けい薄はくなまねをしたくはない」

　ルディアは眉じりを下げて、

「でしたら、ただ慰めてさしあげるとよろしいですわ。別に大げさに、その方と恋愛をしようと肩の力を入れなくてもよろしいのよ。男性に優しい言葉をかけていただくだけで、女性というものは勇気づけられるものなのです。そこから恋愛に発展させたくないというのならば、この第一巻のテクニックだけかいつまんでおけばいいのですわ。実地的な恋愛術は第二巻から始まりますから、この巻ではせいぜい『感じのいい人』止まりで調整できます」

「そ、そうなのか……感じのいい人というのはかなり大だい胆たんなことまで言うものなのだな」

　ちらと見たページには、思わず二度見してしまうような台詞せりふが羅ら列れつしてあったが……。

　これでエデルが元気になるのなら、それにこしたことはないのだが。

「ええ。女性ははっきりとものを言っていただけるまで動けないものなのです。思い切った言葉を贈おくられても問題ありませんのよ」

「いや、でもこういうのは俺の性格に合わない……」

「大丈夫です、お兄さまにできないことなんてございませんわ。靴店も立派に経営なさっておりますし、ガラスドームの靴はとても評判がよくって……女性の心をがっちりとつかんでいる証しよう拠こです。それに、心配なさらなくても──お兄さまは成し遂とげられる方だと、わたくしは確信しているのです」

　羨せん望ぼうのまなざしでルディアはアランを見上げた。

「噂が本当でないのなら、女性おひとりを勇気づけてさしあげることくらい、簡単なことですわね？」

　ここまで言われて弱よわ音ねを吐く男は、ディセント家の男ではない。

　アランは頰ほおを引きつらせながら言った。

「ああ……もちろんだ」
















　彼は恋愛指し南なん書しよを手にしたまま、よろよろと部屋を出て行く。

　満足そうな笑みで兄を見送ると、ルディアは控えていたメイドを呼んだ。幼おさない頃から共にいるこのメイドは、ルディアのもくろみをよく知っている。

「よろしいのですか。アランさまのことをあのようにからかってしまわれて」

「からかってなどいないわ。不名誉な噂については本当のことですもの……でも……ふふ」

　兄はあの指南書を今夜真剣に読みふけることだろう。根がまっすぐな彼はきっと実じつ践せんするに違いない。

　うぶな兄はこれくらいでもしないと恋などできないに違いないのだ。

（お兄さまの女性嫌ぎらいを直してさしあげなくては。どうやらわたくしに原因があるようですし）

「少し荒あら療りよう治じですけれど耐たえてくださるわね、お兄さまなら」

「アランさまが恥はじをかかれるかもしれません」

「それはなくてよ。お兄さまは気づいていらっしゃらないけれど、どんなに遠ざけようが女性たちはお兄さまに群むらがることをやめないでしょう。わたくしたちの血がそうさせるの」

　祖そ先せんはその美び貌ぼうに運命を上乗せして、見事王子を籠ろう絡らくした。ただのつまらない灰はいかぶりだったにもかかわらず。

　悪あく女じよの血脈は、ディセント家のすべての子どもたちに受け継がれている。

「何せわたくしたちは、シンデレラの末まつ裔えいなのですもの」
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　エデルは靴くつのパターンを引きながら、表情を引きしめた。

（カーレンさまが来店されるのは一週間後。それまでにデザインを用意しておこう）

　相あい変かわらず見つからない目もく標ひようはどうしようもない。

　けれどアランや、ガラスドームの職人たちに迷めい惑わくをかけたくない。

　エデルはあれこれと考えて、やはり自分は靴を作るしかないという結論に達した。

　うまくしゃべれないのだから、せめてこれだけでもきちんとして、もう一度カーレンさまにお会いしよう。

　まだ正式に注ちゆう文もんを承うけたまわったわけではないが、先日のお詫わびもかねて彼女に喜んでもらえるようなデザイン案を個人的に作ってみることにしたのである。

　カーレンとの会話からエデルが得た情報は、ふたつある。

　ひとつは、彼女が父親のすすめる相手と結婚したがっておらず、理想の相手を探していること。

　もうひとつは、恋を叶かなえるために雨を待っていること。

（ということは、カーレンさまはすでにお相手の目星がついているのかもしれない……きっと好きな男性がいるんだ）

　春の舞ぶ踏とう会かいにすべてを賭かけているのだとしたら、彼女が求めるのは舞踏用の靴である。流りゆう行こうの緑の靴はいくつも持っていそうなので、そのパターンはひとつだけ用意するとして、何か違うデザインも考えておいた方がいいだろう。

　エデルはカーレンの履はいていたトカゲ革がわのバルモラルを思い出す。

　カーレンは思ったことをはっきりと言うように見受けられたので、気に入らないデザインは拒きよ絶ぜつするだろう。つまり、彼女の履いていた靴は彼女の趣しゆ味みに合っているということになる。

「難むずかしいなぁ……あんまり派は手でなものを作ったことないし……」

　個人的には、生後半年以内の子牛をなめした革であるカーフを本ほん染ぞめしたような、本来の革の美しさを生かせる素材のものが好きなのだが、カーレンの好みに合うかは分からない。舞踏用の靴なら光こう沢たくを生かすような加工のものがいいのかもしれない。

「エデル、フィラー切らしちゃったんだけど、作ってくれない？　おれ、これから用事あんだよね」

　ディックが工こう房ぼうにやってくるなりそう言って、コルクの入った籠かごを持ち上げてみせた。

　フィラーとは、踏ふみつけ部分やかかと部分に入れる詰つめ物もののことである。甲こう革かわと底を縫ぬいつけたときにできる凹おう凸とつをなくすために用もちいられるもので、コルクを樹じゆ脂しで固めて作られる。

　ガラスドームでは底そこ付づけ師がまとめて作成しておくことになっているが、今はエデルも補ほ充じゆうしている。

　エデルはぱたぱたとディックのもとへ駆かけ寄って、籠を受け取った。

「分かりました。すぐに作ります」

「あれ？　パターン作ってるじゃん。注文もらったの？」

　彼はどんぐりのように丸い瞳を動かして、作業机の方を窺うかがっている。

「いえ……カーレンさまにと思って。でも悩なやんでなかなか進まなくて」

「この間、話できなかったんだっけ。災さい難なんだったなあエデル、紅茶かぶったんだろ？」

「かぶったのはセスさんです」

「お前も一緒にサーカスに来ればよかったのに。すごかったぜ、人間の口から火が出るんだ。今度連れて行ってやるよ。遠えん慮りよはいらないから。どうしても気になるならお菓か子しくらいもらってやってもいいけど」

　彼は無む類るいのお菓子好きで、よくエデルにもおすそわけをくれるのだ。

「分かりました、今度機き会かいがあったら。お菓子も、おいしいの調べておきますね」

「なぁ、お前そろそろおれに敬けい語ご使うのやめろよ。同い年だろ」

　エデルは困ったように言った。

「でも……ディックさんは、先せん輩ぱいですし」

「なんか他た人にん行ぎよう儀ぎじゃん。それにエデルのが腕うではいいだろ。だからお互い立場は一いつ緒しよってことにしよう。その方が平等な感じがするぞ」

　エデルはためらったが、ディックが頑がんとして譲ゆずらないので、おずおずと口に出した。

「えっと……お菓子、調べておくね。ディック……くん？」

「まぁ……それでいいや。最初だし。これでおれたち、ガラスドームでは同じ立場ってわけだ。ところで、同士のよしみでおれにパターン見せてくれない？」

　ディックは好奇心を抑おさえきれない様よう子すで、エデルにたずねる。

　彼女がデルタ・アンダーソンの孫だと知ったときから、ディックはエデルの作業を見たがった。デルタがどのように技術を受け継つがせたのか、興きよう味みがあるのだろう。

　作業の過か程ていを観かん察さつされるのはどきどきするのであまり好きではないのだが、彼の頼たのみ方があまりにも明るく人なつっこいので、エデルはそっとうなずいた。

　どんなに冷たい人間であっても、きっと彼のことは無む下げにできないに違いない……。

　卓たく上じようにはカーレンの足からとった木型と、紙とペンが置いてある。

　エデルが現在行っているのはパターンメーキングと呼ばれる工程で、カーレンの足型をもとに用途やコーディネートを考えながらデザインを起こしてゆくというものだ。

　ジジの作った試作品を注文するならデザインの作成は必要ないが、カーレンの場合一から靴のイメージを起こさなくてはならない。

　ディックは数枚のデザインをじっと見てから、はぁーとため息をこぼした。

「な、何かまずかった？」

「いや、違ちがう違う。エデルの靴、やっぱり女の子っぽいなーと思って。こういうのもデルタさんから習ったの？」

「たいていは。おじいちゃんは婦人靴もよく作っていたから」

「そっか。おれも練習しないとな！　絶対アランさんをぎゃふんと言わせる甲革を作ってやる！　エデルもデザインでアランさんのことあっと言わせようぜ！　あ、それで悩んでるんだっけ？」

「そ、そうなの」

　ディックは明るい声で言った。

「なんだ、じゃあ一緒に市場へ行こう。これから、セスさんたちと仕入れに行くんだよ。実際に素材を見たらなんか思い浮うかぶかもしれないじゃん」

「えっ、で、でもフィラーが……」

「別にいいよ、帰ってきてからで。エデルだってカンディナールの市場見たいんじゃないの？　たぶんフロンデよりたくさん種類あるし、珍めずらしい革も拝おがめるぜ」

　エデルはうずうずと足を動かした。

　実際フロンデのような田舎いなか町まちには革を売る店はなく、隣町の市場まで足を運んでようやくだったのだ。そこへ行っても、牛や豚がほとんどで爬は虫ちゆう類るいの革は手に入らない。

「見たいんだろ？　一緒に行こう。セスさんに伝えてくる」

　ディックは言うなり、矢のように駆け出して行ってしまった。

　エデルは卓上のパターンを見下ろしてため息をつく。

　市場に行って何か分かればいいのだけれど……。

　ドアをノックする音がして、エデルは顔を上げた。

「アランさま」

　アランはいつもと同じ黒の上下を着て、少し落ち着かない様子で入ってきた。

　手にはいくつかの資料と、革のカバーをつけた小ぶりの本をたずさえている。仕事の途中で工房の様子を見に来たのかもしれない。

「調子はどうだ」

「今、カーレンさまのパターンを作っているところです」

「そ、そうか……。パンプス型にするんだな。ストラップは？」

「まだ考え中ですが、足首につけてみようかなって……」

「……」

「アランさま……？」

　彼はしばし口を閉ざし、やがて何かを決心したような顔つきになると、ぎこちなく口を動かした。

「アンクルストラップにするのか。ハイヒールは脱ぬげやすいし、いいんじゃないか。お前は女性ならではの着眼点で物を見ているんだな」

（うん……？）

　今アランさまは、褒ほめてくださったのだろうか。どうして？

　エデルは自分のパターンを見下ろした。

　アンクルストラップの靴などオルハラ国で普ふ及きゆうしてすでに二十年は経たっている。成長途中の女の子の足にベルト型のストラップをつけて調整するなんて、よくあることだ。特別視するようなものではない。靴に厳きびしいアランにしては、不ふ自し然ぜんである。

　アランは以前、エデルに「流行の靴のなんたるかを教えてやる」と言って分ぶ厚あついデザインパターンの本を読ませたこともあったのだが……。

　かくかくとしゃべる人形のように、彼はさらに続ける。

「きっと目がいいんだな。大自然を飛ぶ鷹たかのような……？　瞳なんだろう」

「は、はあ」

（視力がいいっておっしゃりたいのかな？　私、良くも悪くもないのだけれど……アランさま、どうしたんだろう……まさか私の失敗のせいでお疲つかれになってるとか）

　エデルはあわあわと落ち着かなくなった。

　なんと返答するべきか。視力のことは誤ご解かいされないうちに訂てい正せいした方がいいのだろうか……。

　そもそも、アランはなぜ視力の話をしているのか、エデルは理解できていなかった。近いうちに検査を控ひかえているのだろうか？

　アランはしびれを切らしたようにたずねる。

「……おい、何かないのか」

「何か、とは？」

「エデル、支し度たくできた？　セスさんが馬車つかまえてくれたって」

　ディックの声が聞こえて、エデルはぴっと背を正す。

「あ、あのアランさま、私これから市場に連れて行って、も、もらうことになっていて。その……こんなものしかないのですが」

　エデルはエプロンのポケットから、丁てい寧ねいに包み紙にくるんだイチゴの飴あめ玉だまを取り出した。

　何かないのか──とアランが言ったということは、小腹がすいているのかもしれない、

「ディックくんにもらったもののおすそわけです。お、おいしかったです」

「……ディック『くん』か。ずいぶん打ち解けたようだな、あいつにだけ」

「え……？」

　エデルは焦あせった顔で彼を見上げるが、彼はひえびえとした表情である。

「……俺は甘いものが好きじゃない。自分で食べろ。あと足首のストラップは太いものにするなよ、ダサいからな。このパターンじゃ令れい嬢じようはヒールが物もの足たりないと言うだろう。帰ったら俺に新しいものを提てい出しゆつするように。合計十パターン以上だからな」

「ひいい」

　さっきよりもなぜか怖こわくなってる……。

　エデルは怯おびえながら、去っていくアランの背中を見つめていた。
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　おかしい。何を間ま違ちがえたんだ？

　アランは革のカバーのついた本をめくって、首を傾かしげた。

【初歩中の初歩[image: ①]　ささいなことでも必かならず褒めよう。女性は褒められることに弱い。特に褒められ慣なれていない女性には抜ばつ群ぐんの効果を発はつ揮きする】

　きちんと教え通りに行ったはずだが……。

　ルディアにああ言った手前、この指し南なん書しよで結果を出さなければ兄の威い厳げんが形無しである。

　こうしてお手本があるのだからことは簡かん単たんに済むだろうと思ったのだが、結果は予想とかけ離れたものになった。

　執しつ務む室しつへつながる階段をのぼりながら、先ほどのやりとりを整理してみる。

　エデルの考えたパターンについて褒めたつもりだ。正しよう直じきなところアンクルストラップはこの店の職人なら数えきれないほど作っている型だが、エデルはまだ入ったばかりだし、カーレンの足型を見てそれが最さい善ぜんだと思ったならそこを認みとめてやるべきだと思った。

　けれどエデルの反応はぎこちないもので、アランとの距きよ離りをはかりかねているようであった。

　女性ならではの視点うんぬんというのはそのまま本の受け売りだが……。

　何せ、こう言っておけば間違いないと筆者は断言しているのである。

　何が悪かったのか分からない。

　助けを求めるように、さらにページを進める。

【どうしても困こまったときの会話例・「君の瞳ひとみの色、きれいだね。晴れた日の湖みずうみのようじゃないか」「その髪かみ飾かざり、素敵だね。君の髪の色と合わせると最高だな。逆だった、君がつけるから髪飾りが光るんだね」など】

　アランは執務室に入り、扉とびらを閉じてから絶ぜつ句くした。

　思わず背中が怖気立つ。

　こんなにあからさまに褒めるべきだったのか……？

（いや、でも雇やとい主ぬしからこんなことを言ったら立場を利用してよからぬ誘さそいをしているように見られるだろう）

　オーナーが優位にあるのをいいことに従業員に言い寄るなど、不ふ潔けつ極きわまりない。店の風紀が乱みだれる。

　アランがしたいのはあくまで『エデルを前向きにする』ことであって、別に口く説どきたいわけではない。従業員の士気を高めるためにやっているのだ。

【高度な褒め技わざ・あまり使わないような例え、形容で褒める。珍しい例えを使えば、その言葉が女性の心に残り、特別に響ひびくものになるはず。女性の気を引くなら、動物や食べ物に例えるのがよいでしょう。ただし動物の場合、体の大きいものは避さけること。例・サイやカバなど】

　これはうまくやれたと思う。

　アランはエデルのことを鷹に例えた。鷹は野生動物の中でも限りなく頂点に近い捕ほ食しよく者しやで、くちばしで獲え物ものの骨ほねを砕くだき肉を引きちぎる。強く素早く、愚ぐ鈍どんさからはほど遠い。例えられても悪い気はしないだろう。

　それに猛もう禽きん類るいの中でも体が小さい方なので、避けるべき動物の中には入らない。

（人間を鷹になぞるやつはなかなかいないからな。しかも鷹は自信に満みちていて凜り々りしい。エデルもそのようになってもらいたいくらいだ）

【うまくいかない場合→あなたの言葉が届いていないのは、仕し草ぐさや話し方に問題があるせいかも。女性の近くで、低い声でささやいてみること。上から目線で話していませんか？　離れた場所から大きな声で伝えても、言葉の魅み力りよくは半減するばかりかまったく効果を表さないかもしれません】

　アランは本を取り落とした。

　あのときの自分の状況を思い浮かべる。

（そうか……問題は、そこだったのか……）

　たしかに少し離れた場所から、彼女の仕事の成果をたしかめるように話をしてしまった。

　これはいい勉強になったかもしれない。アランは急いで本を拾ひろい、手ではたく。

　つまりエデルを前向きにするには、近くで話してやればいいというわけだ。

　そうすれば、いつかふたりで彼女の母親の話をしたときのように、笑顔が見られるかもしれない。

　納なつ得とくすると、アランは改あらためて椅い子すに座り売り上げ状況を確認する。

　実質的な経営だけでなく、従業員の精神面も気を配らなくてはならないのだから、オーナーの仕事も楽ではない。
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　カンディナールの市場は、さながら宝石箱のようである。

　街の中心部に位置する巨大な公園に、びっしりと連なる露ろ店てんの数々。

　ひしめき合う人々の間を縫うようにして顔を出せば、色とりどりのシューレース・丈夫そうな製甲道具を吊つるした店や、数百種類にも及およぶのではと思うほどの、ボタンだけを集めた店の様子を覗のぞくことができる。

　エデルは目を輝かがやかせて、興こう奮ふんのあまりどうにかなりそうな心臓を押さえた。

（すごい……革もボタンもこんなにたくさん！　あ、透とう明めいのヒールまである。これは何でできているんだろう）

「エデル、迷まい子ごになるからちゃんとついてきなさーい」

　セスの言葉に、エデルはあわてて彼のあとを追った。

　月に二度開かれるこの野外市場は、職人の街カンディナールならではの催もよおしものである。

　靴産業が栄さかえるこの街では、当然革や布、工具などの材料を仕入れる商人たちにとっても格かつ好こうの稼かせぎ場ばとなっている。

　カンディナールで店を持てる者は一ひと握にぎり。老舗しにせが連なるだけに、素材屋は靴店と同じほど、もしくはそれ以上に新規参入が難しいのであった。

　ただし流行は変化する。革の起毛仕上げひとつとっても、一年前に流行していたベロア（毛足の長いもの）が翌年にはヌバック（革の銀面をビロード状に仕上げたもの）にとってかわられている、というのもよくある話だ。

　流行の火付け役は、若い店によるものが多い。老舗では利用客がある程度決められてしまうので、新しい風に対し動きが鈍にぶくなるのだ。

　歴史の浅い店の商品は、市場で見ることができる。

　靴の流行が停てい滞たいしないよう、王おう妃ひシンデレラの時代から開催されるようになった。

　市場に出店する商人たちは店てん舗ぽを持たないため、家や賃ちん等とうの維い持じ費ひを考えずに価格設定ができる。

　そのため客はより原価に近い金額で品を手に入れることが可能になるのだ。

　安価で材料を揃そろえられ、また老舗が扱あつかわないような珍しい品を見ることもできる。ただし、老舗とは違って商品の補ほ償しようは行っていない。

　普段材料の買い付けは取引先から直接行うが、市場が開かれる日はセスたちも品をたしかめにやってくるらしい。

　たいていは見習い職人の練習用に安価な革を揃えるためだが、こういうところで得意先では出会えない品を見かけることもあるのだそうだ。

　エデルは手近な露店で、飾り革を手にとりつぶやいた。

「たくさんあって、迷っちゃいそうです……」

「カーレンさまのパターンだっけ？　彼女があと二十歳以上年上なら相談に乗ったんだけどなぁ」

「けっ、セスはいつもそれだよ」

　ディックはそう言いながら、銀色の靴ひもを吟ぎん味みしていた。

「ディックくんは何を買うの？」

「自分の靴用。おれ、女おんな物ものより男物の方が得意だからさ。チャッカーブーツでも作ろうかなって」

「女物も練習しときなよー。うちは圧あつ倒とう的てきに女性客が多いんだからさ」

　セスの言葉に分かってるよ、と返答すると、ディックは靴ひも穴を固定するアイレットを探しに行ってしまった。

「まったく。底作りはうまいのに勿もつ体たいない。もっと女性の靴に興味を持ってもらわないと……それで、エデルはカーレンさまにどんなものを履いてもらいたいの？」

「カーレンさまに気に入ってもらえるようなものを……できれば、今度の舞踏会に履いていけるようなものがいいかなって」

「エデルが履いてほしいと思ったものを、カーレンさまが気に入ることもあるよ。エデルの案をまずは出してみたら？　彼女が履いていたバルモラル、どう思った？」

「華はなやかな靴だと思いました」

「カーレンさまに似合ってた？」

　そう問われると、返答に困る。

　靴の印象が強すぎて、カーレンの燃えるような赤毛と個性がぶつかり合っているような気もする。

　事実、エデルはしばらくカーレンではなく、彼女の靴に気をとられてしまった。

　もう少し印象を抑えて、彼女の少女らしい愛らしさが映はえる靴の方がいいのではないだろうか。かといって地味すぎるものはカーレンの好みに合わない。

「……デザインはシンプルにして、素材に目を引くものを持ってくるのがいいかもしれません」

「それならここで探してみたら？　うちにはない素材がたくさんある」

「あ、あの……。私の考えで、合っているでしょうか。間違っていないでしょうか」

　カーレンとは一度接客に失敗している。自分の考えを一方的に押しつけては、うまくいかないかもしれない。

　ここはぜひとも、頼れる先輩からの意見が欲しいところである。

　セスはそうだなあ、と頭をかいた。

「個人的に言わせてもらうと、カーレンさまのバルモラルはちょっと早いかなと思った。爬虫類柄がらが似合うのって、どうしても十代じゃね。白いストッキングを履くなら余よ計けいに浮くし。シンプルな型は賛成だけど、目を引く素材といってもワニやトカゲは避けた方がいいかもね」

　あのバルモラルから、てっきりカーレンは爬虫類革を好むと思っていたが、よくよく考えれば似たような靴はいくつも必要ないかもしれない。

　今までの注文履り歴れきを見て、カーレンが爬虫類にこだわっていないようなら、違う革を提案してみようとエデルは頭の中に留とめ置いた。

「分かりました」

「それからエデル、忘れてるかもしれないけど……彼女が舞踏会にどんなドレスを着ていくつもりか、ちゃんと確認した？」

「あっ……」

　そういえば、詳くわしいことをたずねる前にあのようなことになってしまったので、聞けずじまいになっている。

　舞踏会に履いていくのだから、ドレスと色やデザインを合わせることは必要不可欠だ。

　すっかり失念していたことに、思わず愕がく然ぜんとする。基本的なことであったのに……。

「どうしよう……じゃ、じゃあカーレンさまとお会いするまでに何もできない……？」

「あわてなくても大丈夫。今シーズンで何足カーレンさまが『舞踏会用の靴』を作ってると思ってるの」

　エデルは思わずまばたきをした。

「クリームイエローのイブニングドレスだそうだよ。アザミの花が刺し繡しゆうしてあるやつ。実物を見せてもらった方がいいね。次からはちゃんと自分で確認するように」

「も、申し訳ありませんでしたっ」

「はい、反省。そして仕事。三十分以内に材料を選えらんで。僕ぼくは横でじっくり見させてもらいます」

　エデルはセスに見つめられ緊きん張ちようしながらも、市場に入ったときから気になっていた材料を少しずつ選んだ。




「よし。これでなんとか見せられるものになったかな……？」

　エデルは木製のボードにしっかりとヒール部品を固定した。

（デザインボード、はじめて作った……今まではおじいちゃんがずっと横で見ていてくれたから……）

　ガラスドームでは、顧こ客きやくに靴のデザインを提案する前にオーナーに許きよ可かをとる決まりがある。

　その際に使用するのがデザインボードだ。

　職人たちはこれに作る予定の靴のイラストと、素材の一部を貼はりつけて、なるべく靴の完成イメージに近づけるように工夫をする。

　エデルのボードには優しい薄うす緑みどりで染めた革の見本が貼られている。

　革は軽い心地ここちのピッグスキンを選んだ。

　つま先は丸みを帯びたラウンド・トゥー型。白のレースパネルで装飾する。足首のストラップは柔やわらかい革の上にレースを装着し、リボン結びする形にした。ストラップ部分のレースは色を変え、ドレスに合わせた淡あわい黄色だ。自分でリボンの位置を調整できるので、大人おとなっぽくしたいと思ったときにはサイドでゆるく結べばいい。

　市場で見つけた透明のヒールは、どんなデザインのドレスとも喧けん嘩かしないうえに珍しさが目を引く。

　そしてエデルは、もう一枚生地を貼りつけた。

　先ほどの薄緑の革を樹脂で固め、エナメル状に仕上げたものである。

　工房に帰ってからフィラーを作っていて思いついたのだ。コルクを樹脂で固めながら、革も同じように樹脂でエナメル加工にしてしまえば奇き抜ばつな材料も使わずに、ドレスの下から光らせることができると。

　丸型のつま先とリボンは年相応だが、透明感のある素材を使うことでけして子どもっぽくなりすぎないように気をつけたつもりである。

　それにカーレンには、どうしてもこの靴を履いてもらいたい理由がある。

「よし、こ、これを見せる……。だめって言われるかもしれないけど……」

　出かける前のアランさまはちょっと変だったから、日を改めた方がいいのだろうか……。

　でも今日、なんであれ結果を知ってしまえばだめでも次に向けて早く動けることは間違いない。没ボツになってしまえばまた一からデザインの作り直しだ。

　迷ったが、意を決してボードを持っていくことにした。

　階段をのぼり、執務室へ向かう。不安な気持ちで扉を叩たたこうとすると、向こう側から乱暴に開かれた。

「!?」

「エデル……」

　アランは顔色を失っており、ただごとではない雰ふん囲い気きである。

「ど、どうされたんですか」

「赤い靴が……」

　エデルはアランの肩ごしに、部屋の様子を窺った。

　金庫の扉が開け放たれており、中身はからっぽである。

「赤い靴が、なくなった」

　エデルは思わず、デザインボードを取り落としていた。
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　男はゆっくりと息を吐はいて、真しん紅くに輝く靴を撫なでた。

　指先から恍こう惚こつとするような、しびれる感覚がある。つま先からかかとのガーネットにいたるまで、魔力が十じゆう分ぶんにいきわたっている証しよう拠こだ。

「自由を求める少女は、赤い靴を履いてはならない……」

　この靴のことを、そう書き留めた人物がいる。

　ドゥーガルド・ディセント。王妃シンデレラと国王の間に生まれ、初代のディセント伯はく爵しやく家け当主となった男である。

　ドゥーガルドは母親から受け継いだ魔力と魔術師から教わったすべての知識を、彼らを滅ほろぼすために利用した。

　彼はシンデレラの息子むすこでありながら、母親と敵対することとなる。

　ドゥーガルドはどこまでも国王側の人間だった。母の人間性に対し共感できなかったという噂うわさもあるが、本当のところは本人にしか分からないだろう。

　ほかの兄弟たちを守るため、母を捨て伯爵位をとったという説もあるし、単純に魔術師の靴が許ゆるせずに自みずから駆く逐ちくを買って出たという説もある。

　ドゥーガルドは封ふう印いんの靴箱をきっかり魔術師の靴の数だけ生産し、そして自分がすべてを集めきれないことが分かると、その特とく徴ちようを書き留め子し孫そんへと託たくした。靴箱館と呼ばれる巨大な靴の墓場は、彼が建てたものである。

　彼の意思は、その後ディセント家の子どもたちに引き継がれている。

　現時点で最も若いディセント家の男、アランは優秀なハンターだ。靴店を経営し、階級の垣かき根ねを超えることでめざとく情報を集めている。妹いもうとのルディアは絶ぜつ妙みようなたちまわりで彼を補ほ佐さし、彼らが働きを見せるようになってから、十二足の靴の蒐集に成功している。

　しかし靴が彼らに奪われてしまうことは、魔術師にとってゆゆしき問題であった。

　魔術師の靴は、彼らの存続を懸かけた道具なのである。

　力ある少女が靴を履けば、それを媒ばい介かいにして彼女たちの足から魔力を吸い取ることができる。

　それは現在の、もう残りわずかな力しか持てない魔術師たちにとって、己おのれの魔力を強める貴重な栄えい養よう源げんとなる。

　靴が封印されてしまえば、それに比例して取り込める魔力も減ってしまうのだ。

　魔術師が表舞台から消え去ってからも継続して、彼らは希望にすがる少女たちのもとへ靴を差し出してきた。

　だが、こうして例外も存在する。

　──エデル・アンダーソンは靴を履かなかった。

　彼女から魔力を奪うばえなかったことは残念だが、同時にうれしい誤算でもあった。──彼女は、魔術師たちにとって特別な存在になりえるかもしれない。

　事実、エデルが靴のそばにいるとき、彼はまったく赤い靴の魔力を感じ取ることができなかった。彼女の強すぎる力に靴の魔力が押し負けてしまっているのだ。

　だからこそ、『本物の靴を持ってきた』ことに気づかず、水色の名刺を渡してしまった。

「では次の女にこの靴を渡そう。未来を渇かつ望ぼうする少女へと」

　あさはかな自由を求める愚おろかな少女のために。

　男は薄く微笑ほほえむと、靴箱の蓋ふたを閉じ、丁寧に赤いリボンをかけた。





[image: ]






「靴がなくなったって、どういうことですか？　どうして？」

　エデルは自分の声がこっけいなほどに震ふるえているのを感じた。

「つい先ほど、明かりが消え窓まどガラスが割れる音がした。……ようやく予備の明かりをつけたときには、もう靴はなくなっていた」

「ど、泥どろ棒ぼうが入ったってことですか？」

「それか、靴が自分で動いたか……。鍵かぎはかけていたが、さっき確認したときは金庫が壊こわれていた。扉を蹴けやぶったのかもしれない」

　目の前が暗くなってゆく。

（お母さんの靴が……。ずっとそばにいてくれたのに）

　エデルが床ゆかにへたり込むと、アランはあわてて彼女の背を支えた。

「どうしよう……靴が…‥‥お母さんがまた……」

「エデル、あの靴は必ず捜さがし出す」

「だめ、行かせてはだめ」

　エデルの記き憶おくが鮮やかによみがえる。

　すっと伸のびた母親の背中。遠ざかってゆく、ブラックカラントの香水の匂におい。

「落ち着け。屋敷の人間を総出であたらせる。これから店も捜す。お前も一緒に」

「でも、お母さんは一度出て行ったらいつ戻ってくるか分からないの……！　あのときからずっと会いにきてくれてない！　ようやく一緒にいられると思ったのに！」

　エデルは自分でも何を言っているのか分からないまま、つい口走っていた。

　いつか母と共ともに過ごせる日がくると信じていた。

　でも、それは叶わなかった。

　またあのときと同じような喪そう失しつ感かんを味わうのか。自分は何度母を失うしなえば許されるのか？

　アランは一いつ瞬しゆん面めん食くらったような顔をしたが、やがて厳しい表情になった。

「あの靴はお前の母親じゃない」

　エデルははっとする。

　口元を震わせ、うろたえながらも口にする。

「そう……です、だって靴は生きているわけないもの……」

「じゃあお前のその態度はなんだ。どうしてあの靴がなくなると、母親が行ってしまうと言うんだ」

「それは……」

　赤い靴は母に似ている。

　だから心のどこかで、予感があった。

　あの靴は母親なのではないかと。ヴァイオレット・アンダーソンが本当は生きていて、悪い魔術師に靴の姿に変えられてしまったのではないかと──。

（お母さんと一緒にいたい。死んだなんて信じたくない。だって私は、お母さんと……家族と暮くらすために、靴職人になったんだもの）

　女優ヴァイオレット・ファーではない。エデルのただひとりの母親として、姿を変えて一緒にいてくれてるんじゃないかって──。

　舞台より自分を選んでくれた。母は生きている。ただ姿形が違うだけ。

　アランのところへ靴を持って行ったのも、靴に宿やどった魂たましいを証しよう明めいしてもらうために──。

　でも、同じようにこんな気持ちもあった。

　あれは母ではない。常識的に考えて、そんなことがあるはずがない、間違っている。

　だからシンデレラ伯爵家にそれを証明してもらわなくてはいけない。赤い靴に振り回されていては、エデルの将来を案じながら亡なくなった祖そ父ふが悲しむ。

　矛む盾じゆんした考えに揺ゆさぶられながら、希望と絶望がせめぎ合って、少しずつ心を殺ころしてゆく。

　赤い靴と一緒にいられて、ずっと幸せだった。

　赤い靴があって、ずっと苦しかった。

　今はただ、身を切られたようにつらい。

「本当に……ひとりになっちゃった……」

　エデルはうつむいて、大おお粒つぶの涙なみだをこぼす。

　職場で泣ないてはいけないと厳しく祖父に言われていたが、それすらも守れなかった。

「アランさま……ご、ごめんなさい……わ、私靴を捜しにっ……」

　アランはポケットから絹きぬの手巾ハンカチを取り出すと、乱暴にエデルの顔をぬぐう。

「ふぐっ」

　アランは「ああっ、くそっ。本を読む時間がない」と腹だたしそうにつぶやいたあと、深く息をついた。

「……俺の不注意だ。すまなかった。でも、ひとりだなんて言うな」

　彼はそっとエデルを立ち上がらせると、彼女の落としたデザインボードを拾う。

「お前はうちの職人だ。ひとりにはしない。ガラスドームの従業員心こころ得えを言ってみろ」

「……ひ、ひとつ、道に迷えば先せん達だつの背中を。……ふたつ、道を外はずせば大声で叫さけべ。みっつ、道の向こうから迎むかえを待て」

「ガラスドームの強みは、いつも誰だれかがそばにいるということだ。俺はすぐにお前の手をとりに行く。一緒に捜すぞ、まだ近くにあるかもしれない」

「は、はい」

　力強く手を引かれて、エデルはいつの間にか普段よりも声を張っていた。
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　結けつ局きよく、靴は見つからなかった。

　エデルはため息をつきながら数枚のデザインボードをまとめていた。

　あれから一週間経過しても赤い靴の手がかりはつかめないまま、焦りの感情ばかりが増す。

　母の遺い品ひんであるだけでなく、あれは持ち主ぬしに不幸をもたらす靴である。誰かの手に渡ってしまったら、取り返しがつかない。

　アランや靴店の仲間たちと手分けしたが進しん捗ちよくはこれといってなく、雲をつかむような状況だ。

　不安定な状態なまま、エデルはカーレンにデザインを提てい案あんすることとなってしまった。

　重い足取りで彼女の待つ客室へ向かうと、すでにカーレンはソファに身を沈め雑誌をめくっていた。

　カーレンは大きなパフスリーブの袖そでに、プリーツのたっぷり入ったオレンジ色のドレスを着ている。

　靴はつるつるとしたボタンで留とめるタイプのストラップシューズで、スクエア・トゥーのつま先には真しん珠じゆとビーズを縫いつけている。

　やはり彼女はこういった、温かい装よそおいの方が似合うと思う。

「遅おそかったわね。待ちくたびれたわ。今日はあなたひとり？」

「今、セスさんも来ます」

　エデルはデザイン画をさっそくローテーブルに広げる。令嬢はそれに合わせて視線を動かした。

「わ、私が考えてみました。舞踏会用のお靴です」

「ふうん」

　カーレンは一枚のボードを手にとった。エデルが最初に作った、薄緑の革にホワイトレースを重ねたハイヒールだ。

「ヒールの部分が透明なのね」

「そうです。ストラップ部分のレースも、ドレスを見せていただけたら……もし差し支つかえなければですけど、それに合わせたもので作りたいと、思っています」

「まぁ、悪くないんじゃない」

「本当ですか!?」

　エデルが目を輝かせると、カーレンはいささか気け圧おされたように眉まゆをひそめた。

「そうね。及きゆう第だい点てんってところね。第一、こんなに丸いつま先じゃ子どもっぽいじゃない。もっととがったやつにしてよ」

「あの……でも、舞踏会では、踊おどりますよね」

「もちろんよ。自分で舞踏会って言ってるじゃないの。何よあなた」

「失しつ礼れいします。カーレンさま、僕も同席させていただきますね」

　カーレンの口く調ちようが険けわしくなってきた絶妙な頃合いに、セスが入室した。エデルはほっとして、改めて続ける。

「あの……カーレンさま、ダンスをするときはかなり足に負ふ荷かがかかるものなのです。ですから、長時間踊るとなると、カーレンさまのダンスに耐たい久きゆうできる靴が必要になります」

　カーレンはじっと黙だまっている。

　セスが「がんばって」と口をぱくぱくさせていたので、エデルは息を吸い込んだ。

「カーレンさまの足型を見せていただきました。その、ほんの少しですけど……ハンマートゥーになりかけているかもしれません」

「ハンマー？　何よそれ」

　エデルはカーレンの足型と今まで作ってきた靴の資料を見ながら、気づいてしまったのだ。

　前の職人がなぜ辞やめることになったのか。顧客の納得するデザインを提案しながら、アランとぶつかりあった理由。

「指の関かん節せつが金かな槌づちのように、山形に変形してしまうことです。といっても、カーレンさまの場合まだなりかけで、そんなにひどいものではないので安心してください。ただ……指に負ふ担たんをかける、つま先の細い靴は、そ、その……おすすめできないのです」

　きっと以前の職人は、彼女の望むデザインを優先させたのだろう。

　だがハンマートゥーのきっかけは、つま先を圧あつ迫ぱくする靴、もしくは逆につま先が泳ぎすぎる靴を使用するなどの、『合わない靴を履く』ことから生まれる。

　顧客の足を考えずに作ったものなど、オーダーメイドとは言えない。

　デザインボードは足型を一緒に提出しない。だからアランも、気がつくのが遅おくれた。

「あなた、わたしの足が不ぶ格かつ好こうだと言いたいのね」

「いえ、けしてそういうわけでは……」

「だってそうじゃないの。わたしの足が醜みにくいからきれいな靴を履くなって言うんでしょう」

　セスがあわてて口くち添ぞえをする。

「エデルはカーレンさまの将来のことを考えて、このご提案をいたしました。それにラウンドの靴はレース装飾をたくさんつけられますよ」

「舞踏会にはわたしと同じ目的の子たちがたくさん来るのよ!?　それなのにつま先の大きな靴を履かせるの!?　庶しよ民みんが履くブーツのような！」

「こ、これはブーツでなくエナメルのパンプスで……それに、カーレンさまはこういった靴の方がお似合いになると思うんです。か、かわいらしくて」

「お似合いですって？　さんざん人の足をけなしておいて！　だいたい、あなたが気に食わないのよ！　入ってきたばかりの新人のくせにわたしに意見するなんて！　おまけに靴は平へい凡ぼんでつまらないものばかり！」

「も、申し訳ありませんでした！」

　ともかくカーレンを落ち着かせなくてはならない。

　分かってはいるのだが、エデルもかなり焦っており、何をするべきか見当がつかない。

（こういうときはどうしたら……！　そ、そうだ困ったときは先輩に）

　エデルはセスの方を向くが、先ほどまでそこにいたはずの彼の姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

（なんで!?）

　唯ゆい一いつの味方を失ってしまい、エデルはますますどうしたらいいか分からなくなる。

　ふたりの間に、重たい沈ちん黙もくが流れた。

「だんまり？　何か言ったらどうなの？」

「……そ、その」

　カーレンがいらだたしそうに声を荒らげた。

「前の職人はなんでもわたしの言う通りにしたわよ。それも喜んでね。話は面おも白しろくて退たい屈くつもしなかった。あなた、前の職人ができたこともまともにできないの？」

「そ、それは」

　エデルは言葉に詰まった。

　カーレンの機き嫌げんが悪いのは、デザインのせいだけではない……？

　彼女は指摘した。エデルは前の職人と比べて、劣おとっている。デザインだけでなく接客やもてなしに関しても。

（何か、何か言わなくちゃ。どうしよう）

　エデルが必死になって口を動かそうとすると同時に、扉が開いた。

「お待たせいたしましたー。今お茶のおかわりとアランさんお持ちしましたから。はい、ティーブレイク！」

　言いながらセスはあたりを警けい戒かいするように視線を動かした。

　前回飛んできたクッションのことを思い出しているらしい。

　セスの後ろからアランが、険しい顔で部屋に入ってくる。

　カーレンは顔を青くして、思わず立ち上がった。

「アランさま……」

「事情はだいたい伺うかがいました。接客に関して失礼があったのなら、申し訳ございません。ですがご令嬢の靴は私がすべて目を通し、これでよいという許可を出してご提案させています。負担なくダンスを楽しめるように気を配ったことを評価しました。それにデザインはうちのショーウィンドウに飾っても遜そん色しよくないものです」

　アランは言葉を切ってから、低い声で言った。

「ガラスドームの靴がお気に召めさないなら、どうぞほかの靴店をおたずねください。カンディナールは靴の街。山ほどの靴店があります。うちの店には侮ぶ辱じよくされるような職人は置いていません」

　カーレンの顔が紅こう潮ちようしてゆく。

　こぶしをきつく握りしめ、彼女は消え入りそうな声を出した。

「……帰ります。御ぎよ者しやを呼んで」

「あ、あの」

「もう二度とここでは靴を作りません。パパにも、商品を卸おろすのはやめてもらうように言いますから！」

　セスは肩かたをすくめると扉を開き、令嬢と共に玄げん関かんへと移動する。

　エデルはデザインボードを見つめながら、愕然としていた。

（もう二度と……ガラスドームでは靴を作らないって……カーレンさまのお父さまは、うちに材料を運んできてくれる取引先のお嬢さまで……）

　アランはエデルをかばって、貴重な取引先をひとつ失った。

　なんということをしてしまったのだろう。

　もっとうまく話ができれば。そうすれば、ここまでことが大きくならずに済んだかもしれないのに。

「ご、ごめんなさい、私」

「俺は、今回の件はお前に非がないと思っている」

「でも、もう少し私がうまくやれたら、こんなことには」

　アランやセスならばもっと穏おだやかに、ハンマートゥーの話を持ち出せたかもしれない。カーレンは、エデルと話すときには常にいらいらしていたようだ。おそらくエデルのうまく言葉を出せないしゃべり方や、声の小ささに問題があるのだろう。もしくはそれ以外のさまざまな要よう素そが。

　たとえアランの言う通り提案は間違っていなかったとしても、自分には「それ以前」の問題があるのだ。

　どうして私、ここにいるんだろう。

　人に迷惑ばかりかけている。ここに入ってから、一度もお客さまを喜ばせていない。

　少しばかり靴が縫えたって、結果につながっていないのだから意味などない。

　アランやセスも、内心あきれているかもしれない。

（そうだ、ここにいたのは赤い靴があったからで……でも今はないから、私はここにいなくても問題ない……むしろいた方が迷惑をかけるかもしれない……）

　エデルはエプロンをぎゅっと握りしめて、肩を震わせた。

　アランはエデルのことをこの店の職人だと言ってくれた。道に迷えば迎えに来てくれると。セスたちも、カーレンへの提案がうまくいくように協力してくれた。

　けれど、彼らの期待に反して自分の実力はまったく追いついていない。

『あなた、前の職人ができたこともまともにできないの？』

　カーレンの言葉が深く胸むねを刺さす。

　嫌きらわれたくない。がっかりされたくない。

　お客さまにも、店の職人たちにも、アランさまにも。

　叫びたくても無ぶ様ざまな自分を見せるのが怖くて叫べない。自分自身に、果たして迎えに行くほどの価値があるのかも分からない。

　いつの間にそんな感情を持つようになっていたのだろう。

（だめだ、このままじゃ泣く）

　エデルは鼻の奥がつんとするのを感じて、あわてて立ち上がった。

　泣けばアランやセスは優しいから、慰なぐさめてはくれるだろう。けれどそれで『終わった』ことにしたら、結局問題は解決しない。

　このままで終わりにするのは嫌いやだった。けれど今何をするべきか思い浮かばない。

　心がぐちゃぐちゃで、どうしていいか分からなくなる。

「いいか、あのわがまま娘むすめの喧嘩を買ってやったのは俺なんだからな。勘かん違ちがいするなよ。おい、聞いているのか」

　いよいよ涙がせりあがってきた。この期ごに及んで足手まといな自分をなだめるという仕事をアランにさせたくない。

　エデルはこの場を退たい避ひすることを選んだ。

　今はどんなに考えても、卑ひ屈くつになりきった気持ちが邪じや魔まをする。どこかひとりになれるところで、冷静になるべきだ。

「……すみません、失礼します！」

「おい！　エデル！」

　アランを振りきって、エデルは駆け出す。途中でセスとすれ違ったが、挨あい拶さつをする余裕は残っていなかった。

　セスは眉み間けんに皺しわをひとつ刻きざんで、カップを片付けるためにカーペットに膝ひざをつく。

「アランさん、しっかりしてくださいよ。どうするんですかこれから、外国製の真しん鍮ちゆうや宝飾品のたぐいは。ディナセルク家ほど安価で卸してくれるところなんてないですよ」

「……そうだな。とりあえず今度市場へ行って、新しい商人を探してくる。ほかのツテを頼ってもいいし」

　言いながら、アランは深く息をついた。

　それでも後こう悔かいはしていない。経営者として譲れないことはある。

　たとえば自じ慢まんの職人を侮辱されるなんてことは、その最さいたることだ。

　エデルのデザインは実際よくできた。

　太丸型のつま先でちょうどいいゆとりを持たせ、その分面積の広くなったつま先革を利用し装飾に力を入れていた。カーレンが艶あでやかな靴を好むことを考こう慮りよし、ただし彼女の長所──はつらつとした少女らしさを失わないように計算されていた。使用したピッグスキンも他の革に比べれば軽めで足の負担になりにくい。

　カーレンのためにエデルが試し行こう錯さく誤ごしていたのを知っていただけに、彼女が一方的にけなされるのを見ていられなかったのだ。

「まぁアランさんのそういうところ、嫌いじゃないけどね。だから僕もなかなか独立できなくて困ってるんですけど」

　セスはほらほら、と急せかすように口にした。

「そんなところで座ってる場合じゃないでしょう。せっかく守った職人が逃亡したんだから、追いかけないと」

「そうだ！　あいつ、逃にげやがったんだ……」

　うなるように言うと、彼はぎらりと目を光らせて立ち上がった。

　そのまま階段を駆け下りて、ばたばたと店を出て行く。

「エデル捕つかまったら怒おこられそー。まぁ、いい機会かな。あのふたり、すごく不器用だからゆっくり話してくればいいさ」

　それに僕は、自分の仕事もあるし。

　セスはそうひとりごちて、薄い笑みを浮かべた。

　彼のエプロンのポケットから、赤いリボンの切れ端はしが覗いている……。
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　小さな背中は、すぐに見つかった。

「エデル」

　振り返った彼女は、あからさまにあわてた表情で、雑貨屋の角へと逃げ込んでしまう。

　アランは舌した打うちをして、靴のつま先を蹴った。

　この靴は外羽根式のひもで締めるブラッチャーと呼ばれる型で、もともと軍ぐん靴か用ようとして考案されたものだ。

　赤い靴捜そう索さくのために選んだというのに、まさか臆おく病びような職人を捕ほ獲かくするために役立つとは……。

　すぐに彼女のエプロンのリボンをひっつかんで、引き寄せる。

　たしか指南書によれば何を言うにしても、距離は近いにこしたことはないのだった。

「ひゃあ」

「捕まえたぞ。勤きん務む時間中に許可もなく店を飛び出すとはな……手間かけさせやがって……」

　アランはできるだけ近くで、低くうなった。エデルはがたがたと震えだす。

　距離感としてはこのぐらいが最適なはずである。

　おかしい。これではこちらが悪人のようではないか。アランは舌打ちをする。

　店に連れ戻すためにやっているのに、これでは逆効果ではないか？　もちろん連れ戻したのちは説教するが、今はそのときではない。

『お兄さま。あのご本を使っていかがでしたの？　え？　なんの反応も得られなかった？　まさかお兄さま、第一章から順にお試ためしになってらっしゃるのではないでしょうね。ああ……そうまさか……。お兄さま、こういうときは状況に応じてテクニックを利用するべきなのですわ。突然むやみやたらに褒めても効果は得られなくてよ』

　何か言葉をかけようと思ったが、ルディアのそのような言葉が頭にちらつく。

　今の状況で褒めたとしても、エデルは頭に血がのぼっているかもしれない。言葉が届かない可能性がある。

「あ、アランさま。放してください」

「断ことわる」

「その、私だめな子なんです。だからアランさまが、いらいらしてしまうのも、もっともで……その……」

「俺はだめだなんて言ってないだろう」

「今回のことは、その、私に悪いところがたくさんあって」

　思った通り、エデルは冷静さを失っていた。靴を縫うときの真しん摯しさとは打って変わって、こと対人関係となると彼女はこういった状態に陥おちいるのだ。

「少し待ってろ」

　アランはエデルを押さえながら、懐ふところから本を取り出した。

【取り乱している女性を慰める方法[image: ①]　記念日でもないのにプレゼントを贈おくる。突然の贈り物に女性は戸と惑まどい、そしてなぜプレゼントをくれるのか、まじめな女性ほど自分の状況を冷静に判断しようとつとめます。そこからがあなたの本番。気持ちをストレートに伝えましょう】

　なるほど……。

　冷静にさせるには、プレゼントを贈ればいいのか。

　高等な技のようだが、今の彼女には効きくだろう。

　あの赤い靴の代わりにはならないだろうが、少なくともカーレンの件で心に傷を負おった彼女の、少しばかりの慰めにはなるかもしれない。

　どうしても彼女を店に連れて帰りたい。

　職人として、不安定な少女として、さまざまな面からエデルを見てきた。

　セスのように穏やかでなく、ジジのように手慣れておらず、ディックのように同じ目線には立てないかもしれない。

　自分が褒められた経営者でないことは自じ覚かくしている。

　我が慢まん強づよさに欠かけ、感情的になりやすい。

　良いオーナーでありたいという気持ちはあるが、やり方が分からずに立ち止まることがある。

　だからこそ、進むためには手段を選ばないつもりだ。

（本でもなんでも使って、やってやる……こいつはうちの職人で、俺が保護するべき人間だ）

　アランが守ってやらなくては、エデルは暗がりの中を進むことになる。

　アランは肩をいからせ、エデルを連れて歩きだした。
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「あの……？」

　エデルはアランに引きずられるようにして、革小物店が連なるグラスストリートに入る。

　この通りにはガラスドームもあるのだが、方向としては逆へ向かっていた。

「どちらへ……」

　エデルが言い終わらないうちに、アランはぴたりと足を止める。ガラス張りのウィンドウに飾られた色とりどりのハイヒールが目にまぶしい。女性ものの靴店であった。

「うちのライバル店のひとつだ。といっても、オーダーじゃなくて出来合いのものを売っているが。お前なら、自分でサイズは調整できるだろう」

「そ、それはできますけど……」

　アランに肩を引き寄せられ、そのまま靴店の扉を開ける。

　エデルはどぎまぎしながらも、されるがままになっていた。

　アランはかたくなになると、誰の言葉にも耳を貸さなくなる。でもそういうときは、絶対に自分以外の誰かのためなのだ。

　エデルを椅子に座らせると、彼は短く「動くなよ」と命令した。

　それからうろうろと店内の品を物色し、顎あごに手をあてて真剣に考えている。

（ど、どうしたんだろう……アランさま、私をほかのお店に連れてきて勉強させようとしているのかな……）

　だとしたら自分も商品を見た方がいいのだろうか。

　でも、動くなよと言われている……。

　エデルはそわそわしながらも、待てを言いつけられた犬のように大人しく座っていた。

　アランはしばらくして、一足の靴をエデルのもとへ持ってきた。

　ライラック色のストラップシューズだった。足首の位置に巻くアンクルストラップの部分に金のステッチをつけ、ボタンはクリーム色の真珠貝を使っている。

　革は上質で厚いカウハイド。ミルク色の生き地じで縫われた薔ば薇らの飾りがつま先の部分で花開いている。

「うわあ、きれいな靴ですね」

　アランが顎をそらして靴を脱げと伝える。

「え？　私が履くんですか？　わ、私こんなにヒールの高い靴は……」

　革を何層も重ねた積上げスタツクドヒールで、それなりに高さがある。

「いいから履け、大人しくしろ」

　彼はエデルのサテンシューズを乱暴に脱ぬがし、そして思い直したようにそれを揃えて脇わきに置いた。

　こういうところはやっぱり、靴店のオーナーである。

　アランはエデルのつま先にそっと靴をあてると、それからすべらせるようにかかとまで包んだ。
















（きれいだな……）

　靴もそうだが、アランの指の動きがなめらかで、まるで自分が彼の大切な靴になったようだ。

　今までこんな風に、誰かに足を触ってもらったことはない。

　意識したとたんに顔が火ほ照てる。アランは涼すずしい顔で──あきらかに、なんとも思っていない様子だ──エデルの足首にストラップを巻きつけ、ボタンを留めた。

　かがんでいるアランに、みっともなく赤い顔を見られずに済むのは幸いであった。

　彼に手をとられて立ち上がり、鏡に靴をうつしてみる。

　店員がお似合いですよ、足がきれいに見える、と声をかけてくれるが、ずっと遠くを流れている音のように聞こえる。

「痛いたくないな？　行くぞ」

「えっ、あの、靴を戻さないと」

「もうお前の靴だ。早く歩け」

　彼は靴箱の入った紙袋をさげている。おそらくエデルの履いてきたサテンシューズだ。

　持ちます、と追いかけようとすると、アランはさっさと靴店を出てしまった。

「あの、これお勉強のための靴ですか、それとも」

「別に、お前のために買ったんじゃない。それを履いてたら走れっこないからな。このまま連れて帰りたいから、買ったんだ。それで少しは頭が冷ひえたか」

「……帰っても、いいんでしょうか」

　エデルは下を向いて、それから違い和わ感かんに気がついた。

　かかとの高い靴はうつむいていると、首が疲れる。

　しゃんと背筋を伸ばさなくては歩けそうにない。

　顔を上げれば自分の目が、彼の青紫色の瞳とまともにかちあうことになる。

「いったいどこに帰るつもりだったんだ。俺のところ以外、どこにもないだろう」

　彼が思わず優しげな顔をしたので、エデルは目を逸そらせなくなった。

　胸を押さえて、ぎゅっと唇くちびるを引きむすぶ。

　この動どう悸きは、たぶん緊張とか恐きよう怖ふとか、そういうものとは少し違う気がする。

「アランさま、この靴……ありがとうございました。私なんかのために」

「なんか、と言うな。お前はうちの職人なんだぞ。自分をおとしめることは、雇っている俺のこともおとしめるということだ」

「す、すみません。そんなつもりではなくって、その」

　アランはエデルの少し先に立って、彼女が追いつくのを待っている。

　この靴は、今の自分のままでは歩けない。彼と一緒に行きたいなら、前を向かなくては。

「どうして逃げたんだ」

　とがめるような口ぶりではなかった。エデルは彼に合わせて、少しずつ歩を進める。

「……がっかりされてしまうと思いました。それが、怖かったんです」

　遠い昔、失望のただ中にいた。

　話しても、嫌がられないかな。少し長い話になる。

　エデルは迷ったが、思い出を言葉にしてみることにした。

　何せガラスドームまではまだ遠い。履き慣なれていないヒールの靴は少しずつしか進めないし、アランはすでにエデルの歩ほ幅はばに合わせている。

「母が私を連れて祖父をたずねたとき、私はすでに五歳になっていました」

　それまでエデルは母の一座のもとで暮らしていた。そして自分が母と似ても似つかない容姿をしていること、たとえ成長したとしても母とはまるで違う大人になるということに、薄々気づいていた。

　ヴァイオレットそっくりの娘であったなら、劇げき団だんもエデルを育て上げ、将来は年老いたヴァイオレットの代わりにするつもりであったのだ。

　エデルは劇団の期待に応こたえられなかった。

　母は連日の舞台に忙ぼう殺さつされたが、なんの役にも立たない子どもの面めん倒どうを見ようという劇団員はいなかった。エデルはずっと雇いの乳う母ばと共に過ごし、彼女が帰ってからはひとりぼっちで家にこもるようになった。

　エデルが体調を崩くずし、孤こ独どくに熱と戦っていたことを知ったある日、ヴァイオレットは今の生活に限げん界かいを感じることとなる。

　ヴァイオレットは長らく絶ぜつ縁えん状態だったという自分の父親のもとへエデルを連れて行った。

　祖父のデルタは、エデルに父親がいないことに失望した。

　母のいた業界ではけして珍しくないことだったが、それでも娘を持つ父親としては許しがたいものがあったのだろう。

　母は祖父に殴なぐられ、恥はじ知らずだと言われても、何も言い返さなかった。

　母の涙はもうすっかり涸かれてしまったのだ。祖父の家にやってくる前の晩、ひたすら泣きながら抱だきしめてくれたから。

　デルタは娘に二度と顔を見せるなと厳しく伝えると、エデルの手をとって工房へ招まねき入れた。

『ふしだらな女になって身を持ち崩さぬよう、私がお前の面倒を見てやる』

　その日から、手を血ち豆まめだらけにする修しゆ業ぎようの日々が始まった。

「お父さんを捜すことも、お母さんと連絡をとることも禁じられました。おじいちゃんは必ひつ死しだったのです。私が誰も頼らずに生きられるようにするために。きっと、お母さんのことを長らく放っておいたのを後悔していたのだと──今になれば思います」

　祖父は早くに妻に先立たれ、男手ひとつで娘を育てることとなった。だが、娘は十六歳のときに「女優になる」と言って家を飛び出し──次に会ったときは、幼おさないエデルを連れていた。

「親として後悔はしただろうな」

　アランは苦々しい表情で言った。

「おじいちゃんはとても、へんくつで有名でしたから……当然工房に子どもが出入りしていれば、街の人はすぐに気づきます。それに、お母さんが最初に私を連れてきたときに……街中の人に、顔を見られていました」

　はじめはゴシップ記事だった。

　ヴァイオレット・ファーが劇場の支配人、貴族の令れい息そく、大商人と次々と恋人を替え、望む役を欲しいままにしているという中傷記事。

　街の学校に行ったとき、学友から見せられたのはそういったものだった。

　エデルの父親は誰だろう？

　あのあばずれ女は子どもを捨てていった！

　フロンデのような田舎町で、それは『とてつもなく面白い話題』だったのだ。

　エデルが何かを言えば、くすくすと意い地じ悪わるな笑い声が聞こえる。

　エデルが泣けば、けたけたと愉ゆ快かいそうな嘲ちよう笑しようが聞こえる。

　しだいにエデルは、人と話すことを極きよく端たんに怖がるようになっていった。

「毎日の修業もつらくて、私は工房でも泣いてばかりいました。どうしてこんなことをしなくちゃいけないのって……あのときは革をすくどころか、釘くぎを叩いて伸ばしたりとか、糸でこよりを作ったりとか、そういった作業をえんえんとやらされていたんです」

　そのとき、祖父は言ったのだ。

『靴は人の運命を変える。今の自分を変えたければ、運命の靴を見つけなさい』と──。

「どうして履き物が運命を変えるのか……そんな魔法みたいなことなんて、物語の中にしかないって、六歳になっていた私でも分かりました。でも母の演じていた王妃シンデレラが実在の人物だと学校で習って、もしかしたら靴で奇き跡せきは起こせるのかもしれないと思ったんです」

　エデルは運命に賭けてみることにした。

　自分が祖父から技術を継けい承しようすれば、きっと母の舞台用の靴も作れるようになる。

　祖父から受け継ぐことになる逆三角形の合あい番ばんを靴裏に刻こく印いんして──母はその靴を履いて、舞台で踊る。

　きっと祖父はエデルと一緒に劇場へ行ってくれるだろう。自分の技術が舞台の上でどう輝くのか、たしかめてくれるに違いない。

　その日は、みな同じ場所に揃う。舞台が終われば祖父とふたりで母の楽屋をたずね、すばらしい活かつ躍やくをねぎらい、そして三人で食事に出かける。娘や孫とテーブルを共にして、祖父もそのときばかりは、ワインをかたむけて笑みをこぼすかもしれない。母は人なつっこい笑顔で、エデルの靴を褒めてくれる。

　ただの肉親から、本当の意味での家族になれるかもしれない。

　そんな未来が、何よりも欲しかった。

　エデルはくる日もくる日も、ただひたすら祖父の技を盗ぬすむために修業を続けた。すべては、家族をつなぐために。

　いったい誰が想像しただろう。ようやく一人前だと師しに認められた日、祖父は余命わずかの病びよう床しように臥ふし、それから一週間もせずに母に照明器具が落ちてくるなど。

　祖父は最さい期ごの日、エデルに愛している、すまなかったと言った。

　ずっと厳しい師の顔を崩さなかったデルタが、はじめて祖父としての言葉をくれた。

　けれどそれが最後だった。孫として愛情を返す間もないまま。

　エデルは祖父から合番を受け継いですぐに、靴を作る目的を失った。

　そうして彼女のもとに、赤い靴がやってきたのだ──。

「アランさまの言う通り、赤い靴を……お母さんだと思っていた、ううん、思っていたかったんです。違うと分かっていても、どうしても母を諦あきらめきれない気持ちがどこかにあって……だから最初は、お母さんのそばにいるために、ガラスドームで靴を見み張はっていなくちゃって思っていました」

　アランは黙って聞いてくれている。

　もうたくさんしゃべって、のどがすっかり疲れている。

　でも靴のおかげで背筋が伸びているから、まだおなかから声は出る。

「でも今は、アランさまがいて、セスさんがいて、みんながいて。靴を作ることが少しずつ、楽しくなっていって」

　辛いことがあっても、こうしてアランが迎むかえに来てくれる。

　ようやく安心できる場所を見つけた気がした。

　ここで、靴を作るのだと。

　だからこそ、背を向けられるのが怖かった。

　アランはゆっくりと話し始めた。

「……俺は前の職人と仲たがいしてから、店にとって必要な人材をもう一度考え直すときがきていた。そこで現れたのが、お前だ。お前の靴は、履く者のことを考えて細かいところまで気を配っている。いい職人と出会えたと思えた。自分の手で育てて、うちの指標となるような職人にしたいと。大きな可能性を秘めていると」

　エデルは彼の横顔を見つめる。

　まっすぐに通りの向こうのガラスドームをめがけていた彼の視線が、突然自分の方へと向けられた。

「お前は最初の目標を──叶えられなかった。それですべてが無む駄だだったと思うのなら、たしかに店に戻る意味はないかもしれない」

　エデルはつま先に力を入れた。

　無駄だっただろうか？

　カンディナールにやってきて、アランと出会って、シンデレラ伯爵家の靴店で働はたらくことになって。

　短い間に失敗し、褒められ、挫ざ折せつし、そしてまた靴を作って……。

　そのすべての過程が、孤独ではなかったということが。

　エデルははっきりと答えることができる。それは否いなだと。

　赤い靴から始まって、さまざまな靴がエデルをここまで導みちびいてきた。

　靴は人の運命を変える。

　町を飛び出したときからめまぐるしく運命の歯車は回りだし、エデルはかけがえのないものを手に入れた。

「無駄ではありませんでした、けして」

　アランはエデルの薄茶の瞳が、決意に満ちた輝きを帯びたことに気がついた。

　ようやくエデルも手に入れたのだ。

　それは誇ほこりを持つ人間特有の、折れない心のきらめきであった。

　いい職人は、目つきが違う──。それは自分の仕事に、生き方に、誇りを持っているから。

「ならば新しい目標はこれから見つけろ。まぁ俺も、手伝ってやらないこともない」

「それは……その、アランさまも一緒に、探してくださるということでしょうか。目標のない私で大丈夫でしょうか」

「まぁ、大丈夫だろう」

　アランはからっとしたように言った。

「依い頼らい人にんのことを想って靴を作れる、というのは何よりも大切な資質だ。安心しろ──お前のことは、生しよう涯がいをかけて大切にするよ」

　エデルの顔はみるみる赤くなる。

　こそばゆくて、顔の熱がなかなか引いてくれない。

（落ち着いて、私。しょ、職人として大切にしてくれるってことだってば……）

　アランさまはときどき……驚くようなことを、さらっと言ってしまう人なのだと思う。

　アランはふと、コートのポケットから革表紙の本を取り出して、しまったというような顔をした。

「どうかしたんですか？」

「いや、お前にその靴がよく似合っていると言うのを忘れていた。肝かん心じんなことを言わないままプレゼントをしてしまったな……これはどうやらマナー違い反はんにあたるらしい」

「も、もう十分です……こ、これ以上は……」

「十分なものか。おい、ちょっとそこに座れ。やり直す。もう一回最初に履いてた靴を履け」

「このままで、だ、大丈夫ですからっ！　これ以上は心臓が……うわわ」

　エデルが胸を押さえて体をかがめると、ガラスドームの扉が開いて、ディックやジジが駆かけ寄ってくる。

「エデル！　就しゆう業ぎよう時間中にさぼりに行ったら反省文だって、おれちゃんと教えてやったよな!?」

　ディックの後ろで、ジジが安あん堵どしたように深いため息をついた。

「まじめなふたりがいつまで経っても帰ってこないから、さすがに気をもんだよ」

「す、すみませんでしたっ」

　エデルが深く頭を下げると同時に、扉の向こうからセスが顔を出した。

「おかえり、ふたりとも」

　ああ、帰ってきた。私の靴店へ。

　温かい出迎えに、思わず頰ほおがゆるむ。

　エデルは彼らに手を引かれながら夕ゆう闇やみの中を歩きだす。

　これまでになく、軽い足取りで。
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　カーレンは絶望の淵ふちにいた。

　ベッドシーツを握にぎりしめ、嗚お咽えつでのどを涸からしながら、とめどなく流れる涙なみだをぬぐうことも忘れてしまった。

　アラン・ディセントは、カーレンの憧あこがれの想い人であった。

　社交パーティで彼の姿を見かけてからずっと、カーレンはアランから目を離せなくなってしまった。

　彼と出会う前から、話だけは人づてによく聞いていた。気き味みの悪い靴くつの蒐しゆう集しゆうにいたく熱心であるということ。

　てっきり噂うわさ通どおりの変わり者かと思いきや、漆しつ黒こくの髪かみと秘密めいた青紫色の瞳ひとみ、そして背が高く引きしまった体つきをしていて、令れい嬢じようたちの視線を一身に集めていた。

　女性相手にはしゃべりすぎないところがあり、同じような雰ふん囲い気きを持つ妹いもうと、ルディアと並ぶ姿は神しん秘ぴ的てきであるとすら思えた。

　アランは社交の場に現れても、必要最低限の挨あい拶さつと仕事の話を終えるとすぐに父や妹に任まかせて姿を消してしまう。

　彼が父から受け継ついだ靴店の経営に忙ぼう殺さつされていると知ったカーレンは、さっそくガラスドームへ通い始めた。

　将来夫おつとを持つとしたら、彼のような人がいいと思った。

　凜りんとしていて影かげのある、美しい夫。彼に毎夜愛の言葉を贈おくられたら、どんなに幸せだろう。おまけにアランの事業は順調で、家いえ柄がらもある。

　カーレンは貴族ではなかったが、幸いなことに父親は貿ぼう易えき業ぎように明るい大商人で、アランとしてもディナセルク家と付き合いを密みつにするメリットがあった。

　カーレンはガラスドームのウィンドウに飾かざられた女性用の靴を、すべて持っている。

　新しく靴を作ってはすすんで社交の場に出かけ、この靴はシンデレラ伯はく爵しやく家けの靴店のものだと、自じ慢まんして歩いた。

　彼が世に発信したいと思ったものを宣せん伝でんする。それは自分の役目だと信じて、疑うたがうことなどなかったのだ。

　実際にその役割は、ルディア・ディセントが立りつ派ぱにこなしていたのだけれど──。

『カーレン。ディセント伯爵家は、いささか大きすぎる。いくらうちにお金があるといったって、あっちは王おう妃ひを出した家で、しかも勢いきおいに乗っている資し産さん家かだ。お前がアランさまのことが好きでも、彼に興きよう味みを持ってもらえなければただの醜しゆう聞ぶんになる。パパがいい結婚相手を見つけてきた。お前が恥はじをかく前に、彼と結婚しなさい』

　カーレンは、将来の結婚相手の肖しよう像ぞう画がを一度も見ていない。

　きっとアランほどの男ではない。失望するだけだ。

　カーレンはアランがよかった。アラン以外意味などない。

　パパは、わたしを応おう援えんしてくれると思ったのに……。

　家族という心強い味方を失うしなったカーレンは、雨のジンクスに賭かけることにした。たかだかおまじないだと笑い飛ばすことなどできない。何せこの国では、一足の靴で王妃がひとり誕たん生じようしている。恋の成じよう就じゆなどそれに比べればささやかなものだ。

　カーレンは体を折りたたむようにして丸め、足の親指を撫なでる。

　あの子はハンマートゥーだと言った。たしかにつま先の細い靴が今の流りゆう行こうで、最近はそればかりを履はいていた。親指の先せん端たんが痛いたみだすと、すぐに人差し指と中指の関かん節せつが腫はれ上がる。

　それでも強ごう引いんに靴に足をねじ込んだ。皮が剝むけようが血が出ようが関係ない。これがガラスドームの売りたい靴で、アランの望む社交界の姿なのだ。

　なのにあの子は流行遅おくれの丸いつま先の靴をすすめ、わたしを遠ざけようとする。人の気持ちも知らないで。

　カーレンは虚うつろな目を細めた。

　──いえ、あの子はわたしのことをよく知っていた。

（分かっているわよ、あの子は悪くない）

　靴が自分に合っていないことくらい、理解している。

　窮きゆう屈くつな靴に縛しばられると、自分がどんどん嫌いやな女になっていくということも、よく分かっている。

「悲しみに明け暮くれるお嬢じようさん」

　カーレンは枕まくらに押しつけていた顔を上げた。

「誰だれ……？」

「反対された恋をどうしても諦あきらめきれずに、ずっと雨を待っていたのですね」

　低い男の声だった。

　使用人に、この部屋には誰にも通すなと厳きびしく言いつけてある。

「いったい誰なの？　無ぶ礼れいじゃない、レディの部屋に勝かつ手てに入るだなんて」

「ご無礼をお許ゆるしください。僕ぼくはただの通りすがりの靴屋です」

「靴屋さん……？」

　カーテンの隙すき間まから月明かりが漏もれる。けれど男の顔はよく見えない。

　来訪者の姿を見み極きわめようとすれば、空に分ぶ厚あつい雲がかかる。

　闇やみ夜よが真実を吞み込み、すべてを覆おおい隠かくしていく。

「もう雨を待つ必要はありませんよ。あなたにぴったりの靴をご用意いたしましたから」

　男はそっとサイドテーブルに箱はこを置いた。

　カーレンは目をこらす。

　なぜか怪あやしい男よりも、箱の中身が気になって仕し方かたない。

「これであなたの望みは思うがままです、よきご決けつ断だんを」

「待って、あなたは……」

　カーテンが舞まい上がると同時に、男の姿は消えていた。

　カーレンはそろりと立ち上がり、サイドテーブルをたしかめる。

　赤く光こう沢たくのあるリボンがかけられた、美しい箱が置いてあった。

　ゆっくりと手を伸のばし、おそるおそる指先で触ふれようとするが、思いとどまる。

　得え体たいの知れない男が置いていったものだ。何が入っているか分からない。

　でも、この中には靴が入っているらしい……。

　願いを叶かなえ、わたしを楽にしてくれる靴が。

　カーレンはとり憑つかれたようにリボンをほどき、包ほう装そう紙しを引きちぎった。

　箱の中身は赤い靴だった。ガーネットが並ぶヒール部分を撫でる。指先が溶とけそうなほどに熱くなり、鼓こ動どうが速くなる。

（どうしたのかしら、わたし）

　なまめかしい革かわの感触が、どうしようもなく心を落ち着かなくさせる。

　カーレンは少しためらった。靴のつま先はとがったポインテッド・トゥーだ。

　足の腫はれはじくじくと、カーレンを苦くるしめていた。

　しかしすぐに迷まよいは消える。

　早く履きたくてたまらない。この靴はきっと、自分の望む未来へと連れて行ってくれる。

　腫れ上がったつま先を靴に入れる。驚おどろくほどにぴったりであった。少しも痛みがない。

（やっと、やっと痛くない靴を手に入れたわ！）

　カーレンは両手をかかげ、この世のすべてを祝しゆく福ふくしたいような気持ちに駆かられた。




　それが、カーレンが意識を失う前の、最後の出来事である。
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『カンディナールに通とおり魔ま現る！　被ひ害がい者しやは全員黒髪の男性。愉ゆ快かい犯はんの仕し業わざか？』

　アランはしかつめらしい顔で新聞をながめていた。

　彼の向かいの席には涼すずしい顔で朝食に手をつける、ルディアがいる。

「どう思う？」

「おいしいですわ、このオムレツ」

「そうじゃない、この記事についてだ」

　ルディアは不愉快そうに片かた眉まゆを上げた。

「お兄さまがみすみすお取とり逃のがしになった赤い靴の影えい響きようでしょうね」

　赤い靴が消えて六日目。

　カンディナールでは、夜な夜な黒髪の男が襲おそわれていた。

　犯人はすさまじい脚きやく力りよくを持ち、標ひよう的てきを追いかけ回す。ときには逃げた男を追おい詰つめるために壁かべを蹴けり壊こわすこともあるらしい。

　被害者は不幸中の幸いか、すり傷や打だ撲ぼく程てい度どの命に別べつ状じようはない怪け我がで済んではいるものの、次もそうとは限らない。

　警察はようやく動きだしたが、犯人の俊しゆん足そくに到とう底てい追いつけないでいる。

　ルディアはさくらんぼ色の唇くちびるを開いた。

「新聞に載のっておりませんが、どうやら犯人は若い女。ヒールの高い靴を履いているにもかかわらず、人間離れした速さで疾しつ走そう、壁を跳ちよう躍やくするそうですわ」

「どの筋すじの情報だ」

「ミッドレイ家のご子し息そくは、サーカス団をお持ちになっているの。カンディナールに巡じゆん業ぎよう中ちゆうですけれどご存ぞんじない？　ちょうど三人目の被害者がその団の道どう化け師しでしたわ。軽い打撲程度なら許せるので、ぜひ犯人をスカウトしたいそうです」

「相あい変かわらず、お前の情報網もうは海よりも広いな‥…」

「そしてもうひとつ」

　ルディアはフォークでぷすりとブルーベリーを刺さす。果か汁じゆうが飛んで、くろぐろとした紫がテーブルクロスに染しみ入った。

　行ぎよう儀ぎの悪い仕し草ぐさだが、不思議と人をぞくりとさせる。

　こういうとき、アランは自分の祖そ先せんの存在を意識する。悪あく女じよであったという、ディセント家の王妃のことを。

　ディセント家の子どもたちはシンデレラの要よう素そを強く受け継いでいると言われているが、具ぐ体たい的てきにどのようなところに現れているのかは本人には分からない。

「お兄さま。赤い靴を履いた女は、襲った男性にこうたずねるのだそうです。『ドレスと靴はもうあるの。舞ぶ踏とう会かいへ一いつ緒しよに行ってくださらない？』と。おそらくこの情報は明日あたりの新聞で公開されるでしょう」

　ルディアはメイドに合あい図ずをして、分厚い資料を持ってこさせた。

「今こんシーズンに行われるすべての舞踏会の招しよう待たい客きやくリストをご用意いたしました。ドレスと靴を新調できる経済力がある家で、十二歳から二十五歳までの女性に対象を絞しぼっております。私し見けんですが、おそらく長いこと恋人のいない女性か、それとは真ま逆ぎやくに既き婚こん者しや、そうでなくとも婚こん約やく者がいる女性ではないかと」

「なぜそう思う？」

「犯人が誘さそい文もん句くを残しているからです。恋に飢うえて必ひつ死しになっているか、決められた相手はいるものの絶望しているか……どちらにせよ想いを貫つらぬくためには積せつ極きよく的てきにならざるをえない状じよう況きようなのでしょう」

「……結婚の約やく束そくはしていないが恋人がいる女性があてはまらないのはなぜだ？」

「彼女たちはたいてい、幸せだからですわ」

　アランは眉根を寄せたが、立ち上がった。

「ともかく助かった、ルディア」

「ここから先はお兄さまの出番です」

「分かっている。必かならず靴を取り戻す」

　ルディアはブルーベリーを口に運び、舌したなめずりをした。

「お兄さまのご活かつ躍やくを期待しております。魔ま術じゆつ師しの靴を蒐集し、二度と世に出さないようにしなくては──それがわたくしたち、悪女の末まつ裔えいが背せ負おう運命」

　アランは空を見上げた。よく晴れている。

　今晩はカンディナールの空に数あま多たの星が出るだろう。

　赤い靴も、ひときわ輝かがやくに違ちがいない。
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　エデルはすき包ぼう丁ちようにさびがないかどうかをたしかめていた。

　作っているのは、カーレンの舞踏靴である。

　薄うす緑みどりに染そめられたなめらかな革を使い、つま先は丸みのあるラウンド・トゥー。

　レースパネルとレモンイエローのリボンを指先できれいに整ととのえながら、エデルはカーレンの顔を思い浮うかべる。

　拒きよ否ひされたにもかかわらず、同じデザインのものを作るなんて余よ計けいに怒おこらせるかもしれない。

（でも、カーレンさまにこの靴を、現物を触さわってもらいたい。デザイン画だけじゃどうしても伝えきれないから……完成品を見て、気に入ってくださるかもしれないし）

　カーレンの足の指の形を考こう慮りよし、つま先には特に気を遣つかった。

　エデルは完成品を持って、ディナセルク家へ向かうつもりであった。もう一度、ガラスドームで靴を作ってくださいませんかと。

　今行っているのは、甲こう革かわとなる部分の革すき作業だ。

　エデルは精神を集中するため目を閉じる。

　この作業は手元が狂くるえば命取りだ。革すきが正確に行えるかどうかが、靴の良よし悪あしの決め手になる。

　作成する靴にふさわしい厚みに整えられなければ、その後の縫ぬい作業に影響を及ぼす。何枚も革を重ねて作る靴の場合は、それぞれの革を均きん一いつに整えなくてはならない。

　一度ため息をつくと、エデルは包丁をそっと机つくえの上に置いた。

　気がかりなことばかりで、心が乱みだれている。

　カーレンのことと、もうひとつ気になっているのは、母の赤い靴のことである。

　あの靴はどこに行ってしまったのだろう？

　アランはいろいろと調べ物をしたり、街へ出かけたりしているようだが、依い然ぜんとして行方ゆくえはつかめていない。

（あの靴は人を不幸にする靴なんだよね……これだけ見つからないということは、やっぱり誰かの手に渡っている？）

　そもそも、靴はどうやって外に出られたのだろうか。中から扉とびらを蹴り壊し、窓まどガラスを割って出て行ったとしたなら、なぜもっと早くにそうしなかったのだろう。

　金庫を開けて靴を見ていたときも、動きはしたが大人おとなしいものだった。

　エデルのそばにいたときなど、逃にげるには何度も機き会かいがあったはずなのに。

　まさか……靴は自みずから逃げたのではなく、盗ぬすまれたのでは……。

　エデルはぶんぶんと頭をふる。

　あの金庫の中に靴が入っていると知っている人間は、ガラスドームの職人だけ……。

　靴が消えた夜に、捜さがすのを手伝ってもらって……。

　エデルは顔を上げる。

（違う。ジジさんとディックくんは、靴がなくなったあとに金庫に入っていたことを知ったんだ。それより前に赤い靴がお店にあること──そして靴箱が壊れたことを知っていた人は、アランさまと、もうひとりしかいない）

　彼には面接で、事情を話した……。しかも彼はアランさまの執しつ務む室しつにたびたび出入りもしている……。

「エデル、どう？　うまくいきそう？」

　心臓が止まりそうになる。

　落ち着かない胸むねを手のひらで押さえて、エデルは深く息を吸った。

「セスさん……」

「うん、やっぱりいい革だな。樹じゆ脂しで加工するときに気き泡ほうが入らないように注意しないとね。素材は結けつ局きよくピッグスキンのままにするんだ？」

　動どう揺ようを隠すために、エデルはセスから視線を逸そらす。

「……ええ。豚ぶたの革は軽いし足も蒸むれにくいので……。もしカーレンさまが今足に傷をこしらえていたら、なるべく衛えい生せい的てきに履いていただけるものいいかと思って……」

「いいんじゃない。今度こそカーレンさまに気持ちが伝わるといいね」

　まさか、彼であるわけがない。

　エデルは愚おろかな妄もう想そうを打ち消そうと、必死になった。

　セスはアランが信頼している職人のひとりで、何よりエデルのためにいろいろと心を砕くだいてくれた。

　それに彼には靴を盗む理由もない。

　いつもの後ろ向きな想像だ。たちの悪い癖くせによるものだ。

「そうだエデル、なくなった赤い靴のことだけどさ」

　まるで彼女の思考を読んでいたかのようにその話題に触れられて、エデルは再び心臓が早はや鐘がねを打ち始めるのを感じた。

「残ざん念ねんだったね。お母さんの遺い品ひん、まだ見つからないんでしょう」

「そう……ですね」

　エデルはなんと言っていいか分からない気持ちで、革を撫でながら答えた。

　聞けない。誰かに赤い靴のありかを教えたかなんて。

　彼を疑わないための質問も、結果的に他の誰かに猜さい疑ぎ心しんを向けていることになる。

「意い地じ悪わるな質問だけど、アランさんが盗とったとは思わないの？」

「え……？」

「アランさんはどうしても靴を封ふう印いんしなきゃいけない理由がある。だって人命がかかっているからね。あんなところに長いこと靴を閉じ込めておくのは、あまりいい状況とは言えなかったはずだ。『靴がなくなった』と噓うそをついて屋や敷しきに持って帰ったとしたって、おかしくはないよね」

　エデルはじっとセスを見つめた。

　彼の真意をはかりかねる。

「私はアランさまのことを、そういう風に疑ったことはありません。セスさんもきっと、そうなんじゃないかと思うのですが……」

「もちろん、そうだよ。アランさんは噓がつける人じゃないからね」

　セスは笑えみを浮かべた。

「でも、僕ならどうかな」

「え？」

「僕は君が魔術師の靴を持っていたことも知っているし、靴箱が壊れたことも知ってるよ。しかも君とアランさんが一緒に見み張はればいいと提案したのは僕だ。当然店の中に靴を置くことになる。きわめつけに僕は、噓をつくのに良りよう心しんの呵か責しやくはいっさい感じないときている」

　セスの表情が、少しずつ変化する。いつもの穏おだやかな笑みは消え、ただ貼はりついているだけのような、作られた笑顔を形づくる。

　エデルは一いつ瞬しゆん、すさまじい悪お寒かんに襲われた。

　まるで彼が人間ではなく──何かもっと別の、恐おそろしいものに変へん貌ぼうし、自分はその瞬間を見てしまったかのような錯さつ覚かくにとらわれる。

　もしくは、逆。人間ではない何かが、セスになりかわっていた……。

（落ち着いて。まさか、そんなはずない）

　エデルはセスの言葉と自分の想像を否ひ定ていした。

「セ……セスさんには、お母さんの靴を盗む、理由がありません」

「あの靴きれいだったなあ。それだけで十じゆう分ぶん、理由になるかもよ？」

「な、なんでそんなことを言うんですか。私、セスさんにいろいろとお店のことを教えていただきました。意地悪な人ではないって分かってます。それにセスさんは、あの靴を履けないじゃないですか……お、女おんな物ものですよ」

　セスはきょとんとした顔をした。

　それから、こらえきれなくなったように笑いだす。

「あはは！　そうだね、僕は履けないや。あれは踊おどり子この靴だもの。ごめんねエデル、君を試ためすようなことを言って」

　エデルはほっとする。ようやく、いつもの彼を取り戻したようだ。

　セスは夕焼けに染まる空を窓越しにながめながら、「そういえばさ」と話題を変えた。

「アランさん、少しの間店を空あけるからよろしく伝えとけって」

「店を空ける、って……？」

「エデル新聞読んでない？　最近、黒髪の男が次々と襲われる事件が発生してるんだよ。金きん品ぴんを奪うばわないで脅おどかすだけ脅かしていくってやつなんだけど」

　ガラスドームの新聞はアランが手て配はいしてくれており、エデルも目を通している。

「アランさんが言うには、それに赤い靴が関わっているんじゃないかって。街に出て調べてくるから、店のことはしばらくみんなに任せるってさ」

　初耳であった。

　赤い靴に関する情報はすぐに伝えると、アランは約束してくれていた。

「街に出て調べるって、黒髪の男性が襲われているんですよね……それじゃアランさまだって、危ないんじゃ」

「むしろ相手が襲ってくれるのを待っているんじゃないのかな。その方が闇やみ雲くもに捜すより話が早いからね」

　なんという無む茶ちやをするのだろう。今までが脅かすだけだったからといって、次も同じとは限らない。

（もし、アランさまに何かあったら）

　心をかき乱す記き憶おくがよみがえる。

　棺ひつぎに入った母の、傷ついた皮ひ膚ふと固く閉じられたまぶた。

　最さい期ごにエデルの手を力強く握った祖そ父ふの、ふしくれだった指先の感かん触しよく。

　愛する人間がそばをすり抜けてゆくときの、この上ない悲しみが。

　エデルは居ても立ってもいられなくなり、サテンシューズを脱ぬぎ捨て走りやすいサイドゴアブーツを取り出した。

「エデル、どこ行くの!?」

「す、すみません、今日は早退します！」

　エデルは駆け出していた。

（アランさまが危あぶない。彼が傷ついてしまったら）

　彼は、エデルの帰る場所を作ってくれた。

　師しを失い、母を失い、暗くら闇やみの中を進むエデルに新しい光を与えてくれた。

　その彼が今自ら危険に身を投じ、赤い靴を取り戻そうとしている。

（今度は、だめだ。失ったらだめだ）

　自分に何ができるのか分からない。もしかしたら何もできないのかもしれない。

　けれどこのまま気持ちをざわつかせながら工房で待つなんて、できそうもなかった。

　エデルは店を飛び出し、無む我が夢む中ちゆうで走りだした。
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　夕闇が消えゆく頃、アランはひと気のない細い裏道を進んでいた。

　小こ脇わきには布で丁てい寧ねいに包くるんだ長方形の箱がひとつ。

　彼が歩いているのは石いし畳だたみの坂道で、背の高い集合住宅の隙間を縫うように通っている。この住宅の多くは職人や商人の住まいで、日が暮れる頃は食べ物の匂においや子どもたちの笑い声でにぎやかになる。

　カンディナールは靴の街。多くの職人と、靴を求める人々が出会い、そして新たな一歩を踏ふみ出してゆく。

　ただしその一歩は『前』へ向かっていなければならないと、アランは思う。

「ようやく現れたか、『赤い靴』」

　アランは階段の上から自分を見下ろす、ガーネットの輝きをにらみつけた。

　アランの仕事は、ガラスドームで前へ進む靴を提てい供きようすること。

　そして、シンデレラの末裔として、持ち主ぬしを奈な落らくへと引きずりおろす靴を駆く逐ちくすることである。

「ルディアのリスト通りだな。舞踏会の招待状を持つ富ふ裕ゆう層そうの少女。襲われた男たちはみな、犯人がとある方角へ去っていくのを見ている──。ディナセルク家所有の、この界かい隈わいの土地へと。そして最近は婚約の話も持ち上がっていたそうだな、カーレン嬢？」

　赤い靴を履いた少女──カーレンは温度のない瞳でアランを見ている。

　彼女特有のはつらつとした愛らしさは、どこかに消えうせてしまったかのようだ。

　アランはくるんだ布をそっとほどいて、[image: Ⅹ]１[image: Ⅳ]４の靴箱を取り出した。

　封印具は壊れてしまったが、まだわずかばかり魔力の片へん鱗りんが残っている。今はこれに賭けるしかない。

　そのためには、まずカーレンからあの靴を脱がせてしまわなくては──。

　アランがねらいを定めたと同時に、カーレンは高く跳躍した。

（くそっ、持ち主の意志がないというだけであんなにも高く跳とべるものなのか!?）

　考える間もなくカーレンがアランめがけて着地しようとする。跳びすさって避よければ、石畳が崩くずれ、破は片へんでカーレンのふくらはぎが傷ついていた。

　よく見ればドレスもストッキングもずたずたで、おそらく靴を履いてからずっと、彼女の体は靴の好きなようにされてしまっているのだろう。

　彼女はだらりと体を起こすと、ひるむことなくアランを見た。

（早く脱がしてしまわなくては、このままだとカーレンが危ない）

　アランはディセント家に伝わる手しゆ記きについて、走りながら記憶を呼び起こした。

　魔術がかかった十四番目の靴。

　シンデレラの息子、ドゥーガルド・ディセントは数多の『魔術師の靴』の特とく徴ちようを書き残している。

『赤い靴』はその美しい姿で特に誘ゆう惑わくに弱いとされる十代の女性の心を魅み了りようし、靴を履くことですべてがうまくいくように錯覚させる能力に長たけていた。

　多感な少女たちは赤い靴を求め、実際に足を入れると驚くような軽さと息を吞のむような質感に恍こう惚こつとした感情をおぼえる。

　だがそれも、最初の一瞬だけだ。

　靴に足を入れたと同時に、心身共に自由を奪われる傀く儡ぐつの魔術が発動し、靴のいいように操あやつられてしまう。

　ドゥーガルド存命時に、小さな靴店に紛まぎれ込んだ『赤い靴』を買った少女がいる。靴は少女の体を奪い、足の持ち主が衰すい弱じやくし意識がない状態になっても踊り続けた。最後には村中の人間が少女を押さえつけ足を切断したとされている。

　その後、少女の足をつけたまま赤い靴は森の奥深くへと逃げ、行方知れずとなっていた──。

　自由を求める少女は、赤い靴を履いてはならない。

　赤い靴に関する記述は、この一文でしめくくられている。

　足を失ってでも自由をとるか、死をとるか──。

　できればカーレンの足を切りたくはない。彼女は靴が好きだし、あれほど舞踏会へ行きたがっていた。一生踊れない、靴も履けない体になるなど残ざん酷こくすぎる。

　それに彼女には、ほかに履いてもらいたい靴がある。

　自慢の職人が彼女のために考えた靴を。

「カーレン、こっちへ来い。俺が全部かたをつけてやる」

　アランは彼女を引きつけながら、坂の上へと走りだした。
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　エデルは胸を押さえ、荒い呼吸を整えながらあたりを見回していた。

　両手を膝ひざにつけ、情けなく肩かたを揺ゆらす。

（走ってきたのはいいけど……アランさま、どこに行っちゃったんだろう）

　すっかり夕焼けは落ち、空には暗闇が広がっていた。

　よく知りもしない街の夜には、底そこ知しれない恐きよう怖ふが秘められていると思う。

　けれどここで足を止めている場合ではない……。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　エデルは顔を上げた。

　見知らぬご老人が、エデルのことをじっと見つめている。

　ご老人と言っても、背筋はしゃんとしていて、顔つきもしっかりとしていた。

　ただでさえ人の顔を見て話すのが苦にが手てなエデルだ。記憶をたどったが、どうしても彼のことを思い出すことはできない。

　焦あせって口ごもっていると、老人はほがらかに言った。

「君、ガラスドームのとこの女の子だろう。新しく入った」

「は、はい」

「やっぱり、この間馬車に乗ってくれた子だよねえ」

　エデルは改あらためて老人の顔を見た。

　思い出した。市場へ行くときに、セスが呼んだ御ぎよ者しやだ。

「迷まい子ごかい？　乗せていってあげようか」

「あ、あのっ」

　エデルは勇気をふりしぼってたずねた。

「アランさまを捜しているのです。お、おじさまの馬車を使ってどこかへ行かれたということはないでしょうか？」

　よく知らない人と話すときは、相も変わらずどきどきする。

　エデルは意識的に背筋を伸ばした。あのライラック色のストラップシューズを履いたときのことを思い出す。

　ヒール靴を履いたときのように背筋を伸ばしていれば、相手の顔が見える。恐怖がほんの少しやわらぐのだ。

　これは、アランさまが教えてくれた大切なこと。

「おおい、誰かガラスドームのオーナーを見てないか」

　老人が体をねじって、馬車の後ろへと声をかける。

　そうっと覗き込むと、年ねん齢れいがばらばらの男性たちが、カードゲームに興きようじていた。

　テーブル代わりにした酒の空あき箱ばこには数枚のカード。そしてスライスした薫くん製せい肉にくやチーズなどの簡かん単たんにつまめるものと、残りわずかになった酒さか瓶びんが置いてある。

「俺たち、客が連れないときはたいていああやって賭けカードをしてるんだよ」

「は、はあ」

　酔よっぱらいの集団……おおよそ普段のエデルが話しかけられるような男たちではない。

「ガラスドームのオーナー？　悪いけど見てないねえ」

　男のひとりがそう言うと、チーズを口に放り込んだ。

　エデルはがっかりしたが、それを表に出さないように注意深くおじぎをした。

「そ、そうですか……ありがとうございました」

「とりあえずこのあたり一いつ帯たいの人間に聞いてみたらどうだ？　ガラスドームからよその街道に出るなら絶対この道を通ることになるからな。誰かしら見ているんじゃないか」

　カードの隙間から思いがけず茶ちや目めっ気けのある表情を覗のぞかせて、声の主が言った。

　エデルはエプロンを握りしめて、頭を上げる。

「本当ですか？」

「お嬢ちゃんよりこのあたりの地理には詳くわしいからな。がんばりな。あたりがついたら乗せていってやる。かわいいお姉ちゃんには五十オングまけてやるよ」

「しょぼっ、このチーズも買えねえじゃねえか」

　男たちがどっと笑いだしたので、エデルは再び礼を告つげてから走りだした。

　グラスストリートの道はまっすぐに伸びている。

　もう店じまいの時間で、扉に鍵かぎをかけている店も多い。

　それでも彼女は小さなこぶしで呼びかけた。

（だ……大丈夫。御者の人たちは思ったより怖くなかったし、きっとできる）

　胸むねの鼓動をなだめながら、人が出てくるのを待つ。

　窓のカーテン越しに明かりが点ともったのをたしかめ、エデルはできるだけ声が震ふるえないように、両足に力を入れた。

「いったいなんですか？　うちはもう閉店の時間で──」

「あ、あのっ……！」

　怯おびえている場合ではない。立ち止まっている場合ではないのだ。

　カンディナールにやってきたばかりのときとは、比べものにならないほどの積極性で人を捕つかまえてゆく。

　教会跡あとへつながる道を全速力で走るアランを見かけたという情報を手に入れるまで、エデルは扉を叩たたき続けた。
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　文句のない廃はい墟きよだ。

　アランはカーレンをここに連れてこられたことに、ほんの少し安あん堵どした。途と中ちゆう何度も追いつかれそうになったが、ときに道なき道を選えらび（どうやらカーレンの知識以上に彼女を動かすことはできないらしく、彼女の知らない道は靴の動きが鈍にぶくなる）、ここまで誘い込むことができた。

　坂の上の教会は移い築ちくのため取り壊しが決定し、長らくそのままにされている。

　アランは昼間ここに、カーレンを迎むかえ撃うつためのさまざまな準備をしてきた。

　ざり、と砂すなを踏みしめる音がして、アランは振り返る。

　カーレンだ。顔に表情はないが、靴からまがまがしい狂きよう気きを感じる。

「カーレン。今すぐ望みを手放し靴を捨てろ」

　彼女は無む言ごんで右足を引く。

　俊足の合図だ。アランの言葉はまったく届いてない。

　彼はガラス玉の破片を取り出し、カーレンが教会に進入した瞬間、それを宙ちゆうに投げた。

　すると紫色の鎖くさりが出現し、少女の動きを拘こう束そくする。

（ドゥーガルドの魔ま法ほう陣じんがいつまでもつか……しょせん素人しろうとの時間稼かせぎだ）

　靴箱館に残された資料には、封印を執とり行うにあたっての『万が一の対たい処しよ法ほう』というものがある。拘束の魔術もそのひとつ。

　シンデレラの末裔たちは、代が進むごとに体に流れる魔力が薄まっている。ドゥーガルドのように力をふるうことは、今のアランには不ふ可か能のうだ。

　カーレンは封印の鎖を引きちぎろうと、足を思い切り振り上げる。

「くそっ、もう無理か」

　赤い靴を脱がせようとカーレンの足首をとって靴裏をつかむが、びくともしない。足と靴が一体化しかけている。アランの脳のう裏りに、手記に綴つづられたおそるべき記述がよぎる。

（いや、切断はするべきでない。それ以外の方法を考えなければ）

　カーレンの体が震え、上半身をけいれんさせながら血を吐はいた。

「……!!」

　もう彼女の体は限げん界かいだ。無理に暴あばれ続けたおかげで、足だけでなく体の内部も損そん傷しようしているに違いない。どこかにぶつけたか、もしくは飲まず食わず眠れずの状態で過か度どな運動を続けたことが原げん因いんか。

　普ふ通つうの人間ならば休息をとるところだが、魔術に操られているおかげでそれすらも彼女には許されない。

（だめだ、もう命か足か、どちらかの選択になってしまう）

　彼女の足を諦めきれないのは、甘あまさか。それとも──。

「アランさま!!」

　扉の向こうから、か細く響ひびく声がする。

　アランは驚きに目を見張った。

「エデル……どうしてここに!?」

「ま、街の人に聞いてきました。果くだ物もの屋やのおばさんが、アランさまが古い教会の方へ走っていくの、見たって。途中まで馬車に乗せていただいて」

　エデルは息を切らしながら言葉を続ける。

　そのとき、カーレンを押さえていた紫の鎖が、粉こな々ごなに砕け散ちった。




（カーレンさま……!?）

　エデルはカーレンがゆらりと立ち上がる姿を、固かた唾ずを吞んで見守っていた。

　血だらけの足を引きずり、紫色に変色した唇からは赤黒い血が垂たれている。

　ドレスはあちこちひっかけた痕あとがあり、ペチスカートまであらわになっている。装そう飾しよく品ひんはちぎれ、ぽろぽろと髪飾りの真しん珠じゆが落ちた。

　あれは本当にカーレンなのだろうか。
















　顔つきがまるで違う。何もかも差し出し、からっぽになってしまった少女の空くう虚きよな表情だ。

　そして、傷だらけの足元で不ふ自し然ぜんなほどに鮮あざやかに輝く赤い靴。

「その靴は……」

　エデルはじっと靴を凝ぎよう視しする。

　信じがたいものが見えた。

　母の遺品は、カーレンの足の裏に貼りつく病やまいのようだった。黒くかすみがかった煙けむりが生き物のようにうごめいて、カーレンの足にまとわりついている。

　エデルは吐き気をおぼえたがどうにかこらえ、後ずさりをする。

（全然違う……赤い靴は、やっぱりおかしかったんだ。これは靴なんかじゃない、カーレンさまの命をどんどん吸い取ろうとする、何かおかしなものだ）

　少女の悲しみを餌えさに肥こえてゆく化け物。

　どうしてこの靴の異い様ようさに、今まで気がつかなかったのか？

　一度認識してしまうと、赤い靴が本来持っていたはずの美しさなど、もうわずかも感じられなかった。

　カーレンは獣けもののようにうなり、エデルの方へと向きを変えた。

「エデル、逃げろ！」

　アランが言葉を放つより前に、カーレンが動く。

　エデルはとっさに瓦が礫れきの陰かげに隠れ、カーレンの蹴りをやりすごした。

　壁にためらうことなく足を叩きつけたカーレンは、そのまま壁を直走し蹴り上げると、せりだした女め神がみ像ぞうに着地する。

　慈じ愛あいをふりまく女神像は頭から潰つぶされ、上半身が無む残ざんにも崩れ落ちた。

　エデルは息を乱しながら、恐怖に満みちた瞳でカーレンを見た。

　あんな動きを繰くり返してはカーレンの体がもたない。彼女は鍛きたえぬかれた兵士でも体術に長けた戦士でもない。ただのお嬢さまなのだ。足の筋肉はおそらく、一般女性の平均かそれ以下。

（あんなに恐ろしい靴だったんだ……それを知らずに、私は）

　すべては靴箱が壊れてしまったことから始まった。

　彼女にもしものことがあれば、エデルはおそらく一生、自分を許せないだろう。

「アランさま、なんとか彼女を止める方法は、ないんですか？」

　そばにやってきたアランに、エデルはすがるようにたずねた。

「カーレンを拘束し動けなくしたうえで靴を脱がすしかない。だが、もう靴と人体が合体しかけてしまっている……」

「そんな」

　それではもう、カーレンを救う手だてはないのか？

「カーレンさまはもう意識が残っていないのですか？」

「おそらく。よほど彼女にとって衝しよう撃げき的てきなことがあれば、効こう果かがあるかもしれないが……」

　言い終わらぬうちに、カーレンが跳び上がった。窓のステンドグラスを蹴り壊し、ふたりのいる場所にガラスの破片を降らせる。

　アランはエデルをガラスからかばうように突き飛ばし、カーレンに肩を蹴られた。

　すさまじい勢いでアランは壁に叩きつけられる。

「アランさま!!」

　ぴくりとカーレンの肩が揺れた。

　エデルはその瞬間を見逃さなかった。

（うそ……今、アランさまの名前に反応した？）

　ほんのひとときのことであったが、カーレンの動きが鈍った。

　カーレンにとって衝撃的なことなら、効果がある……。

（考えて、考えるんだ。カーレンさまのことを）

　彼女を助けることができるかもしれない。

　わずかな希望だが、今できるのはこれしかない。

　エデルは必死に思考をめぐらせる。

　気き性しようが激しく、きれいなドレスや靴に囲まれて生きるカーレン。

　最初に会ったとき、彼女はエデルに興味を示しめさなかった。

　担当の職人が辞やめていることは知っていた。けれど、あまりがっかりした様よう子すではなかった。

（奇き抜ばつなデザインを好このんでガラスドームに来ていたのなら、もっと私に関心を持つはずだった……後こう任にんになるかもしれない私のことに）

　アランがよろめきながら立ち上がる。

　こちらへ来るな、と合図をすると肩をかばうようにして何かを取り出した。

　真っ赤なガラス玉だ。いつか、エデルが靴箱館で見たのと同じもの。

　何か彼には策さくがあるのだ。それならば、エデルにできるのは足を引っ張らないようにすることと、引き続きカーレンのことを考えること。

　エデルは祈いのるように目を閉じて、カーレンとはじめて会ったときのことを再び記憶によみがえらせる。

（私のことよりも、カーレンさまはずっとアランさまを見ていた）

　そう。そしてエデルが女性だということにも、何かしら含ふくみを持った会話をしていたように思う。女性の職人は男性に比べれば圧あつ倒とう的てきに少ないが、このカンディナールは靴の街だ。まったくいないというわけではない。

　ガラスドームに女性の職人がいるということに不ふ都つ合ごうがあった……？

　そのとき、エデルはやっとひとつの答えにたどり着いた。

（そうか……考えてみればカーレンさまの想い人はひとりしかいない）

　彼への想いがあったから、カーレンはアランの名前だけは聞き取れたのだ。

　顔がよくて、お金持ちで秘密めいた男性。背が高ければなおいいというあの条じよう件けんに、アランはぴったりあてはまる。

（従業員に女性がいれば、たとえそれが私みたいな子でも……きっといい気持ちはしなかったと思う。それにカーレンさまは私のことでアランさまから厳しいことを言われてしまって、悲しい気持ちになったはず。アランさまの名前で反応したのも、それだけ強い思いがあったからだとしたら）

　彼女は結婚し外国へ行くのを嫌がっていた。おそらく、アランと舞踏会へ行くために、半年も前から靴を作り続けていた……。

　彼女は意識を失った今でも、アランのことを忘れていない。

　だとしたら、彼女の希望になりうるものがひとつだけある。

（雨だ）

　エデルは興こう奮ふんのあまりシャツの第一ボタンを握りしめた。

　カーレンがこの半年間待ち続けたもの、それは恋を叶える雨である。

　もし彼女が恋の成就を願って赤い靴を履いたとしたなら、それは十分に衝撃的な出来事になるのではないだろうか？

　ここには想い人のアランもいる。もしかしたら、どうにかなるかもしれない。

　エデルは崩れた屋根から覗く、群ぐん青じよう色いろの空を見上げる。

　これは賭けだ。今は星空がくっきり見えるほど晴れているし、エデルがやろうとしているのはたんなる子どもだましに過ぎない。

（怖いけど、それでも、ふたりを助けることができるのなら……怖くなんてない）

　本当に恐ろしいのは、蹴り飛ばされて怪我をすることではない。大事なものを、取り返しのつかないところまで失うことだ。

　アランがガラス玉を投げた。紫色の巨大な鎖が再び出現し、カーレンをとらえようとするが彼女はそれを巧たくみに避ける。

　赤い靴はまるで頭ず脳のうを持つ悪魔のようだ。

　近くにやってきたアランが声を落として言った。

「お前は逃げろ。俺が隙を作るから、そのときに」

「隙は私が作ります」

　エデルが迷いなくそう言ったので、アランは思わず彼女の横顔を見た。

　彼女から、普段の自信のなさが噓のように消えうせている。

「何か分かったのか？」

「カーレンさまが何を望んで赤い靴を履かれたのか、分かりました。といっても、その、たんなる推すい測そくなんですけれど。私が彼女を一瞬惹ひきつけます。アランさまには、カーレンさまに呼びかけていただきたいんです。そうすればもしかしたら、カーレンさまは靴を手放されるかもしれません」

「靴はカーレンと一体化しかけている。自分から脱ぐなんて」

「あれは意志の力で履くものではないのですか？　間ま違ちがっていたらその、すみませんが」

「いや、間違ってはいないが……どこでその話を？」

「いえ。でもあの靴はよくないもので、カーレンさまの生命を吸い取っていることは分かります」

　アランが迷い、二にの句くを継ごうとする前にエデルは立ち上がった。

「私、行きます。アランさま、呼びかけをお願いします」

　カーレンはエデルを視線でとらえた。

　いつでも飛びかかる準備ができるよう、ゆっくりと上体を沈しずめてゆく。

　エデルは目を閉じ、鼻からゆっくりと息を吸う。

（うまくいきますように）

　そっと指先で頰ほおに触れてから、手のひらを空へ向け、ゆっくりと割れた天てん井じようを見上げる。

　エデルがしたのは、ただそれだけのことだった。

　空は雲ひとつ見つからないほどに晴れていて、一ひと粒つぶの雨も望めないにもかかわらず、エデルはまるでたった今頰に冷たいものがあたったかのように、不安げに空を見上げたのだ。

　彼女が考えたように、とんでもない「子どもだまし」である。

　カーレンはぼんやりとエデルを見つめていた。

　そして、彼女も天井の割れ目を見上げる。

　成功したのだ。この、なんてことのないたくらみが。

「カーレン！」

　アランが呼びかけると、びくりと彼女の肩が揺れた。

「苦しいかもしれないが、耐たえてくれ。また共ともに歩きだすために」

　アランの魔法陣が彼女を包み、巨大な鎖が彼女の四し肢しに巻きついた。

　カーレンが咆ほう哮こうをあげる。苦しみに耐えかねて吐き出した、魂たましいの叫さけびだ。

　エデルはとっさに駆けだし、彼女の靴をつかむ。

（かたい。革が足と一体化して、カーレンさまの『皮』になろうとしているんだ）

「カーレンさま、しっかりしてください！」

　カーレンの足を包み込む邪じや悪あくな影は、赤い靴からはいあがり彼女の全身を包み込もうとしていた。

　靴のつま先から、血が垂れる。床ゆかに鮮せん血けつが散ったが、その血けつ痕こんはきれいに消えうせた。

　赤い靴はカーレンの生命を吸っておきながら、彼女の穢けがれをいまいましいもののように、徹てつ底てい的てきに拒否している。

　エデルは唇を嚙かむ。

（こんなもの、お母さんなわけがない。この靴はもう、優しくも愛らしくもない。アランさまの言ったことは正しかったんだ……！　これは魔術師の靴、不幸の靴だ!!）

　自分がこれを母と重ねていたことを悔くやむ。

　同時にエデルを突つき動かす、熱いものがこみあげてくる。

　靴は人の運命を変える。かつて、彼女の師はそう言った。

　カーレンの人生はこの靴のために変わってしまうのか？　この靴の持ち主だったとされる母の人生も？　一足の靴で、人は転ころがり落ちるように不幸になってしまうのか？

（いいえ、違う。靴は人を前向きに、歩きだすために変えてくれる。それを私はアランさまから教わった……）

　祖父から、靴を作る力をもらった。

　仲間たちから、孤こ独どくではないと教わった。

　新しいオーナーから、背筋を伸ばす勇気をもらった。

（不幸な靴はいらない。私は、これでも靴職人のはしくれだ。カーレンさまにふさわしい靴は、私が作る）

　だから、赤い靴と彼女を一緒にさせてしまうわけにはいかないのだ。

　エデルの目の色が、澄すみわたる水のように変化した。

　おぼろげな薄茶から、靴の色と同じ燃えるようなガーネットの色に。

　異い変へんを感じたアランが思わずエデルを見る。

「エデル……！」

　アランの呼び声も、彼女にはすでに聞こえていなかった。

「カーレンさま。アランさまのことを傷つけてはいけません。本当に一緒に舞踏会に行きたかったのは、アランさまなんでしょう？　だから、自分の心がなくなっても彼に似た人を探していた」

　黒髪の男性ばかりが襲われていたのではない。

　ずっとカーレンはアランの姿を追い求めていたのだ。

　靴に操られていても、心の奥底で燃え立つような恋心だけは消えずに残っていた。

　カーレンは鎖を引きちぎろうとしている。けれど、以前のような力強さはない。

「カーレンさまが先のとがった靴にこだわったのは、ガラスドームの試作品がそのようなものばかりだったからですよね？　アランさまはつま先の細い靴を好むと思っていた。だから、無理を押してでもそれを履きたかった」

　エデルは息継ぎをせずに続けた。

「恋をすれば、その男性に気に入られるように努力するというのは女性ならば自然な行動です。私の母も、昔そう言っていました。恋で女はどんな人間にもなれるのだと」

　赤い硝子玉が、火花を散らしている。

　アランは魔法陣の限界が近づいていることを悟さとり、カーレンの体を後ろから羽は交がい締じめにした。

「カーレンさま。私は経験不足で、カーレンさまの苦しみのすべては理解できないかもしれない。でも、きっとカーレンさまが前向きに歩きだせる靴を、一緒に作っていけると思います。アランさまはすてきな人です。私もそれを分かってる。カーレンさまとその気持ちを共有できる。誰よりも、カーレンさまのことを想って私は靴を作ります。あなたが自分をねじ曲げる必要はない、あなたのままで美しい靴を。赤い靴よりも、すばらしいものを」

　カーレンが足を振り上げる。エデルの頰を足先がかすめ、つうと血が垂れた。

「エデル、大丈夫か!?」

「平気です、私はちゃんと分かっています。靴の構造のことも」

　エデルは床に散らばったステンドグラスの破片を手にとった。

　先ほどカーレンが暴れた際に、砕け散った色硝子だ。

　彼女はそれを迷いなく握り込むと、ヒールベースの部分に間かん髪はつをいれずに差し込んだ。

　エデルの血を吸った硝子の破片が、真しん紅くに輝く。

　そして腐くさり落ちるように、ぼろりとヒールが外はずれた。

　赤いガーネットの宝石が、こと切れたかのように床に落ちる。

「そんな……魔術師の靴が物理的な攻こう撃げきで壊れるなど……」

　アランはなおも暴れようとするカーレンを押さえつけ、息を殺ころした。

　エデルの表情が変化する。

　決意と誇ほこりの色に染まった瞳、命を賭として戦う戦士のような顔つき、相あい対たいする者をすくませるような、激しく、にもかかわらず静かな威い圧あつ感かん。

　エデルは腕を振り上げ、もう片方のヒールベースに硝子を差し込んだ。

　ガーネットは抵てい抗こうするように鮮せん烈れつな光をまとう。エデルは渾こん身しんの力をこめ、手のひらがずたずたになるのも構わずに破片を押し込んだ。

「『赤い靴』。私があとでちゃんと直してあげる。あなたが本来あるべきだった、元の正しい形に。だから今は、カーレンさまから離れて！」

　エデルの瞳の輝きが、ガーネットのものよりも激しさを増したのと同時に──。

　ぽとりと、ヒールが落ちた。

　力を失ったカーレンは、アランの胸みねに倒たおれ込む。

　エデルは息を荒くし、首までびっしょりと汗をかきながら、ただ胸を上下させていた。

（体がものすごくだるい。どうしたんだろう、私）

　エデルは血まみれになった手のひらを見下ろす。空気に触れると痛むが、見た目ほど派は手でに傷ついてはいないはずだ。今はそれよりも大怪我をしている人間がいる。

「カーレンさま！」

　エデルは体を引きずるようにして、彼女の名を呼んだ。

「あなたにその靴は、必要ありません」

　エデルがそっと靴に触れる。不ふ思し議ぎなことに、あれほど汚よごれや血の付ふ着ちやくを許さなかった赤い靴に、エデルの血液がべとりとついた。

「脱ぎましょう、カーレンさま。私と一緒に靴を作りましょう。舞踏会にふさわしい、カーレンさまだけの靴を」

　アランはカーレンの体を支えながら、深く息をついた。

　カーレンのつま先から、ずるりと靴が抜け落ちている。

「……あなた」

　か細い声で、カーレンは言った。

「舞踏会まで、時間がないのよ……ちゃんとできるっていうの？」

　意識が戻ったのだ。

　エデルはせりあがる涙がこぼれないように、顔をまっすぐにカーレンへ向けた。

「必ず間に合わせます。カーレンさま、私の靴を履いてくださいますか？」

「……いいわよ。休んだら行くわ、ガラスドームへ」

　カーレンはそのまま、ぐっすりと眠りについた。
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　エデルは右の手のひらに巻かれた包ほう帯たいをそっと撫なでた。

　赤い靴くつが手元に戻ってきてから、すでに二日である。

　手の怪け我がは深いものではなかったが、職人としての自じ覚かくが足たりないとアランにさんざん怒おこられた。

　自分でも、無む茶ちやをしたと思う。靴を作れなくなるかもしれなかったのだ。

　カーレンも同じく病院に運ばれた。足の骨ほねにひびが入り、体はかなりの衰すい弱じやく状じよう態たいであったが、命に別べつ状じようはなく、来年になれば踊おどれるようになると聞いた。

　アランはエデルを自分の屋や敷しきに連れ帰り、静せい養ようをとらせた。

　医者に訴うつたえた体のだるさはもうすっかり消えていたが、アランはかたくなにエデルを寮りようへ戻そうとはしなかったのだ。

　彼もカーレンに肩かたを蹴けられていたが、幸い大怪我にはつながらず、すぐに仕事に復ふつ帰きした。いつも通りガラスドームの経営に勤いそしんでいる。

　ディセント家の客室は十じゆう分ぶんな広さがあり、カーテンやカーペットを青せい灰かい色しよくで統とう一いつしていた。花か瓶びんに活いけられたミモザの花は、落ち着いた雰ふん囲い気きの部屋に華はなやぎを添そえている。

　ミモザの暖あたたかな黄色に、心が慰なぐさめられる。

　今度、ミモザ色の靴を作ってみようか。ジジにお願いして飾かざり革かわに直接模も様ようを刻こく印いんするときのやり方を見せてもらえないか、頼たのんでみてもいいかもしれない。

　そう考えたとき、ノックの音がする。

「ど、どうぞ」

「起きたか。具ぐ合あいはどうだ」

　アランがやってきて、ベッドのかたわらに置かれた椅い子すに腰こしをかける。

「お屋敷の方がよくしてくださったので、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　清せい潔けつな寝ね間ま着きもよく冷ひやした水も、エデルが望む前に用意されていた。

　朝食を少し残してしまったら、すかさずこんもりと盛ったフルーツが運ばれてきてエデルは面めん食くらってしまった。どうやら使用人たちは、何がなんでもエデルに食べさせるようにとアランに命じられていたらしい。

「アランさま。赤い靴を靴くつ箱ばこ館かんにお預あずけするの、少し待っていただいても大丈夫でしょうか。きれいにお直ししてあげたいんです」

　どんな靴でも、壊こわれたままではかわいそうだ。

　自分であの靴を壊してしまったが、あれは母の大切な遺い品ひんだった。できるだけきれいな状態で、靴箱にしまってあげたい。

「あの靴と、お前の母親のことなんだがな」

　アランが改あらためてそう切り出したので、エデルは背を正した。

「店を離れている間に調べさせて分かったことだが、あの赤い靴はヴァイオレット・ファーの持ち物ではなかったそうだ」

「どういうことですか……？」

「あの靴は、次の舞ぶ台たいの衣い装しよう道具一式の中に紛まぎれ込んでいたそうだ。ヴァイオレットは公演終了後に、新作に向けて衣装合わせの予定を入れていた」

　ヴァイオレット・ファーの楽屋に新しい衣装が届いたのは、彼女が最後の舞台に上がってから。

　つまり、母は赤い靴を履はくどころか、靴箱の蓋ふたすら開けていないことになる。

　赤い靴は劇げき団だんの衣装リストに入っておらず、彼女の死後に「おそらくヴァイオレットの私し物ぶつだろう」と判断され、遺体とともにエデルのところへ渡ってきたというのだ。

「では……母の事じ故こは、赤い靴と関係ない……？」

「そういうことになる。劇団の衣装係や出入りの裏うら方かたの何人かに確認をとっているので、ほぼ間ま違ちがいはないだろう」

　エデルは胸むねにひっかかるものをおぼえた。

「なら、なぜあの靴は母に似た仕し草ぐさを……」

「魔術師の靴は、普通の靴ではない。持ち主のお前に影えい響きようされたのかもしれないな」

　母を恋しく想う気持ちが、靴を動かしていた。

　そういえば、あの靴はエデルの知っている曲ばかりを踊っていた。

　幼おさない頃に別れてから母は数えきれないほどの作品に出演したにもかかわらず、エデルの見たことがあるものだけを。

「もうあの靴は魔力がないから、お前に戻しても構かまわないぞ」

「いえ、いいんです。あの靴はお母さんじゃないって、もう分かりましたから……。靴箱館に保管していただいた方が、ずっと……」

　アランがエデルの目元にそっと触ふれる。

　視界に透とう明めいな膜まくが張り、やがてこぼれ落ちてゆく。

　エデルは泣ないていた。

　母が亡なくなったと聞いてからずっと、心の内に秘めてきた悲しみが、今ようやく現れたのだった。

　靴は母ではなかった。もう彼女はこの世にいないのだと、これではっきりと証しよう明めいされた。

「母とはずっと、離れて暮くらしていたけれど……やっぱり、悲しいですね」

　エデルは無理に笑おうとしたが、アランは首を横にふった。

「つらいときは、泣いて叫さけんでいい。何度も教えただろう」

　迷まよったが、もう心がかたむいている。

　嗚お咽えつを漏もらすと、アランは胸を貸してくれた。エデルは彼にすがりつき、子どものように泣きじゃくった。
















　アランはエデルの肩のあたりでさまよわせていた手を、そっと彼女の背中に回す。

　温かいぬくもりに包まれると、エデルはさらに強くしがみついた。

　今は少しだけ休みたい。この大きな悲しみから立ち上がるために。

　前へ進める靴は、もう持っている。

　私はひとりではない。手助けをしてくれる人が、ここにいるから。
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　時はほんの少しさかのぼる。

　教会跡あと地ちに、一匹の小さなハツカネズミが迷い込んだ。

　もともと廃はい墟きよであったこの場所は、少女たちの戦いの末すえさらに損そん傷しようし、今にも崩くずれ落ちそうな気け配はいだ。

　ネズミは散ちらばったガーネットの欠片かけらに鼻をつけ、くんくんと匂においを嗅かいだ。

　薄うす闇やみをまとった煙けむりがネズミを囲い、やがて姿を変えていく。

「あーあ。まさか壊されちゃうとは思わなかった」

　ふわふわの金きん髪ぱつに、知的な緑色の瞳ひとみの青年が煙の中から姿を現した。

　清潔そうな白のシャツに、チョコレート色のエプロン。ガラスドームで職人をとりまとめる、温おん和わな青年──セスの姿だ。

「せっかく見つけた面おも白しろい靴だったのになぁ。やっぱりただの一方的な恋心じゃ、たいした魔力にはならなかったね」

　ガーネットに唇くちびるをつけ、セスは魔力を吸い取った。

　カーレンの生命から吸い上げたみずみずしい少女の魔力。

　おいしいが、たいした力にはならない。

　だから少女の恋は重みがなくて嫌いやなのだ。

　想い人よりさらに魅み力りよく的てきな人間が現れた場合、すっとかすんでしまうような恋は特別なものではないから。

　歳を重ねた女の、退たい路ろをふさがれたような愛に比べれば、どうしても劣おとる。

　セスは物足りないような気分になりながら、血けつ痕こんのついたガラスの破は片へんを拾ひろった。

　しびれるような感覚がある。魔力を感じるときのあかしだ。

「やっぱり、エデルは僕ぼくたちの仲間だったか」

　セスは破片をそっと布でくるんで、ポケットにしまう。

　百五十年前の異い端たん狩がりからひそかに生き延のびた魔ま術じゆつ師したちは、その力を大きく失うしない満足に魔力を扱あつかうことが叶わなくなった。

　セスのような当時からさらに第五世代までくだる魔術師となると、ほとんどがごく短時間だけ姿を変える魔法や、簡かん単たんな脅おどかし程てい度どのものしか使えない。

　シンデレラの死後、魔術師たちはその力を隠かくし、ごく普通の人間として社会に溶とけ込むようになった。

　けれど、彼らは望みを捨てたわけではない。

『もしもの保険』として、全盛期時代に魔術をかけた靴をばらまいていた。

（それにしても、シンデレラ人気にあやかって『靴』とは、ご先せん祖ぞさまもうまくやったものだ）

　あまり知られてはいないことだが、靴の始まりは、古代のまじないからきている。

　人間たちがまだ裸足はだしで土を踏ふみ荒らしていた時代、集しゆう落らくができ、やがて小さな国ができ、人々は互たがいを愛し合い、そしてささいなことで憎にくみ合うようになった。

　愛する者を他者の侵しん略りやくから守るため、生み出された魔術の道具──それが靴の原型となる『踏みつけ石せき版ばん』である。

　憎き相手の絵を彫ほった石版を足の形に削けずり、統とう治ち者しやたちはそれを踏みつけることで強力な魔術を展てん開かいしていた。

　やがてそれが進化を遂とげ、現在の靴となったのだ。

　シンデレラを王宮へ導みちびいた魔術師たちは、踏みつけ石版の原理を利用し、最も魔の力に影響されやすい少女たちの靴を作った。古来から男性よりも女性の方が強い魔力を有しており、女性はえてして身を飾るのが好きだったからだ。

　靴を介かいして魔力を集め、かつての権けん威いを取り戻すために。

「でも、くだらないよねそんなこと。時代は確実に進んでいくのだから」

　セスは壊された女め神がみ像ぞうに向かってそう言った。

　魔術師の復活に対して、セスはさほど興きよう味みを持っていなかった。力を得たところで、結けつ局きよく歴史はただ繰くり返されるのみではないかと、彼は思う。

　ならば、自分はなんのためにカーレンを陥おとしいれ、危険にさらしたというのか。

　決まっている。魔術師の靴が、完かん璧ぺきだからだ。

　セスの腕をもってすら同じものは作れないほどの整ととのった造ぞう形けい、持ち主ぬしに合わせて自じ在ざいに変わるサイズ、泥どろの中を歩こうがけして汚けがされない甲こう革かわ。鋼はがねのように強く、潔けつ癖ぺきなまでに美しい。

　魔術師の血を引くセスが靴に魔力をこめたとしても、あれほどのものにはならないだろう。

　そして靴は履く人間が現れて、はじめて真しん価かを発はつ揮きする。

　魔術師の靴は少女の生命を吸ったとき、惚ほれ惚ぼれするほどにきれいだ。

　セスは見たかった。靴がみずみずしく輝かがやくさまを。

　彼はたいした魔法を使えるわけではないが、ネズミに姿を変え、カンディナールに生せい息そくしている野生のネズミに呼びかけることはできる。数に頼れば金庫を破は壊かいし、内側から鍵かぎをかじって潰つぶすことなど造ぞう作さもなかった。いかにも靴がひとりでに扉を蹴やぶったように見えたことだろう。

「赤い靴のことは残ざん念ねんだけれど、貴き重ちような同どう胞ほうの存在が分かっただけまぁいいか。しかもエデルは僕よりもずっと強い力を持っている……」

　今すぐ彼女をさらって、隠かくれ里ざとへと向かおうか。

　セスの故郷であるその場所には、何足か魔術師の靴が残っている。

　彼女が魔術師の靴を履いたなら、かつてのシンデレラのように強い魔力を得ることになるかもしれない。

　仲間は彼女を歓かん迎げいするだろうし、セスはエデルの足元で生まれ変わる靴を見ていられる。──おそらく、カーレンのときよりもずっと、靴は美しくなる。

　少し考えたが、セスは首をふった。

　なかなか靴職人としての隠れ蓑みのも気に入っている。それに自分がエデルと消えれば、シンデレラの末まつ裔えいを見み張はっておけなくなる。あの店に入るだけでも、なかなか苦く労ろうしたというのに。

　彼女のことはしばらく様よう子す見みだ。靴職人としても魔術師としても、どう成長するのか先が楽しみである。

「エデルはすごいなぁ。久しぶりに十代の女の子に興味がわいたよ」

　セスは薄く微笑ほほえんで、床に散ったステンドグラスが反射する光を、しばらく見つめていた。
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「それで、わたしにその靴を履いてほしいって言うのね」

　カーレンは車椅子の上で、尊そん大だいに胸をそらす。

　ガラスドームの客室で、エデルとカーレンは向かい合っていた。

　彼女の前には、薄うす緑みどりのストラップシューズが一足、レモンイエローのリボンを垂たらして置いてある。

「足の型はこれから調整いたしますが、次の舞ぶ踏とう会かいではこれを、いかがでしょうか。お座りになっていてもレースパネルは見えますし、その、エナメル加工ですからシャンデリアの明かりが反射してきれいではないかと」

「わたし、舞踏会には行かないわ」

「えっ、だって」

　エデルは知っていた。アランがカーレンのために、迎むかえの馬車を手て配はいしていたことも。

　座ったままでも料理や雰囲気は楽しめる。

　彼は舞踏会の夜、カーレンをエスコートするつもりであった。こうなってしまったことの責せき任にんを感じていたのである。

　カーレンはさっぱりとした口く調ちようで言った。

「婚こん約やく者しやに会うことにしたのよ」

「海の、向こうの……ですか」

「ええ。といっても彼がこっちに来るんだけど。はっきり手紙に書いてやったの。わたしはカンディナールを離れるつもりはないし、オルハラ国の舞踏会が好きだからって。シンデレラみたいに注ちゆう目もくを浴あびて生きる、冴さえた女の子でいたいってね」

　そうしたらね、と彼女は続ける。

「いいですね、私もカンディナールを見てみたいです。ぜひ案内していただけないでしょうか、って返事がきて。てっきり相手は怒りだすと思っていたから拍ひよう子し抜ぬけしたわ。肖しよう像ぞう画がを見てみたら結けつ構こう子どもっぽい顔をしていたし、まだまだ好こう奇き心しんの強いお坊ぼつちゃまってところね、きっと」

　言いつつ、彼女はまんざらでもなさそうである。

「正しよう直じき、まだアランさまのことを見るとどきどきするし、ちょっとばかり未み練れんはあるけれど。不ふ思し議ぎね、目が覚めてからずっと、心が軽いのよ。熱が冷さめたっていうのかしら」

　赤い靴を脱ぬいだせいかもしれない。彼女の気持ちすらも、あの靴が吸い上げてしまったのだろうか？

　これがいいことなのか悪いことなのか、判断がつかない。

　エデルは用心深くカーレンの表情を観かん察さつする。

　瞳はみずみずしい光を宿やどし、頰ほおは薄うす紅べに色に染そまり、血色のよい唇から飛び出す言葉には力強さがある。

　悪いものは感じ取れない。むしろ顔に生せい気きが宿っている。

　思ったよりもカーレンの精神が安定しているようで、エデルはほっとした。

「まぁ、そろそろほかの誰だれかを好きになってみようかなって思えるくらいにはなったわ」

「婚約者の方ですか？」

「まだ会っていないもの。それに、どうしても外国には行きたくないし、気に入らなかったら直接断ことわってやるわ」

　エデルは微笑んだ。この勝ち気な愛らしさこそ、カーレンらしさだ。

「では、この靴は作り直した方がよろしいでしょうか。パンプス型でなくもっと馬車でもくつろげるような形のものに……」

「このままでいいわよ。ただし足を怪我したから、サイズは計り直してもらいたいけど」

「ほ、本当ですか……!?」

　エデルは驚おどろいて目をしばたたかせた。

「なによ、失しつ礼れいね。わたしのこと、文もん句くばっかり言っている嫌な子だと思ってるんでしょう」

「と、とんでもないです」

「別に舞踏会とか、流りゆう行こうとかにこだわらなかったら、あなたの靴でもまぁまぁかわいいんじゃないかと思っただけよ。でもちゃんと流は行やりの靴を勉強してよね。それで、わたしが気に入るようなやつを考えておきなさいよ」

「わ、分かりました」

「まったく、のろまなんだから。これがわたしの新しい職人だなんて……なによ」

　エデルが顔をほころばせたので、カーレンは眉まゆを寄せた。

「あ、あのうれしくて。カーレンさまが私のこと、新しい職人だって言ってくださったから。これからたくさん、カーレンさまの靴を作れるなって思ったら、すごく楽しみになってしまって」

「あなたねえ、まじめに仕事しないとアランさまに言いつけるわよ！」

「ひいい、ごめんなさい!!」

　エデルは気を取り直して、カーレンの前に向き直った。

「カーレンさま。赤い靴を履いていたときのことは、やっぱり今も思い出せないでしょうか」

　カーレンは目覚めたとき、赤い靴を履いている間に起こったことを、何もおぼえてはいなかった。

「……そうね。悪いけれどまったく記憶にないわ。気がついたら病院にいたのよ」

「靴はどうやって手に入れられました？」

「部屋に誰かが持ってきたわ。でも、顔は見えなかった。声は低くて、たぶん男ね」

　やっぱり、誰かが靴をカーレンに手渡したのだ──。

　赤い靴を盗み出し、カーレンをそそのかしたのは誰なのか……。

　エデルの頭に一いつ瞬しゆん、金髪の職人の顔が浮うかぶ。彼女はかぶりをふって、想像を消し去った。

　なんでも最悪の展開を考えてしまう悪い癖くせ。よくないことだ。

　それに、赤い靴は魔力を失ったのだ。

　この事件に関して、もうこれ以上の被ひ害がいが出ることはない。

「婚約者の方、素敵な方だといいですね」

「アランさまほどじゃないでしょうけどね」

　注ちゆう文もんはたしかに承うけたまわった。エデルは彼女の車椅子を押して店の玄げん関かんに出ると、空を見上げた。

「カーレンさま」

　エデルは大切な秘密を共有する仲間に打ち明けるように、小声で告つげた。

「湿しつ気けが出ています。明日は、雨が降るかもしれません」

「余よ計けいなお世話よ、あなた」

　カーレンの顔には笑みが浮かんでいる。

　エデルは彼女が進む方向に暖かい雨が降るように、精せい一いつ杯ぱいの祈いのりをこめた。
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　靴箱館は、しんと静しずまり返っている。

　アランは赤い靴の靴箱をそっとテーブルに置いた。

　本日、閉店後にエデルがここにたずねてくることになっている。

　赤い靴の修しゆう繕ぜんが終わったのだ。

　思えば今まで、これほど苦く戦せんした靴の蒐しゆう集しゆうもなかったかもしれない。はじめから終わりまで、すべてが例外づくしだった。

　そしてその中心には、いつもエデル・アンダーソンがいた。

　アランの脳のう裏りに、カーレンと対たい峙じし瞳を真しん紅くに変えた彼女の顔がはっきりと残っている。

　エデルの瞳の色は、赤い靴がカーレンの足から抜け落ちると同時に薄茶に戻っていた。エデル本人は自分の顔を見ていないし、カーレンは記憶を失っている。知っているのはアランだけだ。

　──エデルについて、考えるべきことがある。

「お兄さま」

　かつかつとヒールを鳴らす小こ気き味みよい音が響ひびく。

　ルディアが深しん刻こくそうな表情で、アランのもとへとやってきた。

「お話があるというのは、例の赤い靴のことですのね」

「ディセント家にとって、重要な話だ」

　靴箱たちはふたりの兄妹を、四し方ほう八はつ方ぽうからじっと見守っている。

「──赤い靴が魔力を失った」

　アランがそう言うと、ルディアはいぶかしげに眉を上げた。

「まさか！　ありえません。術者の魔術師が死のうとも、魔術は未み来らい永えい劫ごう有効なはず。だからこそわたくしたちが回収にあたっているのではありませんか」

　百五十年前から脈みやく々みやくと受け継つがれた魔力が消えてしまうなど、前例のないことだ。ひとりでに魔術が解除されるならディセント家は苦労して靴を集めたりしない。

　だが今回の事件では、ありえないことが何度もあった。

　エデルが赤い靴の誘ゆう惑わくに屈くつしなかったこと。彼女が誰にも聞かずに靴の性質を見分け、本能的に解決策を見み出いだしたこと。彼女の手によって靴は壊され、彼女の言葉によってカーレンが正気を取り戻したこと。

　きわめつけは、赤い靴が『ただの舞踏靴』になり下がったことである。

「俺は、彼女が魔術師の血を引く生き残りなのではないかと思っている」

「……まさか」

　魔術師たちは裁さい判ばんにて一いつ掃そうされ、駆く逐ちくされたはず。

　王族たちは魔術師のたくらみに気がついたのだ。

　彼らがシンデレラを通じて、オルハラ国の君主の座を望んでいることに。

「彼らは王宮で勢力を強めすぎた。靴を作ってはばらまき、生いけ贄にえの力で魔力を蓄たくわえてきた……ほとんどの魔術師は処しよ刑けいされたが、その残った魔力で生き延びた者もいるだろう」

「あの子の祖そ先せんもそのひとりだとおっしゃるのですか？　ならばなぜあの子は平へい凡ぼんな靴職人として生きているのです。赤い靴を破壊するほどの力があるとしたら、今まで仲間の魔術師に放っておかれた方が、おかしいくらい……」

　ルディアは口元に手をあてた。

　エデルに関する情報を集めたのは、彼女だ。

「まさか、ヴァイオレット・ファーは気づいていたのですか。彼女が生せい来らい持ち合わせた力に。だから人知れずフロンデのような田舎いなか町に、娘を置いていったと」

「俺はエデルの父親か母親のどちらかが、魔術に関わる者だったのではないかと見ている。可能性として高いのは父親だろう。母親が魔術師ならば、女優のような目立つ仕事は避さけるはずだ。それに恋人の正体を知ったヴァイオレットが結婚を諦あきらめた理由としては十分だ。エデルは父親の遺い伝でんを強く受け継ぎ、目立つ仕事をさせてはいずれ魔の者に目をつけられると思った。だから劇団には置いておけなかった……」

　エデルの母親は娘を捨てたのではなく、守ったのだとしたら？

　彼女の祖そ父ふがすべてを知ったうえで父親を捜さがすことを禁じ、両親を頼らずひとりで生きていけるように技術を仕込んだのだとしたら？

　エデルの見けん解かいに反して、ヴァイオレットとデルタが協力し彼女を隠していたのだとしたら？

　エデルはおそらく自分の生まれについて何も知らなかった。

　今回の事件は、彼女の中に眠った能力を覚かく醒せいさせてしまったのかもしれない……。

「どうなさいますの、お兄さま」

　ルディアが心配そうな声をあげた。

「あの子はガラスドームの職人である以前に、わたくしたちの敵てきになりえるかもしれません」

「この先のことは決めてある。お前は引き続き、エデルの父親を捜してくれないか。そして見つかったら、俺にだけ教えてくれ。けしてエデルと鉢はち合あわせないようにする」

「……すべてを背せ負おうおつもりなのですね」

　ルディアは諦めたように言った。

　カーレンの履いた靴に触れ、ぞっとするほどエデルは美しくなった。

　アランは思う。その事実を知っているのは、自分だけでいいと。

　何者にも彼女のあのような姿は見せるべきではない。

（あいつを魔術師なんぞにとられるなんて、冗じよう談だんじゃない）

　アランはあのときの──エデルをまるで別人のように感じた教会の夜のことを思い出すたびに、落ち着かない気持ちになる。

　屋敷に彼女を置いている間、何度もエデルの顔を見たくなり、たびたび客室へと足を運んだ。

「それにしても」

　ルディアは言葉を切った。

「エデル・アンダーソンにずいぶんと入れ込んでおられますのね。ただの職人とオーナーのようには見えませんわ」

　アランは言葉に詰つまる。

「そ、それはあいつに身寄りがないからで……」

「もう分かっておりますのよ。お兄さまが誰に指し南なん書しよのテクニックを実じつ践せんされているのかは。隠しだてはおよしになって」

「別に変な意味で参考にしているわけではないと言っているだろう。それにあいつは、普ふ段だんはモルモットなみに頼りなくて、見ていられないというか」

「普段は、ということはそうでないときもあったということですのね」

　アランの脳裏に魔術師の靴に触れたエデルの顔が思い浮かぶ。

　真紅に染まる神しん秘ぴの瞳と、女王のように毅き然ぜんとした表情、それから……。

「お兄さま」

　ルディアは微笑んだ。

「もしそのときに、彼女のことを一度でも魅力的に感じたのなら、お兄さまはすでに恋に落ちていますわ」

　アランはよろめいた。

　まずい、と思う。

　耳まで熱をはらんでいるということは、とてもルディアに見せられないような顔をしているのに違いない。

「ようやく女性を家に連れてきてくださったかと思えば、とんだ障しよう害がいがおありの恋のようですわね。でもいいですわ、その方がずっと燃えますもの」

「お前、何を勘かん違ちがいしているんだ。俺はオーナーとしてだな」

「では、例の本の第二巻はお友達に貸してさしあげてもよろしいかしら」

　アランはぐっと黙だまって、眉根を寄せる。

「……暇ひまつぶしに見ておくから、あとで持ってきてくれ」

　ルディアが忍しのび笑いをすると、使用人が来客を知らせてくる。

「お邪じや魔ま虫むしは退たい散さんした方がよろしいですわね」

　ルディアは目を細めてそう言うと、客きやく人じんと入れ違いに館やかたを出て行く。

　来訪者は扉とびらの向こうから、おずおずとこちらを窺うかがっていた。

　エデルだ。

　魔術師の子であろうとなんだろうと関係ない。

　靴箱館にたずねてきたのは、ひとりのちっぽけな少女で、誇ほこり高き靴職人なのだ。
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　オーク製の靴箱の蓋を閉じると、アランが釘くぎと金かな槌づちを取り出した。

　革を磨みがき直し、ヒールを再び装そう着ちやくした赤い靴は、一ひと粒つぶのガーネットを欠かかした以外には完璧に元通りの形をしていた。

　欠けたガーネットの部分には、靴箱の赤い硝子玉を使った。

　色はもちろんガーネットと比べれば薄く透明感があって、違い和わ感かんはある。

　エデルは赤い靴をじっと見下ろし、そして静かに微笑んだ。

　一粒のガラス玉。不幸をぬぐい去った靴にはふさわしい装飾のように思う。

「本当にいいんだな？」

「お願いします」

　アランは靴箱に釘を打ちつけた。

　この靴は、靴箱館に永遠に保管してもらうことに決めたのだ。

　たとえ魔力がなくなったとしても、エデルはこの靴を履くことはないだろう。

　母の舞踏靴を作ることは、憧あこがれであった。

　そしてこの靴は、エデルにとって都合のいい夢を見せてくれた。

　アランの腕の中で泣き、すっかり悲しみが枯かれ果てたとき、エデルの胸にはすでに別れの決意がついていたのだ。

　過去と決別し、新たな未来を歩むと。

　鳥かごのようなカボチャの紋もん章しようが刻きざまれた、靴箱の蓋をそっと撫でる。この紋章はディセント家、シンデレラ伯はく爵しやく家けの印しるし。

「アランさま」

　エデルはすっと背を伸のばして、彼を見つめた。

　靴は履き替えてきてある。彼の贈おくってくれたライラック色のストラップシューズ。ミルク色の薔ば薇らの装飾が、エデルが動くとふわりと揺ゆれる。

　これを履いたなら、きっと思っていることが言える。怖こわがらずに、素す直なおに、彼の瞳を見つめることができる。

「私のこと、改めてガラスドームの職人として迎えていただけませんか」

　やっと目もく標ひようが見つかった。

　カーレンを見送ったときに、エデルにははっきりとそれが分かったのだ。

「今までは赤い靴のことがあって私を雇やとってくださっていました。たくさんご面めん倒どうをおかけしましたがアランさまは私のことを、ほかの方と分け隔へだてなく、むしろそれ以上に支えてくださいました。ですが、その私、目標が見つかったんです。だから改めて……ふがっ」

「いきなりすらすらしゃべりすぎだ。落ち着け」

　鼻をつままれて、エデルはようやく自分が普段では考えられないほどの早口でしゃべっていたことに気がついた。

　エデルはゆっくりと息を吸う。

「私、これからもオーダーメイドの靴を作りたいです。カーレンさまのように足のことでお悩なみみの方に、満足していただける……そして、できればとっておきのお出かけのときに選えらんでいただけるような靴を作りたいんです」

「職人としては基本的な目標だな」

「はい。私は今まで家族のために、一方的な願いのために靴を作ってきました。だからずっと、基本すらもできていなかった。なんのために靴を作るのか、私は理解していなかったんです」

　ひとりよがりな願いだけを希望に据すえて、エデルはひたすら技を磨き続けた。

　今はそれが、とても勿もつ体たいないことであったと思える。

「でもガラスドームで、自分以外の職人やカーレンさま、アランさまと出会って……そうして少しずつ、靴を作る楽しさを知りました。アランさまと、セスさん、ジジさん、ディックくん、みなさんと一いつ緒しよに靴を作りたい。そして、その靴を履いてくれる人の、背中を押すお手伝いをしたいと」

　以前は家族をつなげるために、靴を作りたいと思っていた。

　けれど今は違う。強引につなげるのでなく、みなが作り上げた輪の中に入り、それを支える存在でありたい。靴を受け取る人も、同じ輪の中に入ってほしい。

「そして魔術師の靴と出会い、輪から外はずれてしまった人にも何かしてあげたい」

　赤い靴を履いたカーレンのことは、これからも忘れることはできないだろう。忘れるべきではない。

　エデルはずらりと並ぶ靴箱たちをながめる。

　ここにいれば、きっとそれができる。ここはいわくつきの靴を集める館だ。魔術師の靴を履き、苦くるしみにさいなまれる少女たちの声に、いち早く気がつくことができる。

　もう誰にも、孤こ独どくを胸に靴箱を開けてほしくはない。

　少女たちが道に迷ったなら、エデルは迎えに行ける人になりたいと思う。

　ただまっすぐに、正しき道へ進める靴を持って。

「それではお前は、俺と目標を同じくするということでいいんだな」

「はい。微び力りよくながら、アランさまのお手伝いをしたいです。これが私の目標です！」

　エデルがそう告げると、アランはふん、と鼻を鳴らした。

「ガラスドームの職人でいたいなんて、今更だろう」

　アランはそっけなく言ったが、エデルは目を輝かせた。

「では、私このままずっと、ご一緒してもいいんでしょうか」

「何度も言わせるな。お前こそ、いつも俺のことを見て天てん敵てきに出くわした草食動物みたいにしているじゃないか。今日はずいぶんと、怯おびえずにしゃべれるみたいだな」

「あ、あの……わたし、アランさまのことを怖がってばかりで申もうし訳わけありませんでした」

　思えば、この性格のせいでエデルはアランに気を遣つかわせていたのかもしれない。

　アランが声を荒らげて怒っていても、それはいつも相手のためなのだ。

「た、たしかに出会ったばかりの頃は、少しばかりアランさまのことが苦にが手てでした」

「ほう」

　エデルは「つ、続きがあるんです！」とかぶりをふった。

「でも、お店でのことも、お母さんの靴のことも、すごく親身になっていただいて……アランさまが優しくて、素敵な人で、カーレンさまがアランさまにずっと恋してらしたのも、すごくよく分かるんです」

「え……」

「わ、私、アランさまにこの靴をもらって、すごく前向きになれたんです。だから怖がらずに、本当の気持ちが言えます」

「本当の……気持ち」

　アランはエデルのことを真しん剣けんに見つめている。

　言わなくては。彼に、自分の想いをありのままに。

　思ったことは言ってもいいのだと、彼自身が教えてくれたのだから。

「私、アランさまのような靴にひたむきな人間になりたい。アランさまのこと、すごく尊そん敬けいしているんです！　心から！」

（言えた……！）

　エデルは胸を押さえて、高こう揚ように胸が高鳴るのを感じていた。頰は赤く染まり、指先まで熱くなる。

　おずおずと彼を見上げると。アランは眉根を寄せ、冷たい青紫色の瞳でエデルのことをながめ、口は中ちゆう途と半はん端ぱに曲まがっていた。

　なんだかずいぶんと、温度差があるようだ……。

「あ、あの」

「そうか、尊敬か。それはどうも」

「わ、私何かまずいことを言ってしまったでしょうか!?」

「いや、別に、いっこうに構わない」

「アランさま……」

　エデルは目をうるませて、おろおろとうろたえる。

「……そういう目をするのはやめろ。俺がいびってるみたいだろうが！」

「ご、ごめんなさい……」

「いや、もういい。俺が分からせてやる。ちょっとそこに座れ。まずはお前が自分のだめなところを順にあげていけ。俺がそれをすかさずいいように解釈し、俺に対する感謝の気持ちがもっと豊かになるようにしてやる」

　アランが懐ふところからすっと革表紙の本を取り出し、エデルに命令する。

「そんな、いきなりなぜそんなことをしなくちゃいけないんですか」

「これに書いてあるからだ。ほら、まずは吐と露ろしてみろ」

「それ、なんの本なんですか……わ、分かりました、にらまないでください」

　エデルが恐怖のあまり逃げ出すと、アランが早足で追いかけてくる。

　この調子では、諦めて彼の言う通りにするしかないだろう。

　でも、その予感はなぜかとても心を温かくさせる。

　エデルの足首で、金のステッチと真しん珠じゆ貝がいが輝く。甲こうで薔薇の装飾が、祝しゆく福ふくを受けたように花開いている。

　振り返って、アランの瞳を見つめる。自分のつま先の向こうに、信頼できる人がいる。

　素敵な靴を履くときは、いつも彼の方を向いていたい。




　靴は人の運命を変える。

　かつて、私の愛するおじいちゃんはそう言った。




　エデルはアランの方へと大きく一歩、踏み出した。





ＥＮＤ
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです。仲なか村むらつばきと申します。

　新作は靴くつと童どう話わを盛りこみました。お好このみの靴はございましたか？　何かひとつでも楽しんでいただけたら幸いです。

　この本の刊かん行こうにあたりまして、多くの方にお力添えをいただきました。

　担当さま。企画の立ち上げから本当にお世話になりました。

　イラストのあき先生。先生に描いていただけると知ったときは嬉うれしくて仕方がありませんでした。美び麗れいすぎるラフや表紙絵はすべて大切に保管してあります。

　作品を世に出す機会を与えてくださった編集部の皆さま、校正さま・デザイナーさまをはじめとする本作に関わってくださったすべての方に感謝いたします。

　何よりも、この本を読んでくださったみなさまに、心よりの感謝と御礼を申し上げます。





仲村つばき
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